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ごあいさつ 

 

 土堂っ子太鼓の音が，今朝も尾道の町に響き渡っています。 

 本日，尾道小学校教育研究会算数科部会との共催にて，本校教育研究発表会を開催

できますことに心から感謝申し上げます。 

 本校は，平成１７年度にコミュニティ・スクールの指定を受け，以来，地域ととも

に歩む学校として，学校運営協議会から示されたミッションステートメント，①基

礎・基本を大切にし，確かな学力と健やかな心身を育む学校 ②学ぶ力，遊ぶ力，伝

える力，受容する力を育む学校 ③尾道への郷土愛を高める学校 ④地域と保護者が

共に育て支える学校-土堂小学校の教育への理解を深め，地域や保護者同士の交流を

促進する-の４つを目指す学校像として，日々取り組んでまいりました。 

 また，文部科学省から教育課程研究指定校事業，尾道市教育委員会から尾道教育み

らいプラン２の推進に係る支援事業の指定を受け，未来を拓く子供の資質・能力を育

成するための教育の創造に取り組んでまいりました。 

 特に今年度は，国語科「問いの系統表」，算数科「割合の系統表」「分数の系統図」

に基づいた授業実践を積み重ね，児童の振り返りや評価問題から，付けたい力が身に

付いているのかを確かめながら授業改善を行っているところです。また，学年の発達

段階を踏まえて，深い学びの実現をめざすとともに，全教科，領域を通じて資質・能

力を育成するための授業作りに努めてまいりました。その研究成果を今回新たに国語

科では「国語科研究のあゆみ」に，算数科では「割合の学習につながる実践事例集（完

成版）」にまとめました。 

 本日，これらの実践の一端を発表いたしますが，私たちの取組は試行錯誤の繰り返

しで，日々模索しながら歩んでいるところです。皆様から御指導，御助言をいただき，

さらなる改善，発展に向け，一層の努力を重ねてまいります。 

 終わりになりましたが，本校の研究推進に温かい御指導，御支援をいただきました

多くの先生方に心から感謝を申し上げ，あいさつといたします。 

 

 令和２年１１月１６日 

尾道市立土堂小学校       

校長 宮本 佳宏 



「自ら学ぶ子」 

■学びのための習慣づくりと 

基礎・基本の定着 

・個に応じた指導，モジュール

授業の充実，検定試験への挑

戦，家庭学習の定着，タブレ

ットの活用 

■主体的な学習の構築 

・課題発見・解決学習の充実・発信 

・作品募集への応募 

■尾道への郷土愛の育成 

・「総合的な学習の時間」に 

おけるカリキュラムの改善 

 

夢 と 志 を 抱 き グ ロ ー バ ル 社 会 を 生 き 抜 く 子 ど も の 育 成 
 
 
 

教育課程研究指定校(国立教育政策研究所教育課程研究センター) 

尾道教育みらいプラン２の推進に係る支援事業指定校 

 

 
                  学 校 教 育 目 標                     

志を持ち未来を拓く子どもの育成  
【自ら学ぶ】 

                 ミッションステートメント（学校運営協議会）                

１ 基礎・基本を大切にし，確かな学力と健やかな心身を育む学校 

２ 学ぶ力，遊ぶ力，伝える力，受容する力を育む学校 

３ 尾道への郷土愛を高める学校 

４ 地域と保護者が共に育て支える学校 

－土堂小学校の教育への理解を深め，地域や保護者同士の交流を促進する－ 

「思いやりのある子」 

■「土堂っ子太鼓」の継承 

■マナーの定着と奉仕の精神の涵養 

・あいさつの励行 

・主体的な清掃活動 

■道徳実践力の向上 

・道徳授業の充実 

・道徳的環境の整備 

■読書活動の充実 

・朝読書 

・推薦指定図書の目標冊数 

及び目標ページ数の読破 

・委員会活動の活性化 

 

「根気つよくやりぬくたくましい子」 

■体力の向上 

・体育授業における運動量確保 

・外遊びの推奨 

■保健・安全指導の充実 

■保健・安全管理の徹底 

■食育の充実 

 

 

 
 
 
 

知 徳 体 

・「出会い」「きっかけ」「体験」を大切にする教師 

・言葉を大切にする教師 ・傾聴できる教師 

・積極的な情報公開・発信 

・地域行事，育友会行事への積極的な参加 

体験的な学習・異学年交流の推進 語彙力の向上 

    育てようとする資質・能力     
【スキル】①課題発見・解決力 ②思考力・判断力・表現力 ③建設的批判能力【意欲・態度】④主体性・積極性  

⑤チャレンジ精神 ⑥責任感【価値観・倫理観】⑦感性 ⑧日本人としてのアイデンティティ ⑨自分への自信 

                     スクールミッション（尾道市教育委員会）                   

主 体 的 な 学 び を 牽 引 す る 教 育 活 動 の 発 信  
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Ⅱ 教育研究計画 
 １ 研究構想  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 研究の概要 

（１）研究主題・副題  
 
 
 
 
 
（２）研究主題の設定理由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主体的に学ぶ子どもを育成する教育の創造 

－ 対 話 で 創 る 課 題 発 見 ・ 解 決 学 習 と 学 ぶ 習 慣 づ く り を 通 し て －  

―算数科「割合」の意味を理解するための系統的な指導計画や効果的な指導方法等の工夫改善―  

研究主題  

未来を拓く子供の資質・能力を育成する教育の創造  

―文学的な文章において“問い”を手掛かりに学びを深める対話的な活動の工夫― 

―「割合」の意味を理解するための系統的な指導及び授業作りの工夫改善― 

課題発見・解決学習 

課題発見・解決学習 

基礎的・基本的な学習習慣の定着  

モジュール授業  

家庭での学習習慣の定着  

家庭学習  

総合的な学習の時間  

 

 

各教科で習得した力を活用し，仲間と協働して，最善解を創造  

資質・能力の育成  

 

課題設定  
 

情報収集  
 

整理分析  
まとめ・創造 

表現・実行 

 

振り返り  

各教科  

 

 

主体的・対話的で深い学びを通した  

より深い知識の習得  

思考力・判断力・表現力等の育成  

 

課題設定  
 

情報収集  
 

整理分析  
まとめ・創造 

表現・実行 

 

振り返り  

国語科  
「問いの系統表」 
作成・活用・改善 

算数科  
「割合の系統表」 
「分数系統図」  
活 用 ・ 改 善 
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２ 研究の概要  
（１）研究主題・副題  
 
 
 
 
 
（２）研究主題の設定理由  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）研究のねらい  
 
 
 
 

２１世紀はグローバル化が一層進み，多様な価値観，自分とは異なる文化や習

慣に根付いた人々と，正解のない課題や経験したことのない課題を解決していか

なければならない「多文化共生」の時代へと向かっていく。このような時代を生

きる子供達は，自己を確立しつつ，他者を受容し，多様な価値観を持つ人々と共

に思考したり，協力・協働したりしながら課題を解決することで，新たな価値を

生み出し，社会に貢献していくことがより一層求められていく。 

本校では，これまで，課題発見・解決学習のための単元開発や基礎的・基本的

な知識・技能を身に付けるための学ぶ習慣づくりについて研究をしてきた。 

令和元年度は，算数科の割合の学習につながる系統表を作成し，立式の説明に

焦点化して研究を進めていき，「割合の学習につながる実践事例集（暫定版）」を

作成した。さらに，適用問題の在り方についても，実践を通して，効果的であっ

た内容やそうでなかった内容を整理した。全学年においては，割合の学習の系統

性を意識した学習指導案を作成し，授業研究を公開した。国 語 科 で は ，文 学 的

文 章 に お け る 児 童 の“ 問 い ” を も と に し た 授 業 作 り の 研 究 を 進 め る こ と

で ，学 習 者 基 点 の 学 び に つ な が り ，児 童 が 物 語 を 読 む 面 白 さ に 気 付 く こ

と が で き た り ，“ 問 い ” を 精 査 し た り す る こ と が で き た 。  

しかし，算数科においては，まだまだ１時間の授業の中で児童が身に付けた力

を適切に評価するための適用問題の開発には課題があった。国語科においては，

児童の考えた“問い”を単元や授業作りにどのように活かすかや，対話的な活動

を効果的に仕組むことに課題があった。 

そこで，令和２年度は，算数科では，引き続いて図のかき方の指導と立式した

理由を説明する活動や適用問題の開発を重点として研究を進め，「割合の学習に

つながる実践事例集」の完成を目指す。また国語科の授業において，児童の文学

的教材に対する“問い”の質を高め，読む力を育成することと，児童の対話的な

活動の在り方を研究し，深い学びを実現していく必要があると考えた。  

また，昨年度に引き続き国語科と算数科の各部会が，学校全体の研修計画に基

づいて，部会で研究計画を立て， PDCA サイクルに則った研究推進を行う。その

中で，教科固有の見方や考え方，資質・能力に関する理論研究と実践研究を推進

し，学校全体で定期的に交流し合う。このことで，児童の変容に基づいて検証し，

記録し，次年度へつなぐ体制づくりを行う。 

研究主題を「未来を拓く子供の資質・能力を育成する教育の創造－文学的な文

章において“問い”を手掛かりに学びを深める対話的な活動の工夫－－「割合」

の意味を理解するための系統的な指導及び授業作りの工夫改善－」とし，単元開

発や教科固有の見方・考え方について研究することを通して，主体的・対話的で，

深い学びの実現を目指すこととする。 

○資質・能力を育成する。 

〇主体的・協働的に学ぶ児童を育成する。 

〇基礎的・基本的な力を付け，基礎的な知識の定着を図る。 

 

未来を拓く子供の資質・能力を育成する教育の創造 

－文学的な文章において“問い”を手掛かりに学びを深める対話的な活動の工夫－  

―「割合」の意味を理解するための系統的な指導及び授業作りの工夫改善― 
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（４）研究仮説  
 
 
 
 
（５）研究内容（研究の方向）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）検証の指標  

成果指標  
＊本県の指

標を参考に

すること  

指標  達成目標  検証時期  検証方法  
総合学力テストにおけ

る正答率  
全国平均  ＋１０  

令和 2 年 12 月  

令和 3 年 1 月  

総 合 学 力 テ ス ト

を利用  

全 国 学 力 ･学 習 状 況 調

査における正答率  

県 平 均  ＋ １ ２ （ 国 語 ） 

県 平 均  ＋ １ ２ （ 算 数 ） 

令和 2 年 9 月  

令和 3 年 2 月  

全 国 学 力 ･ 学 習

状 況 調 査 問 題 を

利用  

「基礎･基本」定着状況

調査等の質問紙調査の

肯定率  

肯定的回答 75％

以上  

令和 2 年 7 月  

令和 2 年 2 月  

「基礎･基本」定

着状況調査質問

紙を利用  

 
３ 指導・助言者  

 
 

氏   名  所属・職名等  備  考  
笠井 健一  文部科学省・国立教育政策研究所・教育課程調査官  

林  武 広 比治山大学・比治山大学短期大学部・副学長  
広島大学・名誉教授   

河野 智文  福岡教育大学・教授   
岩田 耕司  福岡教育大学・准教授   
兼永 正彦 広島県東部教育事務所・指導主事  

大矢 純一 尾道市教育委員会・指導主事  

才谷 瑛一 尾道市教育委員会・指導主事  

井桁 陽介  広島県立尾道特別支援学校・教育相談主任   
新林 美穂  広島県立尾道特別支援学校・教育相談主任・地域支援部長   

基礎的・基本的な学習習慣の定着を図り，国語科・算数科，総合的な学習の時

間において，課題発見・解決学習のための授業づくりを行うことで，主体的・対

話的で，深い学びを実現することができるであろう。 

 

〇教科のカリキュラム開発と評価，検証を中心に単元開発を進める。 

〇基礎的・基本的な力を付けたり，意欲を高めるためのモジュール授業の工夫を

行ったりして，基礎的な知識の定着を図る。 

〇PDCA 検証部会を設け，学校全体としての研究の方向性を共有しながら， PDCA

サイクルに基づいた単元ごとの検証と改善を行い，単元の質の向上を図るとと

もに国語科や算数科における資質・能力の系統表を見直し，その効果を検証す

る。 

〇割合の意味を理解するための系統的な指導及び授業作りの工夫を行い，適用問

題の開発を行う。また，「割合の学習につながる実践事例集（完成版）」を作成

し，研究の成果を県内外に発信する。 

〇国語科の文学的教材における児童の“問い”の質を高め，読む力を育成す

るための指導や対話的な活動の工夫を行う。  
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４ 研究計画  
月  日 研  修  内  容 講    師 

４ ３日（金） 研究構想について 

モジュール授業について 

実践事例集（完成版）作成に向けて 

 

７ ２日（木） 授業研究①算数科  

８日（水） 授業研究②特別支援教育 井桁先生（尾道特別支援学校） 

14 日（火） 授業研究③国語科 河野教授 （福岡教育大学） 

17 日（金） 授業研究④算数科 岩田准教授（福岡教育大学） 

８ ７日（金） １学期の反省 

教育研究会に向けて 

河野教授 （福岡教育大学） 

岩田准教授（福岡教育大学） 

新林先生（尾道特別支援学校） 

井桁先生（尾道特別支援学校） 

31 日（月） 研究会指導案提出 

紀要【具体的な取組】提出 

 

９ 14 日（月） 授業研究⑤算数科 笠井先生  （文部科学省） 

18 日（金） 紀要【成果と課題】提出  

11 16 日（月） 教育研究会 笠井先生 （文部科学省） 

河野教授 （福岡教育大学） 

岩田准教授（福岡教育大学） 

新林先生（尾道特別支援学校） 

井桁先生（尾道特別支援学校） 

18 日（水） ＰＤＣＡ検証部会 

教育研究会反省 

 

12 １日（火） 5 年「割合」検証実施  

15 日（火） 学力定着実態調査（１～5 年）  

１ 8 日（金） 

29 日（金） 

総合学力テスト（６年） 

２・６年目研（田邊・赤羽・中村） 

 

３ ５日（金） ＰＤＣＡ検証部会 

来年度研究について 

 

 



 

国語科 文学的な文章における問いの系統 令和２年度版 
 １年「おとうとねずみ チロ」 ２年「かさこじぞう」 ３年「サーカスのライオン」 ４年「ごんぎつね」 ５年「注文の多い料理店」 ６年「海のいのち」 

構
造
と
内
容
の
把
握 

 
 
 
・登場人物はだれ。（Ⅰ） 
・この絵は何をしているところだろう。 

（Ⅰ） 
・にいさんねずみ，ねえさんねずみ，チロ
は何と言ったか。（Ⅰ） 

 
 

 
 
 
・登場人物はだれ。（Ⅰ） 
・じいさま（ばあさま）は，何をしたのか。（Ⅰ） 
・じいさま（ばあさま）は何を言ったのか。（Ⅰ） 
・これは，何場面の絵だろう。（Ⅰ） 
・「かさこじぞう」という題からどんなお話だと
思ったか。（Ⅰ）     

・これまで読んだことのある昔話と似ていると
ころがあるか。（Ⅱ） 

 
 
 
・中心となる人物は誰だろう。（Ⅰ） 
 

 
 
 
・登場人物，中心人物は誰だろう。（Ⅰ） 
・〇場面の兵十は，どんな気持ちだった
だろう。（Ⅰ） 

・ごんはどんな子ぎつねだろう。兵十は
どんな人だろう。（Ⅰ） 

 
 
 
・しんし達はどんな人なんだろう。（Ⅰ） 
 
 
 

 
 
 
・主と太一は，どのような関係か。（Ⅰ） 
・父は，どのような人物か。（Ⅰ） 
・太一の父への憧れは，どのようなものか。
（Ⅰ） 
・与吉じいさは，どのような人物か。（Ⅰ） 
・与吉じいさのことを太一はどう思ってい
たか。（Ⅰ） 

・太一のことを，母はどう思っていたか。
（Ⅰ） 
・主を前にした時に，太一はどんな気持ち
だったのか。（Ⅰ） 

精
査
・解
釈 

 
 
 
・どうしてにいさんねずみとねえさんねず
みは意地悪なことを言ったのだろう。
（Ⅰ） 

・声がとんでいったのがふしぎだな。（Ⅰ） 
・どうしてじっと耳をすましていたのか 
な。（Ⅰ） 

・どうして，もう一度ゆっくり「あ，り， 
が，と，う。」と言ったのかな。（Ⅰ） 

 
 

 
 
 
・じいさまがじぞうさまにかさをかぶせている
とき，どんな表情だっただろう。どのように
語りかけていたのだろう。どんな様子だった
だろう。（Ⅰ） 

・じぞうさまは，なぜ，食べ物をもってきたの
だろう。（Ⅰ） 

 
 
 
 
 
・なぜ，じんざは嫌いなチョコレートを受け 
取ったのか。（Ⅰ） 

・「ウォーッ」は，どう読んだらよいか。 
（Ⅵ）    

・なぜ，じんざは気持ちが変化したと思うか。 
（Ⅰ） 

・サーカスのおしまいの日に，じんざがいな
いのに，ライオンの曲芸をしたのは，なぜ
か。（Ⅰ） 

 
 
 
 
 
・兵十のごんに対する気持ちはどう変わ
っただろう。（Ⅰ） 

・兵十の気持ちがわかる言葉は何だろう。
（Ⅰ） 

 

 
 
 
 
 
・しんし達がたくさんの注文をおかしいと思
い始めたのはいつだろう。（Ⅰ） 

・しんし達を食べようとしていたのは何だろ
う。（Ⅰ） 

 

 
 
 
 
 
・太一がクエを殺さなかったのはなぜか。
（Ⅳ） 

・太一は一人前の漁師か，それとも一人前
ではないのか。（Ⅴ） 

・太一は誰のおかげで一人前の漁師になれ
たのだろう。（Ⅰ） 

・自分だったら，クエを刺すだろうか。 
（Ⅴ Ⅵ） 

・太一が海の主を刺さなかったことに，賛
成か，反対か。（ⅤⅥ） 

・他の作品でも，葛藤が描かれているのか。
（ⅡⅢ） 

考
え
の
形
成 

 
 
 
・この行動をした○○をどう思うかな。（Ⅴ） 
 
 

 
 
 
・「お正月さん」と「さん」がついているのは，
なぜだろうか。（Ⅳ） 

・ばあさまがじいさまに怒らないのは，なぜだ
ろうか。（Ⅴ） 

 
 
 
・気持ちが変化したじんざをどう思うか。 

（ⅤⅥ） 

 
 
 
・物語を読んで，登場人物のどんなとこ
ろに感動しただろう。（Ⅴ） 

 
 
 
・なぜ猫は人間を食べようとしたのか。（ⅢⅤ） 
・なぜしんしはこんな怖い目に合ったのか。（ⅢⅤ） 
・なぜしんしは最後に顔がもとにもどらなかったの
か。（ⅢⅤ） 

・この作品で宮沢賢治は何を伝えたかったのだろ
う。（ⅢⅣ） 

 
 
 
・この作品の主題は何か。（Ⅰ） 
・この作品の魅力は何か。（１） 
・「海の命」の意味とは何か。（１） 
・友達は，この作品の魅力をどう感じてい
るか。（Ⅵ） 

共
有 

 
 
 
・友達はその行動をした○○をどう思った
のだろう。（Ⅵ） 

 

 
 
 
・自分の読んだ昔話の面白さとは，何だろうか。
（Ⅱ）  

・友達は，どのような昔話の面白さを見つけた
のだろうか。（Ⅵ）    

                    
 

 
 
 
 
・作品を通して何を伝えたかったのだろう。
（ⅡⅥ） 

 
 
 

 
 
 
 
・最後の場面のごんと兵十はどんな気持
ちだっただろう。（ⅠⅤ） 

・感想を話し合いたい。（ⅤⅥ） 

 
 

・なぜ猫は人間を食べようとしたのか。（ⅢⅤ） 
・なぜしんしはこんな怖い目に合ったのか。（ⅢⅤ） 
・なぜしんしは最後に顔がもとにもどらなかったの
か。（ⅢⅤ） 

・この作品で宮沢賢治は何を伝えたかったのだろ
う。（ⅢⅣ） 

 
 
・自分だったらクエを刺すだろうか。（ⅤⅥ） 
・太一が海の主を刺さなかったことをどう
思うか。（ⅤⅥ） 

問いの層   Ⅰ：作品の中の問い    Ⅱ：作品と別作品とを関わらせた問い    Ⅲ：作品と作者とを関わらせた問い  
Ⅳ：作品と（時代）情景・状況とを関わらせた問い   Ⅴ：作品と読み手（自分自身）とを関わらせた問い  
Ⅵ：読み手と他の読み手とを関わらせた問い 
 
 

文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。 

場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。 

人物像や物語どの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考

えたりすること。 

登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。 

文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。 文章を読んで理解したことを基づいて，感想や考えをもつこと。 

文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。 

登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。 

場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。 

文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。 

登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わり

と結び付けて具体的に想像する。 

問いは学年で大きな違いはない。違うのは，教材の難しさと考える深さ，関係性。 

文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ

方などに違いがあることに気付くこと。 



 
 
 

単元で付けたい力の提示 初発の感想 

問いづくり 感想の類比・対比 

付けたい力がつきそうな問いの選別 意見の共通点・相違点の洗い出し 

解決したい問い 
（精査・解釈，考えの形成） 

 

対話的活動 
ペア・グループ・全体など学年の実態に応じた形態をとる。 

１往復で終わらず，１往復半以上の対話 

前の文学的文章の問いの学びから 

対話的活動に全員参加するための 
土台となる読み 

（構造と内容の把握） 
【教師の手立て】 
問い返しの発問 

視点・論点の明確化 
課題意識の変容の整理 

【児童同士の関わり】 
自分と似ている意見や 

違う意見との出合いによる 
思考の活性化 

新たな解決したい問い 
（精査・解釈，考えの形成，共有） 

【問いの振り返り】 
課題解決に役立った問い 

友達と読み合って楽しかった問い 
考えが深まった問い 

次の文学的文章の問いへ 



土堂小学校版！ 算数科「思考力・表現力」の系統表 ―割合の学習につながる立式の系統性に着目して－ 
 

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

め
ざ
す
資
質
・
能
力 

日常の事象を数理的に捉え，見通しをもち筋道を立てて考察する力 

問題場面を適切に表して演算

決定する力 

「(1 つ分の数)×(いくつ分)」や

「何倍か」を用いて，全体の大き

さを考える力 

「１つ分」を「もとにする大きさ(１

つ分，１倍)」として捉え，わり算

を用いて，何倍かを考える力 

かけ算を用いて，倍の大きさを考

える力 

「いくつ分」から「割合の見方」で倍

を捉える力 

「割合の見方」を用いて，かけ算に

なる理由を説明する力 

かけ算を用いて，小数倍の大きさを考える力 

基準量や比較量が小数のときも，わり算を用いて，何倍かを考える力 

基準量・比較量・割合の関係を捉える力 

「割合の見方」を用いて，身の回り

の事象を捉え，見通しをもち筋道を

立てて考える力 

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力 

ブロック操作やまる図等で，

式の意味や立式した理由を表

現する力 

テープ図・比例テープ図で，かけ

算で立式した理由を説明する力 

比例テープ図・比例数直線で，わ

り算やかけ算で立式した理由を説

明する力 

比例数直線で，「割合の見方」でわり

算やかけ算で立式した理由を説明す

る力 

比例数直線や線分図等で，「割合の見方」で小数倍などの立式した理由を説明する力 

図を用いて，基準量・比較量・割合の関係を説明する力 

比例数直線・線分図等で，「割合の

見方」を用いて立式した理由を説明

する力 

め 

ざ 

す 

説 

明 

の 

姿 

（
三
年
生
以
上
は
わ
り
算
） 

たしざん 

 

 

 

あめが６つあって，ガムの数はあめ

より３つ多いので，６＋３をして答

えは９つです。     （求大） 

たしざん 

 

 

 

まえにいる人は，わたしを入れて６

人で，わたしのうしろにいる人は３

人なので，６＋３で９人です。 
（順序数を含む加法） 

ひきざん 

 
 
 
あめとガムを１つずつ比べます。 
すると３つちがいます。だから，９

－６＝３で，あめが３つ多いです。              
（求差） 

かけ算(1) 

 
 
 
 
 
３cmが１つ分で，その２つ分

だから３×２です。 
 
 
 
 

かけ算(1) 

 
 
 
 

 
３が１倍で，４倍はその４つ

分だから３×４です。 
 
 
 

わり算 

 
 
 
 
 
36ｍは４つ分で，その 1 つ分

にあたる(もとにする)大きさ

を求めるので36÷４です。 
 

 

 

 

わり算，テープ作り 

 
 
 
 
 
1つ分にあたる(もとにする)大きさ

が９cmで，いくつ分かを求めるの

で36÷９です。 
 

 

小数÷整数 

 
 
 
 
 
7.3ｍを５としたとき，１にあた

る数を求めるので7.3÷５です。 
 
 
 
 

 

小数÷整数，倍の計算 

 
 
 
 
 
２ｍを１としたとき，13.5ｍにあ

たる数を求めるので 13.5÷２で

す。 
 
 
 

整数÷小数 

 
 
 
 
 
４ｍを 0.8としたとき，１にあ

たる数を求めるので４÷0.8 で

す。 
 
 
 

整数÷小数 

 
 
 
 
 
2.4Lを１としたとき，8.4Lにあ

たる数を求めるので8.4÷2.4で
す。 
 
 

割 合 

 

 

 

 

 

60 ㎡ を 20(0.2)としたと

き，100(1)にあたる数を求め

るので60÷0.2です。 
 

 

 

割 合 

 

 

 

 

 

300 ㎡を 100(1)としたとき，

60 ㎡にあたる数を求めるので

60÷300です。 
 

 

速 さ 

 
 
 
 

 

170kｍを 2.5としたとき，１に

あたる数を求めるので170÷2.5で
す。 
 

 

 

速 さ 

 

 

 

 

 

68kmを１としたとき，170kｍ
にあたる数を求めるので 170÷
68です。 
 

 

分数÷分数 

 
 
 
 

 

㎡を  としたとき，１に

あたる数を求めるので   ÷  で
す。 
 
 
 

分数÷分数 

 
 
 
 

 

㎡を１としたとき，  ㎡に

あたる数を求めるので   ÷  で
す。 

３ｃｍ ３ｃｍ 

7.3m 

□m 

０ ５  
(人)  

１ ０   

□ 

１  

４ (ｍ) ０ 

１２ 

３ 

３つおおい 

1つ分を意識 

３つおおい 

６ばん目 

３６ｍ 

□ｍ 

「1つ分」＝「もとにする大き
さ」を求める(等分除) 

「もと＝１つ分」から 
「割合の見方」へ 

13.5m 

２ｍ 

０ １ □ 

「割合の見方」を 
小数で (基準量) 

0.8 

３６ｍ 

９ｍ 

「倍」を意識 

「もとにする大きさ」の 
「いくつ分」かを求める 

(包含除) 

「いくつ分」から 
「割合の見方」へ 

「割合の見方」を 
小数で (倍，割合) 

０ １ (時間) 

０ (km) □ 

2.5 

170 

２ 

０ １ (時間) 

０ (km) 

□ 

68 170 

２ 

基準量を求める 
(第３用法) 

速さを求める 
(基準量) 

割合を求める 
(第１用法) 

時間を求める 
(倍，割合) 

０     20 
 100 

□ 
(㎡) 

０      60 

０       □ 100  

300  
(㎡) 

(%) 

(%) 

１ (㎡) 

(L) 

□ 

2.4 

8.4 

０ 

０ ０       60 

０ 

(L) (㎡) 

０ (ｄL) 

０ (㎡) χ 

１ 

基準量を求める 

 ２ 
５ 

 ２ 
５ 

 ３ 
４ 

 ２ 
５ 

 ３ 
４ 

 ３ 
４ 

０ (ｄL) 

０ (㎡) 

１ 

倍，割合を求める 

χ 
 ３ 
５ 

 ３ 
５ 

 ４

 ５ 
１ 

 ４

 ５ 
１ 

 ４

 ５ 
１  ３ 

５ 

まえ うしろ 

□人 □人 

A2 A3 A4 A5 A5 A5 A6 

B2 B3 B4 B5 B5 B5 B6 



□ｇ １４０ｇ 

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

め 

ざ 

す 

説 

明 

の 

姿
（
二
年
生
以
上
は
か
け
算
） 

ひきざん 

 
 
 
左にいる人は，わたしを入れて６人

で，全員で９人だから，わたしの右

にいる人は９－６で，３人です。        
（順序数を含む減法） 

 

ひきざん 

 
 
 
 
あめは９つで，ガムはあめより３つ

少ないので，９－３をして答えは６

つです。                （求小） 
 

ひきざん 

 
 
 
 
１人が１つずついすにすわるので，

５人すわれます。だから，すわれな

い人は，７－５で２人です。（異種

のものの数量を含む減法） 

ひきざん 

 
 
 
あめを３つもらったら全部

で５つになったので，はじめ

の数は５－３をして２こで

す。   （増加前推論,２年） 

かけ算(1) 

 
 
 
 
 
 
３cmが１つ分で，その２つ分

だから３×２です。 
 
 
 
 

かけ算(1) 

 
 
 
 

 
 
３が１倍で，４倍はその４つ

分だから３×４で12です。 
 
 
 
 

かけ算(1) 

 
 
 

 
 
３が１倍で，４倍はその４つ

分だから３×４で12です。 
 
 

 

かけ算の筆算 

 
 
 
 
 
 
長いなわの長さは，短いなわの

長さをもとにすると３つ分だ

から，140×３です。 
 

 

かけ算の筆算 

 
 
 
 
 
 
１つ分の値段をもとにすると

全部の代金は３倍だから，20×
３です。 
 
 
 

□を使った式 

 
 
 
 
 
１本分の値段を□とすると，□

がもとなので，全部の代金はそ

の 10倍だから，□×10＝800
です。 

 

倍の計算 

 
 
 
 
 
 
180ｃｍを１としたとき，３にあ

たる長さを求めるので，180×３

です。 
 

 

小数×整数 

 
 
 
 
 
 
0.3Lを１としたとき，６にあたる

大きさを求めているので，0.3×６
です。 

 

 
 

整数×帯小数 

 
 
 
 
 
20ｍを１としたとき，2.5にあた

る大きさを求めるので 20×2.5
です。 
 

 

分数×整数 

 
 
 
 
 
 
２／５を１としたとき，２にあ

たる大きさを求めるので，２／

５×２です。  
 
 
 

整数×帯小数 

 
 
 
 
 
 
80を１としたとき，2.3にあたる

大きさを求めるので，80×2.3で

す。 
 
 
 

整数×純小数 

 
 
 
 
 
80を１としたとき，0.8にあたる

大きさを求めるので 80×0.8 で

す。 
 

 

割 合 

 

 

 

 

 

 
300 ㎡を 100(1)としたとき，

20(0.2)にあたる数を求めるの

で300×0.2です。 
 
 
 

割 合 

 

 

 

 

 

 

24を100(1)としたとき，

125(1.25)にあたる大きさを求

めるので，24×1.25です。 

 

 

割 合 

 

 

 

 

 

24 ㎡を 100(1)としたとき，

25(0.25)にあたる数を求める

ので24×0.25です。 
 
 

速 さ 

 

 
 
 
 
 
68kmを１としたとき，2.5にあ

たる大きさを求めるので68×2.5 で

す。 
 
 
 

速さのまとめ 

 

 
 
 
 
 
0.34kmを１としたとき，５にあ

たる大きさを求めるので，0.34×
５です。 

 
 
 

速さのまとめ 

 
 
 
 
 
60kmを１としたとき， にあた

る大きさを求めるので，６０×  
です。 

 
 

 

分数×分数 

 

 
 
 
 
 

ｄLを１としたとき， にあ

たる大きさを求めるので  ×  
です。 
 
 
 

整数×分数 

 
 
 
 
 
 
３ｋｍを１としたとき， にあたる大

きさを求めるので，３ ×  をして 
です。 

 

 

比とその利用 

 
 
 
 
 
砂糖と小麦粉の重さの比は５：７。砂

糖の重さは，小麦粉の重さを１とした

ときの  にあたります。だから，１

４０×  です。 

３つ少ない 

いす 

参考：みんなと学ぶ小学校算数 
（学校図書） 

新しい算数（東京書籍） 

３ｃｍ ３ｃｍ 

１２ 

３ 

「倍」を意識 

１２ 

３ 

「倍」を意識 

□cm 

140cm 

２０円 

０ １ ２ ３ 
(まい) 

２０円 ２０円 

 

□円 

  (円) 
800 □ 

10  
(本) 

０ 

0 1 

「1つ分」＝「もとにする大き
さ」を使って求める 

「1倍」＝「もとにする大き
さ」を使って求める 

「1倍」＝「もとにする大き
さ」を使って求める 

50(m) 

20(m) 

０ １ ２ ３ 倍 

０ 

０ 

帯小数倍から導入 
（2.5，1.5） 

□cm 

180cm 

０ １ ２ ３ 

「割合の見方」へ 

0.3 

０ １ ２ ３ ４ ６  
(本) 

５ 

０ 
(L) 
□ 

2.5 

80          (円) 

０ 1 2  (ｍ) 0.8 

０ □ 

純小数倍へ 
(比較量)（0.8） 

０ １ ２(dL) 

０ 

２ 

５ (㎡) □ 

帯小数倍へ 
(比較量)（2.3） 

□ (円) 

０ 1 2 3 (ｍ) 

80 ０ 

2.3 

「割合の見方」へ 1つ分を意識 分数×整数(比較量) 

０ 

比較量を求める 
(第２用法) 

０     20 
 100 

300 
(㎡) 

０      □ 

０      25  100 (%) 

24 (㎡) ０      □ 

百分率へ 
(比較量)（0.25） 

百分率へ 
(比較量)（１.25） 

０                              100    125  

24 
(㎡) 

０       □ 

(%) 

(%) 
０ １ (時間) 

(km) □ 68 

2.5 ２ 

道のりを求める 
(比較量) 

小麦粉砂糖

「割合の見方」で 

比較量を求める 

分数倍へ 

０ 

０ １ (㎡) 

(ｄL) 

２ 

χ 
 ３ 
５ 

 
２

 

５ 

 ３ 
５ 

 
２

 

５ 

 ３ 
５ 

 
２

 

５ 

(km) 

３(km) 

０ １ ２ 

□ 

 

０ 

０ 

 
３ 
４ 

 
３ 
４ 

 
３ 
４ 

０ 

０ １ (秒) 

(km) □ 0.34 

５ 

道のりを求める 
(比較量) 

０ 

０ １ (秒) 

(km) □ 60 

 
３ 
１ 

 
３ 
１ 

道のりを求める 
(比較量) 

 
３ 
１ 

 
７ 
５ 

 
７ 
５ 

６ばん目 
左 右 

□人 □人 

人 

３つもらった 

？ 

５つになった 

C2 C3 C4 C5 C5 C5 C6 

D2 D3 D4 D5 D5 D5 D6 

E2 E3 E4 E5 E5 E5 E6 



 



 
 
 
 
 
 
 
 

もとにする量を１としたときの比べられる量の

割合を表す。 

 

これまでに学習した整数倍，小数倍をもとに，分数倍を

指導する。その際，
 4 
3
 倍は「もとの大きさを 1 とした

ときの 
 4 
3
 にあたる大きさ」であることや「もとの大き

さを 3 等分した大きさの 4 つ分の大きさ」であること

をおさえる。分数を用いると，小数倍では正確に表せな

い場合でも，倍を表すことのできるよさに気付かせる。 

整数の除法の結果（商）を表す。 

 

２L の牛乳を１人～５人で分けたときの１人分を考え，

３人で分けたときに商が 0.666…となって割り切れな

いことから，分数を用いた表し方を考える。その際，量

分数の学習を振り返り，もとにする量は 1L でなければ

ならないことをおさえる。 

分
数
の
意
味 

もとにする量が任意であり，具体物を等分割し

たもののいくつ分を表す。 

もとにする量が１ｍや１L といった普遍的な

基本単位であり，測定した量の大きさを表す。 

もとにする量が数の「１」であり，１を等分割

したもののいくつ分を表す。 

子
供
の
姿 

   

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

具体物を半分にするなど，具体物を操作するこ

とによって，
 1 
2
，

 1 
4
，

 1 
8
 などの大きさをつくり，

等分の意味をおさえる。また，もとの大きさと

その 
 1 
2
 の大きさや 

 1 
4
 の大きさなどを比べ，

その観察を通して，乗法や除法の素地となる見

方を指導する。さらに，もとにする大きさが変

われば，同じ 
 1 
4
 でも大きさが異なることをお

さえる。 

１ｍのテープなどの具体物を操作することに

よって，
 1 
2
 m，

 1 
3
 m，

 2 
3
 m などの具体的な量

をつくり，分数を用いて長さやかさなどの具体

的な量を表すことができることを指導する。分

割分数としての 
 1 
3
 はたくさんあるが，量分数

の 
 1 
3
 ｍは１つしかないことや，分割分数はも

との大きさを超えないが，量分数は１ｍや１L

を超える大きさが存在することをおさえる。 

1 を 10 等分した 1 つ分の大きさが 
 1 
10

 であ

り，0.1 と等しい大きさであることを指導す

る。また，「
 3 
10

 は 
 1 
10

 の３つ分」など単位分数

のいくつ分で数えたり，表したりすることを大

切にする。また，1 を 10 等分した目盛りで 
 1 
2
 

や 
 1 
5
 の位置を考えることなどを通して，数と

しての分数はもとにする量が常に数としての

１であることをおさえる。 

２年 

分割分数 量分数 数としての分数 
（操作分数） 

 1 
4  

※ 本系統図は，福岡教育大学・准教授・岩田耕司氏の指導のもと，以下の文献をもとに作成している。 
・文部科学省（2018）．『小学校学習指導要領解説（平成 29 年告示）算数編』，日本文教出版，pp.245-246． 
・山村翔（2017）．『算数科における系統的な分数指導の研究』，福岡教育大学卒業論文（未公刊）． 

もとにする量が 

変わる 
もとにする量が 

変わる 

割合分数 

商分数 

３年 ４年 ３年 

５年 

1 m 

 1 
3

m 0 1 

3
10 

0 

A 

2
3 0 

1 B 

B を１としたとき，A は 
 2 
3
 にあた

るよ。 

２÷３＝ 
 2 
3
 と表すことができるよ。

小数ではわり切れないけれど，分数だ

と正確に表せるよ。 

ピザを４等分した 

１つ分の大きさを 

ピザの 
 1 
4
 というよ。 

１ｍを３等分した１つ分の長さ

を 
 1 
3
 ｍというよ。 

１L を３等分した１つ分のかさ

を 
 1 
3
 L というよ。 

 

１を 10 等分した３つ分の大きさ

を 
 3 
10

 というよ。0.3 と同じ大きさ

だ。１を６等分した１つ分が 
 1 
6
 

で，それが７つ分だと 
 7 
6
 だ。 
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自分に身に付いてきた「コンピテンシー」（資質
ししつ

や能力
のうりょく

）をふり返
かえ

ろう。(  )学期  年  組  番 名前（           ） 

 活動内容  活動内容 

①  ⑨  

②  ⑩  

③  ⑪  

④  ⑫  

⑤  ⑬  

⑥  ⑭  

⑦  ⑮  

⑧  ⑯  

        あてはまるところだけ印を付けましょう。よくできた◎ できた○ あまり△  ※全部に○，△，×を付けなくていいです。 

コンピテンシー                 活動番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

スキル 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

意欲
い よ く

・態度
た い ど

 
                 

価値観
か ち か ん

 

倫理
り ん り

観
かん

 

                 

知
ち

 識
しき

 
                 

 

付けたい力，なりたい姿（すがた） 

 

 
がんばったこと，成長してきていることなど もっと～してみたいこと，次の目標など 

① 
  

② 
  

③ 
  

④ 
  



⑤ 
  

⑥ 
  

⑦ 
  

⑧ 
  

⑨ 
  

⑩ 
  

⑪ 
  

⑫ 
  

⑬ 
  

⑭ 
  

⑮ 
  

⑯ 
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Ⅲ 基礎・基本定着のための取組 

モジュール授業 
１ モジュール授業の原理 

モジュール授業では，児童に「基礎的・基本的な知識・技能」を習得させるための「読み・ 

書き・計算」を中心とした徹底反復学習を行っている。高速で音読したり単純な計算を繰り返し

たりする徹底反復学習を行うことにより，脳の活性化が図られる。その結果，児童の学習能力が

高まると考える。そのため，児童が集中して徹底反復学習に取り組むことができるように「スピ

ード・テンポ・タイミング・個へのアプローチ」をキーワードとして指導の工夫を行っている。

スピード感を保ちつつ，テンポ・タイミング良く教材を提示するツールとして，情報機器を活用

している。 

 

２ モジュール授業の目標と内容 

モジュール授業は，国語科・算数科・その他の教科等の内容を，それぞれ 15 分間のユニット

として指導している。主な指導内容として，次に示すものがあげられる。 

国

語

科 

 

 

算

数

科 

 

そ

の

他

の

教

科 

 

（フラッシュ） 

各教科・各学年に応じ

た内容を練習し，基礎

的・基本的な知識・技能

を身に付けさせる。ま

た，当該学年だけでな

く，前学年までの内容を

繰り返し練習したり，確

認したりすることで定

着率を高める。 

【国語科】 

文法，ローマ字，言語

事項など 

【算数科】 

計算，図形など 

【社会科】 

 地図記号，都道府県，

歴史，世界の国々など 

【理科】 

 実験器具，理科用語な

ど 

【外国語活動】 

数，色，食べ物など 

 

（音読）名文やリズムのある作品を音読することで，基礎

となる音読する力や読解を助ける力を身に付けさせる。 
（辞書引き）語彙能力の向上を図るために，辞書引き月間

（９月）を設定して，集中して辞書引きに取り組んでいる。

発達段階を考慮し，低学年ではルビ入りの国語辞典を使用し

ている。 

（漢字の前倒し学習）漢字習得率の向上を図るため，年度

初めに新出漢字を前倒しして指導し，その後，漢字の反復学

習を実施する。 

（聞き取り）文学的文章や説明的文章等を聞き取り，正し

く聞き取る力やメモを取り，聞き取ったことをまとめる力を

身に付けさせる。 

 

（ます計算）ます計算に取り組むことで，算数科の基礎と

なる計算力の向上を図る。 

（そろばん）低学年において，数感覚を養ったり，数と計

算の意味について理解させたりするために，そろばんを指導

している。 

（カルタ）都道府県や歴史など各学年に応じた内容を練習

し，教科における基礎的・基本的な知識を身に付けさせる。 

（外国語活動）英語のジングルやチャンツを利用し，様々

な単語や英語の発音などに慣れ親しませる。 
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３ モジュール授業の系統性 

年度初めに各学年の音読・算数・その他の分野におけるめざす姿や数値を設定した。目標を意識

しながら，児童の実態に合わせて指導を進めていくことができると考える。 

 

【１年】 

１０ます足し算 １０ます引き算 ５０ます足し算 １００ます足し算 

１０秒 １０秒 １分 ３分 

 

【2 年】 

１００ます足し算 １００ます引き算 １０ますかけ算 １００ますかけ算 

２分 2 分３０秒 １５秒 ２分 

 

【３年】 

１００ますかけ算 A 型 50 問わり算 A 型 100 問わり算 B 型 50 問わり算 B 型 100 問わり算 

2 分 １分３０分 3 分 3 分 ５分 

 

【４年】 

 

【５年】               【6 年】 

C 型 100 問わり算 

４分 

 

４ モジュール授業を共有，発展させるために 

児童の実態に応じたモジュール教材の改善・開発を行った。作成した教材を一つのフォルダ

に集めて共有化し，どの学年の指導者も，当該学年だけでなくその他の学年の内容を確認した

り，活用したりできるようにしている。そうすることで，新出した内容だけでなく，既習事項

の内容を確認することができたり，計画的・系統的に進めたりすることができると考える。 

 低学年 中学年 高学年 

音読 

・正しい姿勢，口形 

・はっきりと，正しく読む 

・正しい口形 

・内容を考えて読む 

 （強弱・抑揚・間 等） 

・正しい口形，伝わる声 

・内容を考えて読む 

 （強弱・抑揚・間 等） 

算数 

計算 

・そろばんに慣れ親しむ ・単位換算 ・数量関係 

・量のイメージ 

・単位換算 ・算数用語の定義 

・数量関係 ・量のイメージ 

・集中して，より速く，正確に解ける 

・自分の目標をもって取り組む→タイム・解いた問題数を記録していく 

その他  ・社会・理科の重要用語の徹底 ・社会・理科の重要用語の徹底 

外国語活動 
・英語に慣れ親しむ ・英単語を発音したり，聞き取

ったりする 

・英語で簡単な会話をしたり，

英文を書いたりする 

A 型 50 問 わり算 A 型 100 問 わり算 B 型 50 問 わり算 B 型 100 問 わり算 C 型 100 問 わり算 

2 分 3 分 3 分 ４分 30 秒 ５分 

C 型 100 問わり算 

３分 
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例【６年】 

 国語的内容 算数的内容 外国語 社会・理科 

4 月 【漢字】 
・全漢字 
・リズム漢字 
【音読】 
・雨ニモマケズ 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
【フラッシュ】 
・慣用句・敬語 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・対称，倍数，約数 

【ジングル】 
・アルファベット 
【フラッシュ】 
・国 
・色 
・教科 
【プリント】 

・I’m from (America). 
・ My favorite color is 
(red). 

・My favorite subject is 

(Japanese). 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（人物，事件） 
・世界遺産 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 

5 月 【フラッシュ】 
・慣用句，敬語，熟語の構成 
【音読】 
・雨ニモマケズ 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
【聞き取り】 
・説明文 
 
 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・文字と式 
・逆数 
・単位換算 

【ジングル】 
・国 
【フラッシュ】 
・国 
・行事 
【プリント】 

・Welcome to (America). 
・You can enjoy  
 （tempura）. 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（人物，事件） 
・世界遺産 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 

6 月 【フラッシュ】 
・慣用句，敬語，熟語の構成 
【音読】 
・雨ニモマケズ 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
【聞き取り】 
・説明文 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・割合 
・文字と式 
・逆数 

【ジングル】 
・食べ物 
【フラッシュ】 
・国 
・食べ物 
【プリント】 

・Welcome to (America). 
・You can enjoy  
 （tempura）. 
 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（人物，事件） 
・世界遺産 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 

7 月 【フラッシュ】 
・慣用句，敬語，熟語の構成 
【音読】 
・雨ニモマケズ 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
【聞き取り】 
・説明文 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・割合 
・図形の面積 
・逆数 

【ジングル】 
・動物 
・アルファベット 
【フラッシュ】 
・身の周りのもの 
・動作 
【プリント】 

・I want (a new recorder). 

・I can (swim.) 
 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（人物，事件） 
・世界遺産 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 

9 月 【フラッシュ】 
・和語，漢語，外来語の由来 
・接尾語，対義語 
【音読】 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
・徒然草 
・孫子 
【聞き取り】 
・新聞記事 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・速さ 
・体積 
・比 

【ジングル】 
・動物 
【フラッシュ】 
・公共施設 
・動作 
【プリント】 

・We have a (library.) 

・We can enjoy (fishing.) 
 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（戦争～戦後） 
・日本国憲法 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 

10
月 

【フラッシュ】 
・和語，漢語，外来語の由来 
・接尾語，対義語 
【音読】 
・平家物語 
・論語 
・春暁 
・徒然草 
・孫子 
【聞き取り】 
・新聞記事 

【プリント】 
・１００問わり算 
・通分，約数 
・分数のかけ算，わり算 
【フラッシュ】 
・比 
・体積 
・単位換算 

【ジングル】 
・アルファベット 
【フラッシュ】 
・場所 
・動作 
【プリント】 

・We have a (school.) 

・I enjoyed (fishing.) 
 

(社) 
【フラッシュ】 
・歴史（戦争～戦後） 
・日本国憲法 
【歴史カルタ】 
(理) 
【フラッシュ】 
・道具 
・実験用語 
・体のつくり 
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５ 割合に関するフラッシュ教材例 

① 基準量を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 割合を求める 
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③ 比較量を求める 
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Ⅳ 研究の結果と考察（中間） 

※新型コロナウイルス感染症の影響により未実施のため，昨年度までの結果を掲載しています。 

１ 全国学力・学習状況調査(平均正答率) ―第６学年― 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 29 年度 30 年度 31 年度   29 年度 30 年度 31 年度 

全国 57.5 54.7 63.8 全国 45.9 51.5 66.6 

広島県 61.0 59.0 66.0 広島県 47.0 54.0 68.0 

土堂小 72.0 71.0 88.0 土堂小 59.0 74.0 84.0 

全国との差 ＋14.5 ＋16.3 ＋24.2 全国との差 ＋13.1 ＋22.5 ＋17.4 

全国学力・学習状況調査について 

 全国平均に比べると国語科で 24 ポイント以上，算数科で 17 ポイント以上上回ることができた。
「知識」「活用」ともにおおむね定着が図られていると捉える。本校の目標（県平均＋12）を達成
することができた。 

教 科 課 題 今後の取組 

国語 
 

➀目的や意図に応じて，自分の考えの
理由を明確にし，まとめて書くこと。 

 

・条件をつけたり，説明文での大切な言葉を使った
りして書く練習をする。 

・テストなど記述問題で文末表現を意識させる。 

②図表やグラフなどを用いた目的を捉
えること。何のための図・グラフな
のか読み取ること。 

・国語や，総合的な学習の時間など，資料を使う時，
意味を考えながらまとめる活動を仕組む。 

③文の中で漢字を正しく使うこと。 ・単語のみではなく，文章の中で漢字が正しく使え
るように練習する。習った漢字は使うようにする。 

算数 

➀示された減法の計算の仕方について
まとめたことを基に，除法の計算の
仕方についてまとめるとどのように
なるのかを書くこと。 

・算数の言葉を用いて自分の考えをまとめたり説明
したりする活動を取り入れる。 

・学習の振り返り等で，友達の考え方を解釈したこ
とを，自分の言葉でまとめる。 

②単位量当たりの大きさを求める除法
の式と商の意味理解に課題がある。
→（人数）÷（面積）の商が，何を
求めているか理解する。 

・式の意味を理解させるために，図に表して式の意
味を説明させる。言葉の式に整理し，求めている
商について説明させる。 

③２つの棒グラフから資料の特徴や傾
向を読み取り，それらを関連付けて，
一人当たりの水の使用量の増減を判
断し，判断の理由を言葉や数を用い
て記述する。 

・理由を説明する際に，具体的な数を使ったり，立
式を用いたりさせる。 

  

国語の平均正答率 (％) 算数の平均正答率 (％) 

40

50

60

70

80

90

29年度 30年度 31年度

全国

広島県

土堂小

40

50

60

70

80

90

29年度 30年度 31年度

全国

広島県

土堂小

※ 昨年度まで国語 A と国語 B，算数 A と算数 B に分かれていたため，

H2９年度と H30 年度の結果は B 問題の結果を載せています。 
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２ 質問紙調査 

（13）～（27）は，平成 28年度「基礎・基本」定着状況調査 児童質問紙調査票から「学びの変革」パ

イロット校事業の検証に用いる質問事項（13）～（27）を抜粋したものである。 

No 質問項目 
県
５
年 

本
校
６
年 

本
校
５
年 

本
校
４
年 

本
校
３
年 

本
校
平
均 

本
校
平
均
と 

県
と
の
差 

13 授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう」，「や
ってみたい」と思います。 80.7 88.1 82.9 79.6 90 85.1 ＋4.4 

14 授業では，解決しようとする課題について，「たぶんこうではな
いか」，「こうすればできるのではないか」と予想しています。 84.4 92.9 93.6 88.9 81.5 89.2 ＋4.8 

15 授業では，課題を解決するために，進んで，資料を集めたり取材
をしたりしています。 50.4 88.1 74.5 70.3 81.5 78.6 ＋28.2 

16 授業では，課題を解決するための情報を集める前に，どのような
方法だと必要な情報を集めることができるのかを考えています。 59.6 92.9 72.3 79.6 81.5 81.5 ＋21.9 

17 授業では，調べたことなどを，図，グラフ，表などにまとめてい
ます。 72.6 90.5 70.2 70.3 96.2 81.8 ＋9.2 

18 授業では，情報を，比べたり（比較），仲間分けしたり（分類），
関係を見つけたり（関係付け）して，何が分かるのかを考えてい
ます。 

73.6 88.1 76.6 70.3 79.9 78.7 ＋5.1 

19 授業では，自分の考えを積極的に伝えています。 

64.4 83.3 70.2 70.3 75.9 74.9 ＋10.5 

20 授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝えるように発表を工夫しています。 66.6 83.3 76.6 72.2 70.3 75.6 ＋9 

21 授業では，考えたり提案したりしたことについて，実際に取り組
んでいます。 70.8 90.5 80.9 74.1 70.3 78.9 ＋8.1 

22 学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか」，「学習
の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を考えて
います。 

70 83.3 85.1 83.3 74.1 81.4 ＋11.4 

23 学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」，「も
っと調べてみたいこと」，「もっと工夫してみたいこと」などを考
えています。 

74.3 78.6 80.9 81.5 83.3 81 ＋6.7 

24 ふだんの生活や学習の中で，これまでに学習した内容や学習の進
め方を使っています。 81 92.9 76.6 79.6 83.3 83.1 ＋2.1 

25 授業では，友達と話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広
げたりしています。 79.4 92.9 80.9 72.2 87 83.2 ＋3.8 

26 授業では，実際にものを使ってやってみたり，地域や自然の中で
学習したりするなどの体験活動をしています。 70.3 90.5 70.2 72.2 88.9 80.4 ＋10.1 

27 「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整
理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいま
す。 

69 83.3 63.8 75.9 75.9 74.7 ＋5.7 

 
平   均 71.1 87.9 77 76 81.3 80.5 ＋9.4 
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Ⅴ 研究のまとめ（中間） 

１ 成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題と今後に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果① 児童の資質・能力を高める課題発見・解決学習のための授業づくり 

 今年度も，昨年度の反省を踏まえ，実践した開発単元の見直しを図り，これまで開発した

単元を改善する形で授業実践を行った。総合的な学習の時間のみならず，教科においても育

成したい資質・能力や課題発見・解決学習の探究のプロセスを明確にした単元開発を行い，

導入の工夫や他教科との関連を図るなどして，児童の学習意欲を高めながら，授業を行うこ

とができた。質問紙調査の結果からみても高い成果を挙げていると考える。 

成果② 児童の資質・能力育成のための系統表をもとにした授業づくり 

本校で設定した資質・能力のうち，とりわけ「思考力・表現力」の系統表において，より

具体的な実践を積み重ねている。国語科では，「問いの系統表」，算数科では，「割合の系統

表」と「分数の系統図」を活用した授業作りに取り組み，昨年度の反省を踏まえて授業改善

できた場面もあった。系統表のゴールイメージに向けて，段階的に力を積み重ねることがで

き，児童が考えたり，自分の考えを友達に説明したりするという力につながっていると考え

る。また，１時間の授業や単元における児童の目指す姿を具体的にイメージすることにつな

げることができた。 

成果③ 児童の確かな学力の定着につながった学習習慣の確立 

学ぶ習慣づくりのために，モジュール授業，家庭学習，その他様々な取組を行った。モジ

ュール授業の取組においては，今年度で１８年目を迎えた。音読や聞き取り，ます計算など，

学習の基礎・基本の定着を図り，インプットしたことをアウトプットする習慣を身に付けさ

せるために，全学年，全職員で継続して取り組んできたことが，児童の確実な力へとつなが

っている。今年度も，算数科「割合」の単元のモジュール教材を３年生以上の学年で実施と

活用することができた。また，モジュール授業に関わる研修や開発，実施等の工夫が充実し

たことも成果の大きな要因である。 

課題と今後に向けて① 児童の資質・能力の育成 

 単元開発や改善を図ってきたが，今後の課題となったのは，質問紙調査の結果から「自分

の考えを積極的に伝える」と「調べたことを発表する学習活動」に関する質問項目に課題が

見られた。各教科を通して，友達と話したくなるような授業作りに取り組み，昨今の社会情

勢を踏まえながら，可能な限り調べたことを発信する場を設定したい。また，児童の深い学

びのために教材研究や理論研修を行ってきたが，児童の実態，そして目指す児童の姿を明確

にして取り組んでいきたい。 

課題と今後に向けて② 資質・能力の系統表と検証 

国語科においては，“問い”をもとに，叙述や言葉にこだわって読むことができる児童や

出た意見の共通点や相違点から考えを深めることができる児童の育成を目指していきたい。

算数科においては，図が児童にとって説明のための道具として機能することを目指していき

たい  
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Ⅵ 日程 
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Ⅵ 日  程 
 
13:00 13:20  13:35  13:45      14:30  14:45       15:30   15:40        16:35  16:40 

 

公開授業Ⅰ（モジュール授業）（１３：２０～１３：３５） 
 

 

内       容 公開学年 授業者 会 場 

モジュール授業 

 

・音読，暗唱，漢字，聞き取り 

・ます計算，フラッシュ 

・歴史，外国語活動  など 

１年１組 綿貫 岳人  1 年 1 組  
教室  

２年１組 赤羽 夏美  2 年 1 組  
教室  

２年２組 豊岡 宏望  2 年 2 組  
教室  

３年１組 重光 泰徳  3 年 1 組  
教室  

３年２組 萬代 早紀  3 年 2 組  
教室  

４年１組 池田 翔太  4 年 1 組  
教室  

４年２組 灰垣亜希子  4 年 2 組  
教室  

５年１組 亀本 拓朗  5 年 1 組  
教室  

５年２組 谷川 友弥  5 年 2 組  
教室  

特別支援学級（自閉症・情緒） 黒飛 美稲  さくら  
学級教室  

特別支援学級（難聴） 田邊日向子  すみれ  
学級教室  

受 
 

付 

モ
ジ
ュ
ー
ル
授
業 

公
開
授
業Ⅰ

 

移
動
・
休
憩 

特
別
支
援
教
育 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

算
数
科 

国
語
科 

 

公
開
授
業Ⅱ

 

移
動
・
休
憩 

算
数
科 

公
開
授
業Ⅲ

 

移
動
・
休
憩 

講 
 

演 

閉
会
行
事 
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公開授業Ⅱ（国語科・算数科・総合的な学習の時間・特別支援教育） （１３：４５～１４：３０） 

 
 
 

公開授業Ⅲ（ 算 数 科 ）       （１４：４５～１５：３０） 

公開学年 教科領域名 単 元 ・ 題 材 名 授業者 会 場 

６ 年 １ 組 算数科 比 菅方 賢司 体育館 

 

 

 

公開学年 教科領域名 単 元 ・ 題 材 名 授業者 会 場 

１ 年 １ 組 国語科 おとうとねずみ チロ 綿貫 岳人 
1 年 1 組 
教室 

２ 年 １ 組 国語科 お手紙 赤羽 夏美 
2 年 1 組 
教室 

２ 年 ２ 組 算数科 かけ算（２） 豊岡 宏望 
2 年 2 組 
教室 

３ 年 １ 組 算数科 分数 重光 泰徳 
3 年 1 組 
教室 

３ 年 ２ 組 国語科 モチモチの木 萬代 早紀 
3 年 2 組 
教室 

４ 年 １ 組 
総合的な 

学習の時間 小路のまち尾道 池田 翔太 
4 年 1 組 
教室 

４ 年 ２ 組 国語科 ごんぎつね 灰垣 亜希子 
4 年 2 組 
教室 

５ 年 １ 組 国語科 注文の多い料理店 亀本 拓朗 
5 年 1 組 
教室 

５ 年 ２ 組 算数科 割合 谷川 友弥 
5 年 2 組 
教室 

特別支援学級 
（ 自 閉 症 ・ 情 緒 ） 

自立活動 「これな～んだ！」 黒飛 美稲 
さくら 

学級教室 

特 別 支 援 学 級 
（ 難  聴 ） 

自立活動 どうすれば伝わるかな 田邊 日向子 
すみれ 

学級教室 
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※ 公開授業Ⅰ・Ⅱとも

各教室で行います。 

四
の

一
 

五の二
 

五の一
 

さ
く

ら
 

 

四の二
 

 

す
み

れ
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講演              （１５：４０～１６：３５）

「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と学習評価」 

文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部 

教育課程調査官 笠井 健一 先生 
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閉会行事            （１６：３５～１６：４０） 

閉会挨拶      尾道市立土堂小学校 校長 宮本 佳宏 
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Ⅷ 公開授業Ⅰ 
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学年 内容（教科） 指導者 教室 
１年１組 音読，視写，聞き取り（国語科） 綿貫 岳人 １年１組 
 
 
 
 
１ 音読     
・お口の体操  ・五十音 
・早口言葉   ・放浪記 

 
２ フラッシュ 
・カタカナ   ・日付と数え方   ・五十音 

 
３ 聞き取り   ・説明的文章 
 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
２年１組 音読，視写，聞き取り（国語科） 赤羽 夏美 ２年１組 
 
 
 
 
１ 音読    ・五十音 

・早口言葉 
        ・わたしまん 
        ・ことばのけいこ 
 
２ 視写    ・五十音 
 
３ 聞き取り  ・説明的文章 

 
学年 内容（教科） 指導者 教室 

２年２組 計算プリント，フラッシュ（算数科） 豊岡 宏望 ２年２組 
 
 
 
 
１ 計算プリント ・かけ算 
 
２ フラッシュ  ・かけ算 

学年 内容（教科） 指導者 教室 

◯拍を取り，テンポよく進められるようにする。 
○タイミングよく児童を評価し，児童の意欲を高めるよ
うにする。 

◯形態を工夫し，集中して音読やフラッシュに取り組ま
せる。 

◯大事なことは何かを確かめ，聞き取りの力を高める。 

留意点 

【ねらい】 
  正しい姿勢・口形で音読したり，大事なことを意識して聞き取ったりする態度を育てる。 
【児童の実態】 
元気よく音読することはできるが，大事なことを落とさず聞くことが難しい児童がいる。 

 

国語科 

 
◯カスタネットで拍を取り，テンポを保って進められる
ようにする。 

◯制限時間を設けることで，集中して書くことができる
ようにする。 

○大事なことは何かを確かめ，聞き取りの力を高める。 

留意点 

【ねらい】 
  正しい姿勢・口形で音読したり，キーワードを意識して聞き取ったりする態度を育てる。 
【児童の実態】 
テンポよく楽しんで音読することはできるが，正しい姿勢や集中は持続しにくい。 

 

国語科 

◯制限時間を設けることで，集中して計算することがで
きるようにする。 

○正解数やタイムを記録していくことで，自分の伸びを
実感したり目標をもったりできるようにする。 

○全体で行った後に個で取り組ませることで，支援の必
要な児童に考え方をつかませた上で，習熟度を確かめ
る。 

留意点 

【ねらい】 
  集中して，速く，正確に計算する力を育てる。 
【児童の実態】 
計算を正確に解ける児童は多いが，制限時間内に解ききることができない児童もいる。 

 

国語科 
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３年１組 プリント，フラッシュ（社会科） 重光 泰徳 ３年１組 
 
 
 
 
１ 四方位・八方位・地図記号プリント 
 
２ フラッシュ 
 ・四方位・八方位 
 ・地図記号 
 

 
学年 内容（教科） 指導者 教室 

３年２組 Jingle，Flash，Writing（外国語） 萬代 早紀 ３年２組 
 
 
 
 
１ Jingle  ・Foods 
 
２ Flash   ・How are you? 

・How many? 
・What color do you like? 

 
３ Writing  ・Alphabet 

 
学年 内容（教科） 指導者 教室 

４年１組 音読，視写，聞き取り（国語科） 池田 翔太 ４年１組 
 
 
 
 
１ 音読    ・五十音 

・落葉松 
２ フラッシュ ・ローマ字 
 
３ 視写    ・学問のすヽめ 
 
４ 聞き取り  ・説明的文章 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
４年２組 フラッシュ，計算プリント（算数科） 灰垣 亜希子 ４年２組 

 
○前回のタイムをふり返らせることで，意欲的に取り組
ませる。 

○テンポよくフラッシュを提示し，集中して取り組ませ
る。 

 

留意点 

【ねらい】 
目標をもって学習に取り組み,地図記号や八方位への理解を深めようとする態度を育てる。 

【児童の実態】 
地図記号は定着してきているが，八方位を答えるのに時間を要する児童がいる。 

 

社会科 

 
○発音の難しい単語は繰り返し言わせる。 
◯テンポよくフラッシュを提示する。 
◯制限時間を設けることで，集中して書くことができるよ

うにする。 

留意点 

【ねらい】 
英語の音声に親しむとともに，英語の歌やゲームなどの活動を楽しもうとする。 
【児童の実態】 
大きな声で発音したり歌ったりする姿が見られ，意欲的である。 
 

国語科 

◯カスタネットで拍を取り，テンポを保って進められる
ようにする。 

◯姿勢を保ってテンポ良く進められるようにする。 
◯制限時間を設けることで，集中して書くことができる
ようにする。 

○大事なことは何かを確かめ，聞き取りの力を高める。 

留意点 

【ねらい】 
  正しい姿勢・口形で音読したり，キーワードを意識して聞き取ったりする態度を育てる。 
【児童の実態】 
テンポよく楽しんで活動する児童が多いが，正しい姿勢や集中が持続しにくい児童もいる。 

 

国語科 
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１ フラッシュ  ・四捨五入 
         ・長さ・かさ 
         ・分数 
 
２ プリント   ・１００問わり算 
 

 
学年 内容（教科） 指導者 教室 

５年１組 音読，フラッシュ（国語科） 亀本 拓朗 ５年１組 
 
 
 
 
１ 音読    伊勢物語・方丈記 

        学問のすすめ 

        平家物語 

２ フラッシュ 

 ・漢字の由来 

 ・故事成語 

 
 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
５年２組 100 問割り算，割合，単位換算フラッシュ（算数科） 谷川 友弥 ５年２組 
 
 
 
 
１ 100問割り算 

 

２ フラッシュ 

 ・割合につながるフラッシュ 

 ・通分 

 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
１年（さくら） 音読，カード，フラッシュ，聞き取り（国語科） 黒飛 美稲 さくら 

◯フラッシュは，テンポよく提示し，しっかり声を出さ
せる。 

○前回のタイムをふり返らせることで，意欲的に取り組
ませる。 

◯最後まで集中して計算できるよう，時間を区切って取
り組ませる。 

留意点 

【ねらい】 
集中して計算しようとする態度を育てるとともに，数・測定の知識を定着させる。 

【児童の実態】 
集中して取り組むことや割り算を計算する速さに個人差がある。 

 

算数科 

○無駄な指導言を省き，テンポ良く進める。 
○活動の流れが途切れないように評価する。 
○１人で答えることと全員で答えることを組み合わせ，集
中力が持続するようにする。 

留意点 

【ねらい】 
 正しい姿勢・口形で音読したり，故事成語の意味について理解したりすることができる。 
【児童の実態】 

  テンポよく音読することはできるが，はっきりとした発音をすることが難しい。 
 

国語科 

 
○１列ずつに時間を区切って取り組ませる。 
○早く終わった児童には，プリントの裏の問題に取り組ま
せる。 

○基準量・比較量・割合の関係を捉えることにフラッシュ
で慣れさせる。 

留意点 

【ねらい】 
 集中して計算する態度や割合に関する数量, 量と測定の見方・考え方を育てる。 
【児童の実態】 

  あまりのある除法の計算に時間がかかる児童がいる。 
 

国語科 
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１ 音読   ・お口の体操・五十音 

・早口言葉 
２ カード  ・カタカナ 
       ・日付と数え方 
３ フラッシュ・反対言葉 
４ 聞き取り ・説明的文章 
５ プリント ・カタカナ 

 

 
学年 内容（教科） 指導者 教室 

４年（すみれ） 音読，カード，フラッシュ，聞き取り（国語科） 田邊 日向子 すみれ 
 
 
 
 
１ 音読   ・お口の体操・五十音 

・早口言葉・平家物語 
２ カード  ・漢字の読み書き 
       ・ことわざ 
３ フラッシュ・慣用句 
４ 聞き取り ・説明的文章 
５ プリント ・ローマ字 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
６年（さくら） 音読，フラッシュ，カード，聞き取り（国語科） 黒飛 美稲 さくら 
 
 
 
 
１ 音読   ・お口の体操・五十音 

・早口言葉・春暁 
       ・平家物語 
２ フラッシュ・慣用句 
 
３ カード  ・漢字の読み書き 
 
４ 聞き取り ・説明的文章 

学年 内容（教科） 指導者 教室 
６年（すみれ） 音読，フラッシュ，カード，聞き取り（国語科） 田邊 日向子 すみれ 

 
◯拍を取り，リズム良く読ませる。 
 
◯口をしっかり開け，はっきり発音さえる。 
 
○大事なことは何かを確かめ，聞き取らせる。 

留意点 

【ねらい】 
  リズムよく，積極的に音読したり，大事なことを落とさずに聞き取ったりする。 
【児童の実態】 
ひらがなを読むことはできるものの発声が小さい。 

 

国語科 

 
◯カスタネットで拍を取り，リズム良く読ませる。 
 
◯口をしっかり開け，はっきり発音させる。 
 
○大事なことは何かを意識して，聞き取らせる。 

留意点 

（ねらい） 
  正しい姿勢・口形でテンポよく音読したり，聞き取った内容から自分の考えを書いたりする。 
【児童の実態】 
 テンポよく音読できているが，正しい姿勢・口形は持続しにくい。 

国語科 

 
◯拍を取り，テンポを保って進められるようにする。 
◯タイミング良く児童を評価し，児童の意欲を高めるよ
うにする。 

○読み聞かせる前に，注意して聞くことを伝え，見通し
をもたせる。 

留意点 

【ねらい】 
  リズム良く，積極的に音読したり，大事なことを落とさずに聞いたりする。 
【児童の実態】 
音読はリズムに乗って行うことはできるが，話の要点をまとめながら聞くことは苦手である。 

国語科 
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１ 音読   ・お口の体操・五十音 

・早口言葉・平家物語 
       ・春暁 
２ フラッシュ・リズム漢字 
 
３ カード  ・漢字の読み書き 
       ・ローマ字の読み書き 
４ 聞き取り ・説明的文章 

 
◯カスタネットで拍を取り，テンポを保てるようにする。 
○タイミングよく評価することで，持続する意欲を高め
る。 

○聞き取りで２回目を聞く前に，何を意識して聞き取れ
ばよいのか確認してから読み聞かせる。 

留意点 

【ねらい】 
  正しい姿勢・口形でテンポよく音読したり，必要な情報を意識して聞き取ったりする。 
【児童の実態】 
 楽しんで取り組めているが，正しい姿勢・口形でテンポよく音読することに課題がある。 
 

国語科 
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Ⅸ 公開授業Ⅱ 
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 学級の実態 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個へのアプローチ 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第１学年及び第２学年の「Ｃ 読むこと」の内容に基づき設定した。学

習指導要領には，以下のように示されている。 

 

 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

児童は，物語を読んで不思議だなと思ったこと
から学級で学習の問いを設定し，問いを解決して
いく学習を楽しいと感じている。そこで本単元に
おいても，子どもたちの初発の感想を生かし，「不
思議だな」「みんなで考えたいな」と感じた部分か
ら問いを設定し，それを解決しながら学習を進め
ていく。 
児童の問いを解決しながら読み取りを進めてい

く中で，人物の行動について本文に立ち返り，馴
染みの少ない語句は国語辞書を引いて調べるなど
重要な語句をしっかりと押さえるようにする。ま
た，問いに関しては，中心人物であるチロについ
て多く出されると予想される。チロが何をしてい
る場面なのかを読み取り，どのような気持ちにな
っているかを音読や動作化を通して考えさせた
い。そして，自分の考えをノートに書いた後，対
話を通して，感想を伝え合わせたい。 

学習アンケートより，国語が好きな理由につ
いて，「友達と話すのが楽しい」や「みんなの
考えを知ることができるから」と答えた児童が
多く見られた。また，友達の考えで参考になっ
た意見をノートに書き足す様子も見られる。し
かし，話し合いの様子を観察していると，自分
の考えを一方的に伝えるだけで，話し合いが終
わってしまっている場面が多く見られる。 

グループや全体で自分の思ったことを伝える
際，対話になるように，聞いた友達の考えに対し
て，「どうしてそう思ったの」などの質問や感想を
返す。そして，１往復半程度話をつなげていける
よう声かけをしていきたい。また，いろいろな感
じ方があることを知り，自分とは違った意見を取
り入れたり，自分の考えを広げたりする場を設定
し，友達の考えを聞くことの楽しさを感じさせた
い。 

 (１)  エ 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。 
オ 文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。 

 

国語 第１学年 尾道市立土堂小学校 指導者 綿貫 岳人 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
思考力・表現力 

本単元では，場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像し，自分の体験と結び付けて感想をも
つことを目標としている。 
本教材は，おばあちゃんからのチョッキを楽しみに待つチロの行動や気持ちを中心に描かれている。（１）

おばあちゃんから手紙が届く場面（２）チロがおばあちゃんに呼び掛ける場面（３）おばあちゃんから小包が
届く場面（４）チロがおばあちゃんにお礼を言う場面の大きく４つに分けられ，場面ごとに話の大体が捉えや
すい構成になっている。また，兄弟の末っ子であるチロの幼く素直な様子は，１年生と通じる部分も多く自分
と重ねて共感したり，自分より少し年下のチロの行動を読み手として客観的に見て感想をもったりしやすい教

材である。

「チロの気持ちを考えて音読しよう」 
１年 「おとうとねずみ チロ」 

本学級で学習アンケートを実施したところ，
「国語の授業は好き」と答えた児童が９７％，
「物語を読むのが好き」と答えた児童が９３％
であった。「みんなで問いを考え，解決していく
学習は好きですか」については，８７％の児童
が肯定的に捉えている。理由としては，「みんな
で考えると面白い」や「自分の問いが解決でき
て嬉しい」といったものがあった。 
 児童は，説明文の学習で「問い」と「答え」
があることを学習した後，「大きなかぶ」の物語
文で初めて問いを作った。「どうして６人で引っ
張ると，かぶはぬけたのだろう。」という問いや
「ぬけたかぶをどうしたのか考えたい。」という
願いが出た。問いを書いて掲示し，それをみん
なで解決した。授業で考えたことを基に最終的

に音読劇にし，達成感を味わった。 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

３ 指導計画（全１２時間） 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

語のまとまりや，言葉の響
きなどに気を付けて音読し
ている。 
（〔知識及び技能〕（１）ク） 

「読むこと」において，叙述を基
に，登場人物について，何をしたの
か，どのような表情・口調・様子だ
ったのかを具体的に想像している。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cエ） 
「読むこと」において，自分の知

識や経験と結び付けながら，文章の
内容に対して思いをもっている。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cオ） 

人物の行動を具体的に想像

し，お話の内容や感想を伝え合

ったり演じたりしようとして

いる。 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 
          
 
 
 
 
 
 
 
一 

物語の登場人物や流れを確認する。 
初発の感想を書く。（１） 

 
物語の場面分けをする。（１） 
 

 
 
登場人物の行動で，不思議だったと

ころから問いを設定する。（１） 
                       

登場人物は誰かな。何をし
たかな。 
 
 
場所が変わったり，時間が

経ったりしたら，場面が変わ
るんだな。 
 
どうしてチロは山に向か

ってさけんだのだろう。みん
なで考えたいな。 

登場人物や場面の変化などから
内容の大体を捉えている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
 

 時や場所の変化を捉え，場面分
けをすることができる。 

【思・表・判】（ノート） 
 
物語を読んで，課題を発見して

いる。    
【態度】（ノート） 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二 
 

 児童の問いをもとに，音読や動作化

などを通して物語を読み取る。（８） 
（本時１１／１２） 
 
注）学習計画は児童と話し合って決め

るため，問１～３の順番は変更する場

合がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チロは，おばあちゃんから
チョッキをもらうのをとて
も楽しみにしていたんだね。 
 だけど，もらえるか不安だ
ったから大声でさけんだん
だね。 
チロの声はおばあちゃんに
届いたのかな。 
 場面ごとに問いを解決し
てみよう。 

叙述から場面の様子や人物の行
動を読み取っている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 

 
文章の内容と体験を結び付けて，

感想をもっている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
 
読み取ったことをもとに，音読

をしている。 
【知・技】（ノート・発言） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 話のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて，文章を音読することができる。       （知識及び技能） 
○ 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像することができる。 

文章の内容と体験を結び付けて，感想をもつことができる。         （思考力，判断力，表現力等）
○ 物語の大体を捉え，人物の行動を具体的に想像して，感想を伝え合ったり，音読や動作で表したりするこ 
とができる。                           （主体的に学習に取り組む態度） 

 

① なぜ，じっと耳をすませていたのだろう。 
【予想される児童の反応】 
・一つずつ言葉が響いて飛んでいくのを聞い
ているからじゃないかな。音読の時もゆっく
り読むといいね。 
・おばあちゃんの家まで声が届いたのかを確
かめているんだよ。 

 

② なぜ，もういちどゆっくり「あ，り，が，と，
う。」と言ったのだろう。 

【予想される児童の反応】 
・よく声が響いておばあちゃんのところに届いてい
るか聞いているのかな。 
・おばあちゃんに嬉しかった気持ちが伝わりやすい
ように，ゆっくり言ったんだよ。 

③ チロの声は，おばあちゃんのところに届いたのか。 
【予想される児童の反応】 

・チロの欲しかったしましまのチョッキが届いたから，声が届いていたのだと思う。 
・おばあちゃんの家は遠いから，届かないと思う。届いていなくても，おばあちゃんはチロのチョッ

キを編んでいたと思うよ。 
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４ 本時の展開（１１／１２） 

（1）本時の目標 

 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像する。 
（2）観点別評価規準 

 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像し，音読や動作に表している。【思・判・表】 

（3）学習の展開 

三 

学習のまとめとしての音読と，問い
の振り返りをする。（１） 

いろんな問いを考えたか
らチロのことを考えながら
音読ができた。 
 ○○くんが言った問いは，
自分もたくさん考えたし，み
んなの考えもたくさん聞け
て楽しかったな。今度は，自
分もみんなが考えるような
問いを作ってみたいな。 

これまでの学習を振り返り，今
後の学習に生かそうとしている   

【態度】（ノート，発言） 

学習活動 
指導上の留意点（○），  

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 本時のめあ
てを確認する。 

    （３分） 
 
 
２ お話を振り
返る。  

（５分） 
 
３ 自力解決を
する。 

    （７分） 
 
 
 
 
４ ペアで交流
する。  

（１０分） 
 
５ 全体で交流
する。 

（１５分） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 振り返りを
する。  

（５分） 

○ 全体に関わる問いを提示する。 
 
 
 
 
○ これまでの読みから，チロの行動や会話を整理する。 
 
 
 
〇 教科書に線を引きながら，自分の考えをノートにまとめる。 
◆ 自分で考えただけではわからないものや，相談したいことが
あれば，ペアの人に尋ねてもよいことにする。 

◆ 「届いた」「届かなかった」の二つの立場を提示することで，
考えをスムーズに書けるようにする。 

 
○ ペアの人と「どうしてこう考えたの？」というような問いか 
けを行い，対話につなげる。 

 
 
○ 自分の考えやペアの考えを発表する。聞き手は，話し手の発 
 表に意見や感想をもちながら聞き，発表をつなげられるように
する。 

◆ 机間指導をしながら，いろいろな意見をチェックしておき， 

手を挙げていない児童の意見も取り上げられるようにする。 

 

○ 「声は届いていた」という意見と「声は届いていない」とい 

う意見が出ると考えられるが，両者の意見を認めながら交流さ

せていく。 

○ 「チロがどう思っているか」と切り返すことで，届いたかど

う 

かではなく，チロの思いに意味があることに気付かせる。 

○ 読み取ったことをもとに，動作化を通して，音読させる。 

 

○ 本時の学習で問いを解決し，分かったことやさらに疑問に思

ったことを振り返る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
読みとったことをもと

に，登場人物の行動を具
体的に想像し，音読や動
作に表している。 
【思・判・表】（音読・ノ
ート） 

これまで解決した問い

を振り返ってみよう。 

ここは，考えが違うな。

どうしてそう思ったの？ 
 なるほど。 

チロは，字が書けない
から，高いところにある
木の上から叫ぶことを思
いついたんだね。やって
みると，声がひびいてと
んで行ったから１番大事
なことも叫んだんだね。 

 ほんとうに，チロのこえは，おばあちゃんのところまでと

どいたのだろうか。 いきなり考えるのは難し

いかもしれない。 

山の向こう側にある家
まで声が届くわけないよ。 

チロは，声は届いてい
たと思っているんだよ。
だから，チョッキが届い
た後，すぐに木の上から，
おばあちゃんにお礼を言
ったんだよ。 
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 学級の実態 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
個へのアプローチ 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第１学年及び第２学年の「Ｃ 読むこと」の内容に基づき設定した。学

習指導要領には，以下のように示されている。 

 
    
（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                    （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

場面の移り変わりをとらえることは，場所や時
間の移り変わりをとらえたり，登場人物の変化を
とらえたりする力と大きな関わりがある。登場人
物の変化を捉えることができる児童が多いが，時
の移り変わりは，人物の行動を丁寧に追わせる必
要がある。本教材では，動作化をしながら音読す
ることで，登場人物の行動や場面の様子をとらえ
ることにつながると考える。 
また，感想を書くために，「私もこんな気持ち

になったことがある」「僕ならこう思う」という
視点を入れることで，正解を求めるのではなく，
それぞれの考えを発言することができると考え
る。 
1 学期の「風のゆうびんやさん」「名前を見て

ちょうだい」では，一つを解決することで他の問
いも解けたと感じている児童もいた。問いを通し
て，物語全体の見方が広がることにも気付かせた
い。 

（１） エ 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。 
オ 文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。 

 

 １学期の「名前を見てちょうだい」の学習で，
「きつねと牛は何がいそがしかったのか」という
問いについて考えた際，ほとんどの児童は「本当
は忙しくなかったけど，大男に食べられそうで怖
かったから帰った」と自分なりのまとめを書いた
が，一部の児童は「引っ越しの準備をしているか
ら」など，最初に自分が書いた意見を変えること
なく授業を終えてしまった。友達の意見の理由を
聞いたり，「あとずさる」などの言葉をとらえたり
する力をつける必要がある。 

国語 第２学年 尾道市立土堂小学校 指導者 赤羽 夏美 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性・積極性    思考力・表現力 

本単元では，物語の大体を捉え，人物の行動を具体的に想像して，物語を読んだ感想と自分の体験とを結び

付けて伝え合うことを目標としている。 
1学期の「名前を見てちょうだい」では，場所や登場人物の変化によって場面が変わることを学習し，場面

ごとに様子を読み取ったり音読や動作で表したりすることができた。本教材では，時による場面の変化を捉え

て人物の行動を読み取るとともに，感想を伝え合うことを新たに学習する。お手紙をもらったことがなく，ず

っとお手紙を待つがまくんを励ますために，友達のかえるくんががまくんにお手紙を書くこの物語は，児童に

とってどちらの気持ちも想像しやすい設定になっている。場面ごとに人物の行動や場面の様子を読み取るだけ

でなく，最初のお手紙を待つ場面と，最後のお手紙を待つ場面を比べると，「待つ」ことへの二人の気持ちが

大きく変わっており，場面のつながりについても学習できる教材であると言える。

わたしだったらどう思うかな？かんそうを伝え合おう 

２年 「お手紙」 

1学期は，物語を音読や音読げきに表すことで
「しぶしぶ」や「したなめずり」などの言葉の意
味を児童が自然と辞書で調べて表現をしていた。
動作化と語彙の広がりには大きな繋がりがある
と考えられる。「お手紙」では，引き続き音読や
動作化をすることで語彙を広げるだけでなく，
「友だちの意見で，なるほどと思ったことを教え
て」と問いかけることで，自分以外の意見を取り

入れることを評価する場も設ける。 

 本学級の児童２３名は，「国語の授業は好きで
すか」という質問には１００％，「物語を読むこ
とは好きですか。」にも９５％の児童が肯定的な
回答をしており，授業に対する意欲は高い。 
 レディネステストによる場面を分ける問題の
正答率は４３％であり，場所や人物の変化による
場面分けはできる児童が増えてきたが，時の移り
変わりで，場面を分けることにはまだ慣れていな
い。 
また，「問いを考えることは好きですか」には， 

９１％が肯定的な回答をしている。その理由とし
て，「みんなで問いを解けると楽しいから」「いろ
んな答えが出てきておもしろいから」などが挙げ
られた。国語の授業や問いに対して，前向きに取
り組むことができている。しかし，理由や意味を
考える発問の時に発言する児童は，固定化してい
る。 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 
 
 
 
 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 
評 

価 

規 

準 

身近なことを表す語句の
量を増やし，話や文章の中で
使うとともに，言葉には意味
による語句のまとまりがあ
ることに気付き，語彙を豊か
にしている。（〔知識及び技
能〕（１）オ）  

「読むこと」において，場面の様子や
登場人物の行動や会話などを手掛かりに
しながら，だれが，どうして，どうなっ
たなどを読み取り表現している。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cエ） 
「読むこと」において，自分の体験な

どを結び付けて感想をもっている。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cエ） 

積極的に，場面の様子や登場

人物の行動など，読み取った内

容について，自分の体験と結び

付けたり共感したりしながら

感想を書こうとしている。 

 

３ 指導計画（全９時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物語の登場人物や流れをとらえる。
（１）  

 
 

 
物語の場面分けする。（１） 
 
 
問いを書く。（１） 

最初と最後の挿絵が似て
いるな。 
がまくんに手紙が来てよ

かったな。 
 
 時や場所がかわると場面
がかわるんだね。 
 
 何でがまくんはお手紙を
もらったことがないのかな。 

場面の変化などから内容の大体
を捉えている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
 

 時や場所の変化などから場面の
移り変わりを捉えている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
物語を読んで，課題を発見してい

る。           
【態度】（ノート） 

二 

児童の問いをもとに，音読や動作化
などを通して物語を読み取り，感想を
もつ。（５）（本時７／９） 
 
注）学習計画は児童と話し合って決め
るため，問１～３の順番は変更する場
合がある。 

 どうしてかえるくんがか
たつむりくんに手紙をもっ
ていってとたのんだのか，み
んなで考えたいな。 
場面ごとに問いを解決し

てみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

叙述から場面の様子や人物の行
動を読み取っている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
 
読み取ったことをもとに，自分の

体験と文章の言葉をつなぎ合わせ，
感想をもっている。 

【知・技】（ノート・発言） 

○ 身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味による語句のまとまりが
あることに気付き，語彙を豊かにしている。                   （知識及び技能） 

○ 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像することができる。 
文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつこと。      （思考力，判断力，表現力等） 

○ 場面の様子や登場人物の行動など，読み取った内容について、感想を書くことができる。 
                                  （主体的に学習に取り組む態度） 
 

③ どうしてかえるくんはがまくんにお手紙を書いたことを話したのか。 
【予想される児童の反応】 

・かなしそうながまくんを見て，かえるくんは元気づけようと思ったんじゃないかな。 

・ぼくだったら何も知らずにお手紙が来たほうがうれしいな。 
・お手紙が来ると知っていたからがまくんもかえるくんも幸せな気持ちでいられたと思うな。 

② どうしてかえるくんはかたつむりくんに手紙を
たのんだのか。 

【予想される児童の反応】 
・ほかに頼める人がいなかったから。 

・もっと早く走れる人にたのんだほうがよかった。 

・ゆっくり待つほうが幸せだから。 

① 何でがまくんはお手紙をもらったこと
がないのか。 

【予想される児童の反応】 

・友達がいないから。 

・お手紙をもらう用事がないから。 
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三 

学習のまとめとしての感想を書き，
問いの振り返りをする。（１） 

いろんな問いを考えたか
ら人物の気持ちを考えるこ
とができた。 
 解決できない問いもある
けど，みんなで考えたらいろ
んな答えが見つかることが
分かったよ。 

単元全体を通して，学習を振り返
っている。 

【態度】（ノート） 
 

 

４ 本時の展開（７／９） 

（1）本時の目標 

 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像し，感想をもつ。 
（2）観点別評価規準 

 場面の様子に着目して，がまくんやかえるくんの行動を具体的に想像し，感想をもっている。【思・判・表】 

（3）学習の展開 

 

学習活動 
指導上の留意点（○），  

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 本時のめあ
てを確認する。 

    （５分） 
 
 
 
 
 
２ 自分の考え
をもつ。 

    （８分） 
 
 
 
 
 
 
３ 友達と対話
をする。 

（１０分） 
 
４ 全体対話を
する。 

（１５分） 
 
 
 
 
５ 読みとった
ことをもとに
音読をする。 

（２分） 
 
６ 振り返りを
する。 

（５分） 

○ 前時で考えた問いをふりかえりながら，考えたい問いを選ぶ。 
 
 
 
〇 問いの問題点は何かを考え，めあてを確認する。 
 
 
 
○ 今までの学習をふり返り，音読をしながらがまくんやかえる
くんの様子を確かめる。 

○ 教科書に線を引きながら，自分の考えをノートにまとめる。 
◆ 「早いほうが良い」「遅くても良い」という二つの立場を選ぶ
ことで考えを書きやすくする。 

◆ 考えるのが難しい時には，「ぼくだったら」「わたしだったら」
を使うよう，アドバイスをする。 

 
 
○ 自由に友達と考えを交流する。 
◆ 自分の考えを書けない児童は，友達からヒントをもらう。 
 
 
〇 自分の考えを発表させ，児童の発言に質問がある場合は質問
させる。 

○ がまくんにとっての幸せは「お手紙が届くこと」であること
に気付かせる。その上で，遅く届いた意味を考えさせる。 

◆ 友達にヒントをもらった児童にも発言させる。 
 
 
〇 読み取ったことをもとに，動作化なども交えながら音読をす
る。 

 
 
 
○ 次のことを振り返りで書かせる。 
・ 今日の授業で分かったこと，分からなかったこと 
・ 今日の授業で気付いたがまくんやかえるくんの気持ち 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読みとったことを基

に，登場人物の行動を具
体的に想像し，がまくん
やかえるくんに対しての
感想をもっている。 
【思・判・表】（音読・

ノート） 

そうすればもっと早
くお手紙がとどいたと
思うよ。 

 

お手紙はもっと早く届いたほうがよかったのかな。 

がまくんはずっと待
っていたから，早く届け
てほしかったと思うよ。 

二人で待っている時
間が一番幸せな時間だ
ったのかな。 

もっと早い動物にた

のんだほうがよかった

んじゃないかな。 

がまくんはお手紙が
来ることを知っていた
から，時間がかかっても
幸せだったと思うな。 

 早くても遅くてもが
まくんはお手紙をもら
えるから幸せだったん
じゃないかな。 

がまくんはどちらで
も幸せだったと思うけ
ど，玄関にうれしそう
に座っていたから待っ
ているのも良かったと
思います。 

どうしてかえるくんは，かたつむりくんに手紙をたのん

だのか。 
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 学級の実態 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
個へのアプローチ 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第３学年及び第４学年の「Ｃ 読むこと」の内容に基づき設定した。学習指導要領

には，以下のように示されている。 

 
    
（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                       （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

登場人物の気持ちの変容を捉えるために，人物の
行動の変化の理由に着目させたい。二者択一でその
理由を考えさせることで，自分の考えの理由に重点
をおいて考えさせたい。同じ考えの人や違う考えの
人との考えを交流する時間を確保し，同じ考えでも
理由の違いや，違う考えの見方の違いにたくさん触
れさせていくことで人物の気持ちの変容を様々な視
点から見ていくことができるようにする。 
言葉を流して読んでいることに対して，根拠とな

る叙述に線を引いたり，言葉の意味を問い返したり
し，言葉の意味から想像して読み取っていくように
する。 
また，単元の最後に，好きな中心人物が出てくる

本を友達に紹介する単元活動を設定し，学習の目的
をもたせる。本単元で学習する登場人物の性格を考
えるという読み方を自分の読書につなげることで，
物語をおもしろく読むための見方を広げていきた
い  

（１） イ 登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。 
   エ 登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること。 

 

１学期の「はりねずみと金貨」の学習では，どうして
みんなははりねずみにやさしくしたの」「どうしてはり
ねずみは最後に金貨を置いたの」を問いに設定し，叙述
から登場人物の気持ちを考えた。 
しかし，問いを解決する中でみんながはりねずみに優

しくした理由は「お年寄りだから」など，一般的な答え
を見つけることで終わってしまい，考えを深めることが
できなかった。児童だけの思考で考えを深めることはま
だ難しいと考えられる。 
 

国語 第３学年 尾道市立土堂小学校 指導者 萬代 早紀 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性・積極性    思考力・表現力 

本単元では，文章を読んで中心人物の性格を想像し，感じたことや考えたことを共有することを目標としている。 
本教材では，中心人物である豆太の成長が描かれている。一人で夜，外に出ることもできなかった豆太が，じさまを

大切に思う気持ちから勇気を出す行動を通して，人物像について考えることができる。また，最初と最後の豆太の行動

が類似しており，山場となる場面とその以前や以後の移り変わりを捉えるのにも適した教材であると言える。９月に学

習した物語「サーカスのライオン」では，物語全体を通して，気持ちやその変化が詳しく書かれている中心人物を見つ

け，その人物がどのような人物かを想像する学習を行っている。場面の移り変わりと結び付け，人物の性格を想像する

ことで人物への理解をさらに深めることができる教材である。 

本を読んでかしこくなろう③ 

好きな中心人物が出てくる本を友達に紹介しよう 

３年 「モチモチの木」 

問いを考える時，一般的な答えを見つけることで終
わってしまっている児童は，物語全体の叙述をつなげ
ることなく，自分の考えだけで「解決できた」と思っ
ていると考えられる。このことから友達と考えを交流
したあとに，もう一度自分の考えを再考する時間を確
保する。そのとき，思考を整理しやすくするためにも
友達の考えは赤色で書くなどしておく。また，児童の
考えが一つに偏りそうな時は，あえて大きく逆の立場
に立つなど，切り替えしの発問をすることで，そこま
での展開をもう一度振り返らせ，再考する活動を設定
したい。 

 本学級の児童２８名は，アンケートによると，「国語の
授業は好きですか」には８９％，「問いを解決していくこ
とはおもしろいですか」には８９％の児童が肯定的な回答
をしており，授業に対する意欲は高い。問いの授業をおも
しろいと感じている理由としては，「どんなお話か分かる
ようになるから」や「みんなで解決していくことが楽しい
から」などが挙げられた。 
 レディネステストによる登場人物の気持ちの変容に気
付くことができた児童は９３％，気持ちが変化した理由
を，叙述を基に述べることができた児童は５４％であっ
た。その中でも前と後の登場人物の行動を見比べてそこか
ら気持ちの変化の理由を述べた児童は１４％であった。
「悲しい」気持ちが「嬉しい」気持ちになったのは分かる
が，叙述に基づくことができない理由として，言葉を流し
て読んでいることが考えられる。 
また，朝読書では集中して本を読んでいる。しかし，「物

語や小説を読むことは好きですか」に肯定的に答えた児童
は７５％に留まっている。否定的な意見として，「字が多
い。」「漢字が多く読みづらい。」などが挙げられた。 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 
 
 
 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

様子や行動，気持ちや性格
を表す語句の量を増やし，話
や文章の中で使っている。
（〔知識及び技能〕（１）オ）  

「読むこと」において，登場人物の行
動や気持ちなどについて，叙述を基に捉
えている。（〔思考力・判断力・表現力〕C
イ） 
「読むこと」において，登場人物の気持
ちの変化や性格，情景について，場面の
移り変わりと結び付けて具体的に想像し
ている。（〔思考力・判断力・表現力〕C
エ） 
 

学習の見通しを持って，文章

を読んで理解したことに基づ

いて感想を持ち，考えたことな

どを伝え合おうとしている。 

３ 指導計画（全１１時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中心人物を確認し，場面ごとの中心人
物の性格や主な出来事を確かめる。 
毎時間振り返りで感想や問いを書く。
（３） 
 
問いを書く。 

中心人物は豆太だね。 
豆太はおくびょうだな。 
場面は５つになるよ。 

 
  
なんでトイレに行くのにじさま
を起こすのかな。 
豆太は本当におくびょうなのか

な。 

文章を読んで理解したことに基
づいて，感想や考えをもっている。 
【思・判・表】（発言・ノート） 
 
物語を読んで，課題を発見して

いる。    【態度】（ノート） 
 

二 

 児童の問いをもとに，叙述を踏まえて，
中心人物の性格を想像する。（６） 

（本時９／１１） 
 
注）学習計画は児童と話し合って決める
ため，問１～３の順番は変更する場合が
ある。 

 豆太の性格に関係のある問いを
みんなで考えてみたいな。ほかの
人はどう考えているのだろう。 
 
 

叙述を基に，登場人物の行動や
気持ちを読み取っている。 

【思・判・表】（発言・ノート） 
叙述から様子や行動などを表す

語句を見付けている。 
      【態度】（ノート） 
 

三 

中心人物の性格について考えたことを
伝え合い，問いのふり返りをする。（１） 

自分が考えていたことと違うこ
とを考えている友達もいるんだ
な。 
豆太はやらないといけないとき

には勇気がもてる人物だとわかっ
たよ。 

単元全体を通して，学習を振り
返っている。 

【態度】（ノート） 
 

四 

好きな中心人物が出てくる本を友達に
紹介する。（１） 

 本文で読んだことを生かして，
自分の好きな中心人物の性格や好
きなところについてまとめてい
る。【思・判・表】（紹介カード・
行動観察） 

○ 様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うことができる。（知識及び技能） 
○ 登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えることができる。 

登場人物の気持ちの変化や性格について想像することができる。    （思考力，判断力，表現力等） 
〇 文章を読んで理解したことを基に感想を持ち，考えたことなどを伝え合うことができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 
 

③ 豆太は最後変わったのか。 

【予想される児童の反応】 

・一人でトイレに行けないから変わってないよ。 

・一人で医者を呼びに行けるほど勇気をもてたから変わったよ。 

② なぜ飛び出せたのか。 

【予想される児童の反応】 

・じさまが大好きだから。 

・じさまが死んでしまうかもしれないと不安になったか

らです。 

① 豆太はどこで一番大きく変わったのか。 

【予想される児童の反応】 

・一人で半道もあるふもとの村まで医者様を呼びに行ったとこ

ろだよ。 
・モチモチの木に灯がついているのを見たところです。 
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４ 本時の展開（９／１１） 

（1）本時の目標 

「豆太は変わったのか」を考えることを通して豆太の成長を読み取り，豆太がどんな人物かを考えることが    
できる。 

（2）観点別評価規準 

 登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像している。 
【思・判・表】（発言・ノート） 

（3）学習の展開 
 
 
 

学習活動 
指導上の留意点（○），  

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 本時のめあ
てを確認する。 

（５分） 
 
 
２ 自分の考え
をもつ。 

（１０分） 
 
 
３ 考えを交流
する。 

（１０分） 
 
 
 
 
４ 全体交流を
する。 

（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 振り返りを
する。 （５分） 

 

○  前時に設定した学習のゴールを想起し，本時のめあてを確
認する。 

 
 
 
◆ 「変わった」「変わっていない」の二者択一にし，その理由を
考えさせることで，自分の考えをもって，友達と話し合えるよ
うにする。 

〇 複数の叙述をもとに考えている児童を紹介し，価値づける。 
〇 教科書から根拠となる部分を見付け，叙述に線を引かせる。 
 
〇 自分の考えが，どちらかが分かるように黒板に名前磁石を貼
ることで可視化する。同じ考えや違う考えの友達と話し合いを
する時間を設定し，さまざまな考えに触れることができるよう
にする。 

〇 話合いでは，自分の考えを修正したり，書き加えて新しい考
えをもったりする時には，自分の席に戻ってノートを書くなど，
じっくり自分の考えがもてるようにする。 

 
〇 全体で話し合える時間を十分に確保し，自分の考えを言える
ようにする。また，質問がある場合は質問させる。 

〇 発言の際，「どこからそう思ったの？」「どうしてそう思った
の？」と問い返し，叙述に目を向けさせ，児童の考えを広げた
り深めたりする。 

〇 友達の考えを聞く活動を通して，もう一度自分の考えをもつ
時間を確保することで，児童が自分の考えを整理できるように
する。 

〇 「豆太は臆病だね。」「豆太は臆病ではないね。」などどちらか
の考えに偏った切り替えしをすることで，豆太は臆病なところ
もあるが，大好きなじさまのために臆病に立ち向かえる人物で
もあることに気付かせる。 

 
〇 振り返りシートを使うことで，振り返りの視点を明確にし，
めあてについて自分の考えが深まったことを実感できるように
したり，自分の学び方の成長を感じたりできるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登場人物の気持ちの変

化や性格，情景について，
場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像して
いる。【思・判・表】 

一人でトイレに行けな

いから変わってないよ。 
 

 

豆太は最後変わったのか。 
一人で医者を呼びに行

けるほど勇気をもてたか

ら変わったよ。 
 

モチモチの木に灯が
ともったものは勇気の
ある一人の子どもしか
見れないから，最初はモ
チモチの木に灯がとも
るのは見れないってあ
きらめてたけど，結局見
ることができたよね。 

一人でトイレには行け
ないけど，一人で夜道を医
者様よびに行けるほど勇
気があるよ。 
 

豆太は一人でトイレに
行けないからおくびょう
な性格って考えたよね。 

豆太は大好きなじさま
のためなら怖くても飛び
出すことができるんだね。 
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 学級の実態 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
個へのアプローチ 

９ 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第３学年及び第４学年の「Ｃ 読むこと」の内容に基づき設定した。学

習指導要領には，以下のように示されている。 

 

 
    
 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

（１）エ 登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像する
こと。 

   カ 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付く
こと。 

 

国語 第４学年 尾道市立土堂小学校 指導者 灰垣 亜希子 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性・積極性    思考力・表現力 

考えたことを伝え合おう！ 
４年 「ごんぎつね」 

 友達の意見と自分の意見を比べて発表させる「発表
の型」を提示し，〇〇さんと似ていて～，〇〇さんと
〇〇さんの意見をまとめると～，などと，意見をどん
どん繋げられるようにする。振り返りでは，具体的な
内容で何がはっきりわかったかや，自分の学びとの共
通点・相違点をはっきりさせることで，友達の意見を
聞くことの大切さと楽しさを意識させたい。 

 １学期から根拠となる叙述に線を引きながら読み
取ることで,叙述から自分の考えをもつことができる
ようになってきている。一つの叙述だけではなく，複
数の叙述を根拠にし，登場人物の性格を思い描くこと
ができるように前時までの学習を掲示する。 
また，「私はかなしいと思いました。」と一言で発言

を終わらせるのではなく，同じ「かなしい」でも，「心
がしめつけられるような感じ」，「大切なものがなくな
ってしまうような感じ」，などと，自分の経験と重ね
ながら，より詳しく発言できるようにしたい。そのた
め，毎回の授業で，児童の発言から出てきた言葉を掲
示し，児童の語彙を増やしていく。語彙を増やすため
に，辞書引きにも積極的に取り組みたい。他の授業で
も同じ意味でも様々な言葉で表現ができることを実

感させ，発言の中に取り入れられるようにする。 

 全体で意見を交流する際に，友達の意見を聞
いて，自分の意見と共通点や相違点を見付けた
り，質問したりすることができる児童が多い。
しかし，友達の意見を聞いても自分の意見に反
映することはできず，結局自分の意見にのみこ

だわる児童が見られる。 

本単元では場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の気持ちの変化について，叙述を基に想像して読む

力を付けることをねらいとする。 

本教材は，中心人物である「ごん」と「兵十」との関係の変容を描いた物語である。一の場面～五の場面は

ごんの視点で物語が進んでいく。そのため，ごんに同化しながら物語を読み進めることができ，心情の変化を

つかみやすい教材である。兵十にいたずらをしかけたことをきっかけに，つぐないをし続けるごんの行動を叙

述を基に読み取りながら，ごんの兵十への思いや行動に寄り添い，心情の変化を想像する。六の場面は兵十の

視点に変わる。ごんが兵十に撃たれてしまう結末に「気付いてもらえてよかった」「撃たれてしまってかわい

そう」という様々な感想を引き出すことができるため，友達と話し合うことで感じ方の違いに気付くことがで

きる教材である。 

問いに関するアンケートの結果，問いを解決
していく授業について肯定的に捉えている児
童は 89％であった。理由として，「自分の問い
を授業でみんなと考えることができて嬉し
い」，「自分と違う意見を聞くことが楽しい」と
いうことが挙げられた。 
レディネステストの結果，叙述を基に自分の

意見を書くことができる児童は86％であった。
叙述に目を向けることはできているが，前後の
場面と結び付けて，登場人物の気持ちの変化を
深く読み取ることは苦手である。また，自分の
考えをどう言葉で表現してよいか分からず，叙
述の言葉のみで発言する児童も見られる。叙述
からどう考えたのかを，自分の言葉で説明でき

るようにしたい。 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

様子や行動，気持ちや性
格を表す語句の量を増や
し，話や文章の中で語彙を
豊かにしている。（〔知識及
び技能〕（１）オ） 

「読むこと」において，登場人物の行

動や気持ちなどについて，叙述を基に捉

えている。 

（〔思考力・判断力・表現力〕Cイ） 

「読むこと」において，登場人物の気

持ちの変化や性格，情景について，場面

の移り変わりと結び付けて具体的に想像

している。 

（〔思考力・判断力・表現力〕Cエ） 

進んで中心人物の気持ちの変化

について叙述を基に想像し，考え

たこと・感想を伝え合い，一人一

人の感じ方のちがいに気付いてい

る。 
 

３ 指導計画（全１１時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

一 

 場面ごとの主な出来事を確かめ
る。（１） 
 
 
 感想や問いを書く。（１） 

 ごんはひとりぼっちの小ぎつねな
んだね。 
  
最後にごんは撃たれてかわいそう。 
ごんがつぐないをしていることに

気付いてもらってよかった。 
どうしてごんは，つぐないをしたの

だろう。 

 時や場所の変化などから内
容の大体を捉えている。 
【思・判・表】（発言・ノート） 
 
物語を読んで，課題を発見し

ている。           
【態度】（ノート） 

二 

 児童の問いをもとに，叙述を踏
まえて，登場人物の気持ちを読み
取る。（８）（本時10/11） 
 
注）学習計画は児童と話し合って
決めるため，問１～３の順番は変
更する場合がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ごんは，兵十を困らせるために，い
たずらをしたんじゃなくて，自分に気
付いてほしくて，いたずらをしていた
んだね。 
 「次の日も，その次の日も」と書い
てあるから，ごんは毎日兵十につぐな
いをしていたことが分かるよ。 

叙述を基に，登場人物の行動
や気持ちを読み取っている。 
【思・判・表】（発言・ノート） 
 
 叙述から様子や行動などを
表す語句を見付けている。 

 【態度】（ノート） 

○ 様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増やし，話や文章の中で使うとともに，語彙を豊かにするこ
とができる。                                  （知識及び技能） 

○ 登場人物の気持ちの変化について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 
（思考力，判断力，表現力等） 

○ 進んで中心人物の気持ちの変化について叙述を基に想像し，考えたこと・感想を伝え合い，一人一人の感 
じ方のちがいに気付くことができる。                （主体的に学習に取り組む態度） 

 

① なぜごんは，つぐないをしたのだろう。 
【予想される児童の反応】 
・いたずらをしたことを反省したから。 
・兵十がさみしい思いをしているだろうから

はげますため。 
・兵十のさみしさが分かるから。 
・ごめんなさい，という気持ちをこめて。 

② なぜ引き合わないと思ったのに，次の日もつぐ

ないをしたのか。 
【予想される児童の反応】 
・もしかしたら，気付いてもらえるかもしれない。 
・神様ではなくて自分なんだということを教えたい

から。 
・今まで自分がしたことへの反省がまだ足りない。 

③ この物語は,最後ハッピーエンドだったのか。 

【予想される児童の反応】 
・ハッピーエンドだと思う。ずっと兵十に気付いてもらいたくてつぐないをしていたので，最後，「ご

ん，おまえだったのか。」と気付いてもらうことができたから。 
・ハッピーエンドではないと思う。たしかに，気付いてもらえたことはすごく嬉しかったと思うけど，

結局死んでしまったのでは，意味がないから。 
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三 

 中心人物と他の人物との関わり
について考えたことを伝え合い，
問いのふり返りをする。（１） 

ごんは最初いやなきつねだと思っ
ていたけど，兵十のことを考えられる
優しいきつねだったな。 
なぜ次の日もつぐないをしたのか

という問いはいろんな意見を聞けて
おもしろかったな。 
自分が考えていたことと違うこと

を考えている友達もいるんだな。 

 単元全体を通して，学習を振
り返っている。 

【態度】（ノート） 

４ 本時の展開（１０／１１） 

（1）本時の目標 

物語の結末の意味を，叙述を基に読み取ったことから考え，友達と共有することができる。 
                                                    

（2）観点別評価規準 

 叙述を基に，登場人物の行動や気持ちを読み取り，考えを共有している。 
                             【思・判・表】（発言・ノート） 

（3）学習の展開 

 

学習活動 
指導上の留意点（○），  

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 前時のふり返り
をする。 （２分） 

２ 本時のめあてを
確認する。 

（２分） 
３ 自分の考えを書
く。  （７分） 

 
 
 
４ グループで考え
を交流する。 

（10分） 
 
 
 
 
 
５ 全体交流をす
る。  （20分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 振り返りをす
る。  （４分） 

〇 前時までの学習の流れを掲示し，視覚的にふり返ること
ができるようにする。 

 
 
  
〇 教科書から根拠となる部分を見付け，叙述に線を引かせ
る。 

◆ 根拠として選ぶ文はいくつかあってもよいことを伝え，
複数の叙述に目を向けられるようにする。 

 
〇 線を引いた部分を必ず指で指しながら意見を交流させ
る。 

○ 「どこからそう思ったの。」「なんでそう思ったの。」な
どと，友達に質問させることで，同じ意見でも違う文を根
拠として選んでいることに気付かせる。 

◆ 考えるのが難しい場合は，グループでどこからそう思っ
たのかを考える。 

 
○ 様々な意見が出てくることが予想される。そのため，ハ
ッピーエンドだと思う意見と，ハッピーエンドではないと
思う意見を分類して，板書する。 

〇 拡散した意見をまとめるために，「ごんの願いは何だっ
たのか」と問う。結末の感じ方に違いはあっても，どちら
も「兵十に自分のことを分かってもらうこと」とまとめら
れる。 

◆ ごんの願いを考えることが難しそうであれば，「最後，だ 
まってうなずいた時，ごんは何と言いたかったのか」と問
い，ごんの願いを考えさせる。 

 
○ 次のことを振り返りで書かせる。 
・ 今日の授業で分かったこと，感じたこと 
・ 自分の意見が変わったこと，なるほどと思った友達の考

え 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
叙述を基に，登場人物 

の行動や気持ちを読み取
り，考えを共有している。 

【思・判・表】 
（発言・ノート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごんがつぐないを
していたことに気付
いてもらえたから，ハ
ッピーエンドだった
と思うよ。 

ごんはひとりぼっち
でさみしいという思い
をもっていて，兵十と
自分を重ねていたか
ら，気付いてもらえた
という結末はごんにと
って幸せだったと思い
ました。 

 意見は同じだけど，
根拠が違うね。 

 ごんは，ずっとひと
りぼっちでさみしか
ったから，兵十に気付
いてもらえたことで，
ひとりぼっちじゃな
い，という気持ちが出
てきたと思うよ。 

ごんは死んじゃっ
て，気付いてもらえて
も意味ないから，ハッ
ピーエンドじゃない
と思うよ。 

この物語は，ハッピーエンドだったのか。 
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 学級の実態 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
個へのアプローチ 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第５学年及び第６学年の「Ｃ 読むこと」の内容に基づき設定した。学

習指導要領には，以下のように示されている。 

 
   
（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                    （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

国語においては，まず「言葉による見方・考え
方」をはたらかせることを第一に授業を行う。本
単元において，「何に着目」させ，「どのように考
えて」いくのかということを具体的に想定し，授
業に臨むようにする。特に児童は，叙述から想像
を膨らませることに課題があるため，考え方を児
童に提示することが欠かせない。物語において
は，「関連付ける」「比較する」「仮定する」とい
う３つの考え方が主に働くと考えられる。特に
「仮定する」という考え方については，用いる児
童が少ない。そのため，用いる場面として適切で
ある場合は，考えを深める手段として「仮定する」
と良いことを提示し，意識的に使わせていきた
い。 
問いについては，問いを立てることで多様な考

えに触れられて考えが広がることの実感や問い
が連続することで自分の考えが洗練されていく
ことの実感をもたせたい。そのため鍵となるの
は，対話的活動である。 

（１） エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。 
オ 文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。 

 

 １学期の文学的教材においては，読みの妥当性
をどこまで認めるかという活動をしていた時に，
「教材文に書かれているから認められる。書かれ
ていないから認められない。」という意見が出た。
そして，その意見に多くの児童が納得していた。
このことから想像を広げる（＝書かれていないこ
とを考える）ことや「分かりにくいこと」の意味
を考え続けることへの苦手意識をもっている児童
が多くいることが分かる。 

国語 第５学年 尾道市立土堂小学校 指導者 亀本 拓朗 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性・積極性  思考力・表現力 

本単元では，人物像や物語などの全体像を具体的に思い描くことや優れた叙述に着目しながら様々な表現の効果について考える

ことを目標としている。 
1学期の「世界でいちばんやかましい音」では，叙述から人物像を捉えたり物語の構造を考えたりして，表現のもつ効果につい

て考えることができた。本教材では，物語の面白さを生み出しているものは何かということを読み取っていく。その面白さの一つ

が結末の意外さである。読者は，結末に向かうにつれて，段々と物語全体が怪しさを帯びていくことを感じることとなる。この怪

しさの正体の一つは，様々な上下関係が逆転する予感であると考える。例えば，飼い主と飼い犬，人間と動物，店主と客という関

係である。人物（と読者）のものの見方としての思い込みがひっくり返された瞬間，怪しさは痛快さへと変わり，これが「面白さ」

として読者の心に訴えかけているのではないだろうか。「怪しさ」を感じさせる仕掛けとしては，言葉や文の反復や比喩表現，独

特な擬音語の使用，掛詞の使用などを挙げることができる。また，ファンタジー特有の表現として，現実世界と非現実世界の行き

来を表す一文も存在する。ファンタジー教材として学ばせたいことが多く詰まっている作品と言える。

この表現は，何につながっているのかな？ 

５年 「注文の多い料理店」 

「分かりやすいこと」を良しとする雰囲気のあ
る中で，複雑で曖昧なことを考え続ける忍耐力を
付けるにはどうすればよいか。まずは，児童の読
みは「良い線をいっている」という前提に立つこ
と。その上で，どのような考え方をしているのか
丁寧に見取り，それを明確に価値付けることが必
要になると考える。そのためには，考える材料と
してヒントになる叙述をできるだけ見つけさせ
ること，意味を持たせたり広げたりするツールと
しての辞書引きを行っていくことも必要になる。 

本学級の児童23名は，「国語の授業は好きです
か」という質問には５人，「物語を読むことは好
きですか。」に20人の児童が肯定的な回答をして
いる。国語の授業が好きではないという児童の中
には，「文章が長くなり漢字や言葉が難しくな
る」，「どのように考えて良いか分からない」，「深
く考えることが好きではない」というものがあ
る。 
 文学的文章において，物語の面白さを感じるこ
とはできるものの言語化することが苦手な児童
が多い。また，根拠となる叙述と自分の意見とを
つなげる理由付けを考えることが苦手な児童も
多い。 
また，「問いを考えることは好きですか」には， 

10 人が肯定的な回答をしている。その理由とし
て，「物語により入り込める」「さらに詳しく読み
たくなる」などが挙げられた。否定的な回答の中
には 「深く考えたくない」というものがあった  
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 
 
 
 
 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 
評 

価 

規 

準 

表現の工夫には読み手に
与える効果があることを理
解し，叙述から比喩や反復な
どの工夫を見つけることが
できている。（〔知識及び技
能〕（１）ク）  

「読むこと」において，人物の心情や
人物の相互関係を手掛かりに，人物像や
物語の全体像について読み取っている。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cエ） 
「読むこと」において，叙述と叙述を

関連付けたり，叙述と経験などを関連付
けたりしながら，自分の解釈をまとめて
いる。 
（〔思考力・判断力・表現力〕Cオ） 

解決したい問いを考えよう

としたり，振り返りに新しく浮

かんだ問いを書こうとしたり

している。 
自分の考えの根拠を明らか

にするために，叙述から手掛か

りとなる言葉や文を見つけよ

うとしたり，表現の効果を考え

たりしようとしている。 
３ 指導計画（全８時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初発の感想を書き，物語の全体像を
捉える。（１）  

 
  
問いを作る。（１） 

読んでいくうちにそわそわし
た。危険なにおいがした作品だ
った。偉そうな人物がだまされ
て，すっきりした。  
どのような問いを作ろうか

な。どの問いを解決したいかな。 

教師の範読を聞いて感じたこ
とを書いている。 

【思・判・表】（ノート） 
  
 
物語を読んで，解決したい問

いを進んで立てている。           
【態度】（ノート） 

二 

児童の問いをもとに，物語を読み取
り，感想をもつ。（４）（本時6/8） 
 
注）学習計画は児童と話し合って決め
るため，問１～３の順番は変更する場
合がある。 

 紳士たちは，随分と偉そうな
態度を取っている。その紳士た
ちを手玉にとっているのが山猫
だ。もし，紳士たちが素直で親
切な人だったら，すっきりした
感じはなかっただろうな。 
自分の感じていたもっと手前

から怪しさを感じさせるように
作者は工夫していたんだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

叙述と叙述や叙述と経験など
を関連付けて自分の考えを書い
ている。 
情景を具体的に想像し，自分

の考えを書いている。 
【思・判・表】（ノート・発言） 
表現の工夫には読み手に与え

る効果があることを理解し，叙
述から比喩や反復などの工夫を
見つけることができている。 

【知・技】（ノート・発言） 

三 

読み取ったファンタジーの書き方の
工夫を活かして，物語を書く。（２） 
問いの振り返りをする。 

ファンタジーを書くぞ。 
問いを解決したり，友だちと

話したりしたから，自分の考え
が深まったのだな。 

単元全体を通して，学習を振
り返っている。 

【態度】（ノート） 
 

○ 物語には，比喩や反復などの工夫が使ってあることを理解することができる。    （知識及び技能） 
○ 人物像や物語の全体像について叙述を基に具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすることができ
る。                                （思考力，判断力，表現力等） 

○ 本文を読んで理解したことに基づいて，作者の工夫について自分の考えをまとめることができる。 
（思考力，判断力，表現力等） 

○ 学習したことを活かして問いを作り，進んで根拠となる叙述を見つけたり表現の効果を考えたりすること
ができる。                           （主体的に学習に取り組む態度） 

③ 紳士の顔は，最後に元に戻った方が良かったのか。 
【予想される児童の反応】 

・顔を戻さないことで，人間に教訓のようなものを刻みつけたかった。 

・怪しさや恐ろしさを感じさせる物語なのだから，それら感じさせるものを残したかった。 

② 物語は，どの辺りから怪しくなったか。 
【予想される児童の反応】 
・最初から怪しい。 
・風がどうと吹いてきたところ。 

① この物語に面白さを生むのは，作者のど
の工夫か。 

【予想される児童の反応】 

・言葉や文を繰り返している。 

・掛詞を使っている。 
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４ 本時の展開（６／８） 

（1）本時の目標 

 人物の人物像や心情の変化，物語全体の展開を根拠に作者の表現の意図を考える。 
（2）観点別評価規準 

 紳士たちの人物像と心情の変化，物語全体の展開を関連付けて，作者の表現の効果について考えをまとめ
て  
いる。 

【思・判・表】 

（3）学習の展開 

学習活動 
指導上の留意点（○），  

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 本時のめあ

てを確認する。 

（２分） 

２ 自分の考え

をもつ。 

（３分） 

３ 考えの根拠

となる叙述を

見つける。 

（５分） 

 

 

 

 

 

４ 自分の考え

を書く。 

（５分） 

 

５ 友達と対話

をする。 

（１０分） 

 

６ 全体対話を

する。 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 問いを確認する。 

 

 

○ 自分の立場（「はい」か「いいえ」）を明らかにするために，

名前磁石を黒板に貼らせる。 

 

○ 考えの根拠となる叙述をできるだけ多く見つけさせる。その

際に，焦点化した読み取りをさせるために，次の視点を示す。 

 ・ 人物の心情の変化 

 ・ 人物の相互関係（紳士たちと山猫，紳士と紳士） 

○ テンポ良く見つけさせるために，見つけた叙述をノートに書

かせたり発表させたりせず，グループトークで次々と叙述を挙

げさせる。教師は，その対話を聞き取り，挙げられた叙述を板

書する。 

 

◆ 理由を書くことに悩んでいる児童がいた場合は，「もし，○○

だったら～」と仮定するなどの「考え方」を提示し，思考が促

進されるようにする。 

 

○ 同じ立場の人→違う立場の人という順序で対話させる。 

○ 考えを広げるために，次々と相手を変えて対話することを促

す。 

 

○ 以下のような意見が出てくると予想する。 

【はい】 

 ・ 山猫たちに食べられる一歩手前までいき，紳士たちは，最

初に比べてかなりの恐怖を味わっている。偉そうな人物では

あったが，最後まで悪いことが起きてしまうと，救われない

気持ちになってしまう。 

【いいえ】 

 ・ 前学年までに物語には，作者の伝えたいことが込められて

いると習った。顔を戻さなかったら，作者の伝えたいことが

十分伝わらないのではないか。 

 ・ 山猫たちに食べられる一歩手前までいき，紳士たちは，最

初に比べてかなりの恐怖を味わっている。しかも，許せない

くらい偉そうな態度を最初はとっていて，山猫たちは，そん

な紳士たちをこらしめようと思っていたはずだ。 

 ・ たぶん「偉そうにしたらだめだよ。」と作者は言いたいのだ

と思う。顔が元に戻らないままだったら，鏡を見る度に紳士

たちは，山猫軒のことを思い出せるのではないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紳士たちの人物像と心

情の変化，物語全体の展
開を関連付けて，作者の
表現の効果について考え
をまとめている。 
【思・判・表】（ノート） 

 紳士たちの顔は元に
戻したらいけないん
だ。 

紳士の顔は，最後に元に戻った方が良かったのか。 

最初，紳士たちは偉
そうな態度を取ってい
たよね。 

どちらの立場かな？ 

紳士たちは，段々と恐
怖心が高まっていった
よね。 

 もし，顔が元に戻ら
なかったら，すっきり
した感じが減ってしま
ったと思うよ。 

顔を元に戻さないと
いうことは，この物語
になくてはならない表
現の工夫だったのだ
な。 
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７ 最終的な自

分の考えと振

り返りを書く。 

（５分） 

 

○ 思わず納得させられた友だちの意見を想起させながら，最終

的な自分の考えを書かせる。 物語の出来事は，展
開と関連付いているだ
けではなく，作者の思
いともつながっている
のだな。 
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１ 単元について 
 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第２学年の「A 数と計算」の内容に基づき設定した。小学校学習指導要

領には，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学級の実態 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

個へのアプローチ 

 

(１)数の構成と表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身につけることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身につけること。 

(ｴ)一つの数をほかの数の積としてみるなど，ほかの数と関係付けてみること。 
イ 次のような思考力。判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ)数のまとまりに着目し，大きな数の大きさの比べ方や数え方を考え，日常生活に生かすこと。 
(２)乗法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ｱ）乗法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。 
 （ｲ）乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。 
 （ｳ）乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解すること。 
 （ｴ）乗法の九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。 
 （ｵ）簡単な場合について，２位数と１位数との乗法の計算の仕方を知ること。 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
 （ｱ）数量の関係について着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたり

するとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 
 （ｲ）数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。 

 本単元では，乗法が用いられる場面を通して，乗法の意味について理解し，乗法九九が確実に唱えることが

できるようにするとともに，数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考える力を伸張させたりするこ

とで，乗法への理解を深めることをねらいとしている。 
本単元は，身に付けた乗法九九を活用し，九九表を拡張したり乗法が適用できる場面で問題解決をしたりす

る。乗法九九を知るだけでなく，乗法が用いられる場合について理解を深めたり，簡単な性質について知った
りすることで，既習を基に統合的・発展的に考えるのに適した教材である。 
また，本単元では，「１つ分の数」「いくつ分」を明らかにして図や式，言葉で表して説明したり，式と図を対応

させながら話し合ったりすることで，自分と違った見方や考え方に気づき，式の意味や表し方の理解を深めていく。 
 

 レディネステストの結果，図の意味を理解してい
る児童は，86.9％，その中でさらに図の説明ができ
ている児童は，70％であった。以上の結果より，図
の理解ができていない児童もいるが，図を説明する
ことを苦手とする児童が多い。 
 アンケートの結果，「算数が好き」と答えた児童
は，69.5％であった。その理由として「計算がおも
しろい」・「いろいろなことを知れるから」という回
答があった。「算数の学習がむずかしいと思うとき
がある」と答えた児童は 47.8％であった。その中
の81.8％の児童が，「説明をすること」に苦手意識
をもっていた。自分の考えはあるが，それをうまく
言葉に表すことができないことが考えられる。自分
の考えを整理するための場としてペアトークを積
極的に取り入れていきたい。 

具体物や図を使って問題場面のイメージを
もたせる。児童同士の対話を意図的に取り入
れ，問題場面の理解をより深められるようにし
たい。 

本単元では，数の仕組みや加法の計算，そして数

のまとまりに着目して，数を２ずつ，５ずつなどの

同じ大きさの集まりにまとめて数える学習を進め

ていく。 
本時においては，割合の素地となる基準量を捉え

る学習として，基準量が後に示された問題場面につ

いて考えていく。既習事項である「１つ分の数」・「い

くつ分」を図に表し，それを基に，自分の考えを説

明させる。 
その際に，図や言葉によって自分の考えを表現さ

せ，ペアトークなどによって友達と考えを交流させ

ながら，思考を深められるようにしたい。 
 

 問題場面を具体的にイメージできず，数量の関係

を正しく図に表すことができない児童がいる。自力

解決では，素早く自分の考えが書ける児童となかな

か自分の考えが書けない児童がいる。 

算数 第２学年 尾道市立土堂小学校 指導者 豊岡 宏望 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

思考力・表現力  主体性・積極性 

図を使って説明しよう 

２年 かけ算 

  



- 52 - 

（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

乗法が用いられる場面を絵や図，

言葉や式で表したり，乗法九九を構

成し，確実に唱えたりすることがで

きる。 

累加の考えや乗法と積の関係

を基に，乗法九九の構成の仕方を

考え表現している。 
 

数学的な処理や乗法のよさに

気づき今後の生活や学習に活用

しようとしている。 
 

 

３ 指導計画（全２１時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 
評価規準 

（評価方法） 

一 

 

 

「１つ分」「いくつ分」をとらえ，乗法の

意味を理解する。（２） 

 

 

乗法の場面を式やおはじきで表し，乗法

の意味を確実にする。(２) 

 

 

 

乗法は累加で求められることを理解す

る。(１) 

 

 

 

倍の意味を知る。(１) 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

かけ算は「１つ分」と「いくつ分」

が分かればいいんだな。 

 

 

図や具体物を使えば，分かりやすい

な。 

 

 

 

乗法の答えは，被乗数を乗数の数だ

け累加すれば求められるのだな。 

 

 

 

３㎝の２つ分を，３㎝の２ばいと言

うんだな。 

 

 

 

 「１つ分」「いくつ分」をとらえ，

説明している。 

【思・判・表】（ノート，行動観察） 
 

乗法は「１つ分」が「いくつ分」

あるかを求める場合に用いられる

ことを理解している。 

【知・技】（ノート，発表） 

 
 
乗法の答えは，累加で求められる

ことを理解している。   

【知・技】（ノート，発表） 
 

 
倍の意味を知り，何倍にあたるか

を求め時にかけ算を用いることを

理解している。   
 【知・技】(ノート，発表) 

 

○ 乗法が用いられる場面や乗法九九について知り，乗法の意味や乗法に関して成り立つ性質を理解し，乗法

が用いられる場面を絵や図，言葉や式で表したり，乗法九九を構成し，確実に唱えたりすることができる。                                      

（知識及び技能） 
○ 数量の関係に着目し，累加の考えや乗法と積の関係を基に，乗法九九の構成の仕方を考え表現している。                               

（思考力，判断力，表現力等） 
○ 数学的に表現・処理したことを振り返り，数学的な処理や乗法のよさに気づき今後の生活や学習に活用し

ようとしている。                       （主体的に学習に取り組む態度） 
 

課題の設定 

【本質的な問い】 かけ算は，どんなときにつかえるだろう。 

情報の収集 
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二 

 
 

 ５の段の九九を構成する。（１） 

 

 

 ５の段の九九を確実に唱え，適用する。

(２) 

 

 

 ２の段の九九を構成する。(１) 

 

 

 ２の段の九九を確実に唱え，適用する。

(２) 

 

 

３の段の九九を構成する。(１) 

 

 

 ３の段の九九を確実に唱え，適用する。

(２) 

 

 

 ４の段の九九を構成する。(１) 

 

 

 ４の段の九九を確実に唱え，適用する。

(２) 

 

  

 

 

５とびや累加の方法を使えば，５の

段の九九が作れるぞ。 

 

５の段は，答えが５ずつ増えている

のだな。 

 

 

２とびや累加の方法を使えば，２の

段の九九が作れるぞ。 

 

２の段は，答えが２ずつ増えている

のだな。 

 

 

累加の方法を使えば，３の段の九九

が作れるぞ。 

 

３の段は，答えが３ずつ増えている

のだな。 

 

 

累加の方法を使えば，４の段の九九

が作れるぞ。 

 

４の段は，答えが４ずつ増えている

のだな。 

 

 

 

 
５の段の九九を構成することが

できる。 【思・判・表】（ノート） 
 
 ５の段の九九を確実に唱え，それ

を用いて，問題解決することができ

る。【知・技】（ノート，行動観察） 

 
２の段の九九を構成することが

できる。 
【思・判・表】（ノート，発表） 

２の段の九九を確実に唱え，それ

を用いて，問題解決することができ

る。 【知・技】（ノート，行動観

察） 

 
３の段の九九を構成することが

できる。 
【思・判・表】（ノート，発表） 

３の段の九九を確実に唱え，それ

を用いて，問題解決することができ

る。  【知・技】（ノート，発表） 
 

４の段の九九を構成することが

できる。 【思・判・表】（ノート） 
 
 ４の段の九九を確実に唱え，それ

を用いて，問題解決することができ

る。 【知・技】（ノート，行動観

察） 

 

三 

  

 

式の意味をとらえ，５，２，３，４の段

の九九の理解を深める。(１)(本時１９／２

１) 

 
 
 
学習内容の定着を確認するとともに，数

学的な見方・考え方を振り返り価値づける。

（２） 

 

 

 ２×５と５×２の違いは図を書けば

分かるぞ。式の意味も分かったぞ。 

 

 

 

 

かけ算は，「１つ分」と「いくつ分」

をかけるのだな。「１つ分」が同じだっ

たら，たしていくよりも，かけ算した

方が便利だな。もっとたくさん問題を

解きたいな。わり算名人になりたいな。 

 

 

図を用いて考えることを通して，

計算の意味や計算の仕方を考えた

り，計算に関して成り立つ性質を見

いだしたりしている。 

   【思・判・表】（ノート） 

 

単元の学習を振り返り，価値づけ

たり，今後の学習に生かそうとした

りしている。       【態度】

（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理・分析 

 

ふりかえり 
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４ 本時の展開（１９／２１） 

（1）本時の目標 

   １つ分の違いに着目して，図を用いて式の意味を考え，説明することができる。 

（2）観点別評価規準 

１つ分の違いに着目して，図を用いて式の意味を考え，説明している。   【思・判・表】                              

（3）適用題の設定理由 

    適用題Aは学習の理解度を図るために設定した。適用題Bは異なる問題場面においても基準量を捉えて，計算

す 

ることができるかを見るとともに，自力解決ができなかった児童のつまずきの原因を分析し，今後の指導に生か

す。 

（4）学習の展開  

学習活動 
指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

評価規準（評価方法） 

予想される児童の反応 

１ 既習事項の

復習をする。 

(5分) 

 

２ 問題に出合

う。  (5分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のめあ

てをつかむ。 

     （3分） 

 

４ 自力解決を

する。 （5分） 

 

 

５ 全体で話し

合う。（10分） 

 

 

６ かけ算のポ

イントを押さ

える。 （2分） 

 

 

○ これまでのかけ算の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆ 問題文のキーワードに下線を引かせるなどをして，問題の意味 

を理解させる。 

 

(１)(２)の立式をさせる。 

○ 立式した理由を図に表させ，めあてにつなげる。 

 

 
 
 

 

○ 図をかかせて，自力解決させる。 

◆ 机間指導の際に，絵をかいてイメージを持たせたり，ブロック 

を使って実際に作業させたりする。 

 

 

◆ 別の児童に説明させたり，ペアで説明し合ったりして考えを確 

かなものにさせる。 

 

  

○ 式の意味を確認できたら，１つ分が違えば，式が変わるため， 

１つ分に注意することがかけ算のポイントであることを押さえ 

る。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

２つのしきのちがいを図に表してみよう。 
 

 このしきはあまり自信がな

いな。 

(１)は１つ分が２で，それ

が５つ分ある。 

 

 

 

 

 

図にするとこうなるのか

な。 

 今日の学習は，かけ算だ

な。 

 (２)は，１つ分が５で，

それが２つ分ある。 
 
 

 
 

 
図にするとこうなるのか

な。 

(１)ボールを１人に２こずつ，５人にくばります。ボー

ルはぜんぶで何こいりますか。 

 これはとけそうだな。簡

単だよ。 

(２)ボールを２人に５こずつくばります。ボールはぜん

ぶで何こいりますか。 
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７ 適用問題を

解く。 (10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 振り返りを

する。(5分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今日の学習で分かったことや友達の考えのよいところについ 

て，振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １つ分の違いに着目

して，図を用いて式の

意味を考え，説明して

いる。【思・判・表】

（プリント） 

 

 

 

 

【A】① もんだいに合うように，もんだいとしきを線でつなげましょう。また，

しきに合う図を線でつなげましょう。 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かけ算の式の意味は

「１つ分の数」×「い

くつ分」＝「ぜんぶの

数」だということが分

かった。 

・出てきた数字の順番

通りに足すたし算とは

やり方が違うんだな。 

・図にかくと分かりや

すくなるな。 

【B】つぎのもんだいを読み，答えましょう。 

 
グミが同じ数ずつ入ったふくろがいくつかあります。グミぜんぶの数

は９×６のしきでもとめられます。 
つぎの中で正しいものには○，正しくないものには×をつけましょ

う。 
①グミのふくろはぜんぶで９つあるね。(   ) 
②グミは１ふくろに９つずつ入っているね。(   ) 
③グミのふくろはぜんぶで６つあるね。(   ) 
④グミは１ふくろに６こずつ入っているね。(   ) 

【A】は授業と同じや

り方で解けばいいんだ

な。 

【B】難しいな。問題

の意味が分からないよ。 

１はこ６こ入りのだん

ごが４はこあります。 
だんごはぜんぶで何こあ

りますか。 

みかんが６ふくろありま

す。１ふくろに４こ入ってい

ます。みかんは，ぜんぶでな

んこありますか。 

４×６＝２４ 

 

６×４＝２４ 

○○○○○○
○○○○○○
○○○○○○
○○○○○○

○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
○○○○
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１ 単元について 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第３学年の「Ａ 数と計算」の内容に基づき設定した。小学校学習指導

要領には，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 
  
 

 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学級の実態 

 
 
 
 
 

 

 
 
個へのアプローチ 

Ａ（6）分数とその表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ｱ）等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いることを知ること。また，分数の
表し方について知ること。 

（ｲ）分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。 
（ｳ）簡単な場合について，分数の加法及び減法の意味について理解し，それらの計算ができることを知ること。  
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
（ｱ）数のまとまりに着目し，分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを考えるとともに，分
数を日常生活に生かすこと。 

 分数の学習は，児童にとって困難な学習内容とも言われている。つまずかせる大きな原因の１つには，量の大き
さを表す分数と，割合を表す分数の指導の混乱があげられる。第２学年では，ある大きさの半分や４つに分けた１
つ分といった簡単な分数について学習している。第３学年では，これらの経験を踏まえて，長さやかさの端数部分
の大きさや等分してできる部分の大きさなどを表すのに分数を用いることを知り，それらを適切に用いることをね
らいとしている。 
また本単元では，分数の大きさを図や数直線上に表したり，同分母分数の加法・減法の仕方を考えたりすること

で，分数の意味や表し方が分かるとともに，同分母分数の加法・減法の意味について理解することもねらいとして
いる。本教材は，分数の大きさを図や数直線上に表したり，それをもとに小数の大きさと関係付けたり計算の仕方
を考えたりすることで，１をもとにした分数の大きさを捉えていく。このような見方は，基準量の分数倍にあたる
量を求める考え方や，１をもとにしたときの割合分数で表す考え方や，整数の除法の結果を表す商分数の学習へと
つながるため，系統性を意識した指導が必要であると考える。 
  

 レディネステストで分数を図や数直線上から読
み取る問題の正答率は74％だった。分数を図や数
直線に表す問題の正答率は83％だった。分数は１
を等分した大きさを表した数であることや等分し
た数が分母でそのいくつ分かが分子になることが
分かるようにしていく必要がある。 
 また，１Lや１mを等分した大きさを分数に表す
こと（量分数の表し方やその意味）や等分した大
きさを合わせた大きさが１になることへの理解が
十分とは言えなかった。 

本単元の学習では，次のことに留意したい。 
１つ目は，一人一人が考えを伝え合う場を設定す

ることである。考えを確かめたり広げたり深めたり
するために，全体交流の前には自由に友達と話し合
う時間を設け，全員が話したり聞いたりできるよう
にしたい。そのためにも，自分の考えを書く時間を
十分に確保していく。 
２つ目は，児童自身が課題を設定することである。

問題から既習との違いを見付け，課題を設定するこ
とで，目的意識をもって学習できるようにしたい。 
３つ目は，同分母分数の加法・減法は，単位分数

のいくつ分で考えると整数や小数と同様にできるこ
とに気付かせることである。分子同士の計算で機械
的に処理するのではなく，その意味をしっかり理解
させたい。 
 

 本単元では，第２学年までに学習したことを基に，
分数の意味や表し方を学習していく。導入では，は
したの長さをどう表せばよいかを考えさせ，１ｍを
何等分かした１つ分で表せることに気付かせてい
く。等分した大きさを分数で表すことについて理解
させることは，第５学年で学習する分数が割合や商
を表すことにつながるため，重要である。また，分
数で表した長さを実際に見たりそれを基に測定した
りする経験をさせることで，量分数で表すことに親
しませたい。さらに，分数を L・dL マスの図やテー
プ図，数直線上に表して数量の大きさを掴ませてい
くことで，分数が表す数量への見方を広げていきた

 

令和２年度「基礎・基本」定着状況調査の児童
生徒質問紙を実施した。その結果，「授業では，自
分の考えを積極的に伝えています。」（84.6%），「授
業では，自分の考えとその理由を明らかにして，
相手に分かりやすく伝えるよう発表を工夫してい
ます。」(69.2%)に課題が見られた。１学期と比べ
ると，自分の考えを発表することについての意識
が少し高まった。しかし，自分の考えを相手に分
かりやすく伝えることについて，苦手意識をもっ
ている児童もいる。そこで，説明に関する思考力
や表現力も高めていきたいと考える。 
また，分数は１を等分したいくつ分の大きさを

表した数であることを理解することに課題がある
児童がいる。 

算数 第３学年 尾道市立土堂小学校 指導者 重光 泰徳 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
思考力・表現力 

分数を使った大きさの表し方を調べよう 

３年 分数 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

 

３ 指導計画（全１０時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

一 

 
 
１m のテープを等分した長さやはし

たの長さを単位分数で表す。（１） 

 
 

 
  
○分の１で表せない長さは，どのよ

うに表そう。 
 

  
 
いろいろな等分した長さやはしたの長

さを分数で表そうとしている。 
【態度】（ノート，発言） 

二 

 
 
  
単位分数のいくつ分という見方で，

長さやかさを分数や図に表す。（２） 
 

 
分数を使って，長さやかさをはかる。

（１） 
 
分数の仕組みを調べ，同分母分数の

大小比較をする。（１） 
 

 分数を正しく表している図を考え
る。（１）（本時６／１０） 
 
 
 分数と小数の関係を調べ，大小比較
をする。（１） 
 
分数のたし算・ひき算の問題場面を

図や数直線に表し，計算の仕方を考え
る。（２） 

 
 
○分の１のいくつ分で考えれば，分

数で表せるね。 
 １mや１Ｌを何等分したいくつ分で
見ればいいね。 
 
 身近な長さやかさも分数で表せるん
だね。 
 
○分の１のいくつ分で考えれば比べ

られるね。 
 
 １mや１Ｌを何等分したいくつ分に
なっているかで考えればいいね。 
 
 
 0.1と ― は同じ大きさだね。 
 
  
 ○分の１のいくつ分で考えれば，整
数と同じように計算ができるんだね。 

 
 分数の表し方を理解し，分数を図に
表すことができる。 

【知・技】（ワークシート） 
 図に表された数量を分数で表すこと
ができる。 【知・技】（ワークシート） 
 
 身近なものの長さやかさを分数で表
している。 【態度】（発言・行動観察） 
 
大小比較の仕方や１と等しくなる分

数があることを知っている。 
【知・技】（発言・ノート） 

 １mや１Ｌを何等分したいくつ分にな
っているかという見方を用いて分数を
正しく表した図について考えている。 
【思・判・表】（発言・ノート） 
分数と小数の大きさの関係を知って

いる。   【知・技】（発言・ノート） 
 
 同分母分数の加法・減法の仕方を単
位分数の幾つ分で考えている。 

【思・判・表】（発言・ノート） 
 

三 

  
 
 
学習したことを活用し，問題作りを

して解き合ったり，練習問題に取り組
んだりする。（１） 
 

 
 
 
 分けた大きさを分数で表すとき，○
分の１のいくつ分で考えることが大切
だね。 

 
 
 
進んで分数の問題を作ったり解いた

りしている。 
 【態度】（ノート・行動観察） 

５ 本時の展開（６／10） 

（1）本時の目標 

    長さの基準量に着目して，１ｍや１Ｌを何等分したいくつ分になっているかという捉え方を用いて分数を

正しく表した図について説明することができる。 
（2）観点別評価規準 

１ｍを３等分した１つ分という捉え方を用いて，テープ図が
1
3
ｍを表していない理由を説明している。 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
基
準 

分数の意味や表し方，同分母分数

の加法及び減法の意味について知

っている。 

同分母分数の大小比較や加法・減

法の仕方を単位分数のいくつ分で

表して考えている。 

分数で表すことのよさに気付き，

学習や生活に生かそうとしている。 

○ 分数の意味や表し方，簡単な場合の加法及び減法の意味について理解する。        （知識及び技能） 
○ 同分母分数の大小比較や加法・減法の仕方について，単位分数のいくつ分かで表して考える。 

（思考力，判断力，表現力等） 

○ 分数や分数で学習したことを学習や生活に生かそうとする。        （主体的に学習に取り組む態度） 

課題の設定 

情報の収集 

ふりかえり 

整理・分析 

【本質的な問い】分けた長さやかさは，分数でどのように表すことができるだろう。 

1 
10 
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１Lを○等分した△つ分は
△
○

Lという捉え方を用いて，マス図が
２

４
Lを表していることを説明して

いる。                                     【思・判・

表】 
（3）適用題の設定理由 

     数値を変えた場合でも，１L を○等分した△つ分は
△
○

L という捉え方を用いて，分数を求めることができ

る   
かを見るとともに，自力解決できなかった児童のつまずきの原因を分析し，今後の指導に生かす。 

（4）学習の展開 

学習活動 
指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

評価規準（評価方法） 

予想される児童の反応 

１ 問題に出

合い,めあて

を設定する。        

（３分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自力解決

する。（８分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考えを出

し合い，練り

合う。 

（１６分） 

 

 

 

 

 

４ まとめる。 

◯ 重光くんが
1
4
ｍの図をかこうとしていたが,分からなくなっ

てしまったという場面を提示し,㋐から順番に図を提示してい

く。 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
○ 児童が図に書き込んで考えることができるように，テープ図

を配布する。 
 
◆ 量感をイメージできるよう，実際の長さのテープを用意し，

自由に見たり触れたりすることができるようにする。 
◯ なるべく理由を書きやすいものから書かせるようにする。児

童にとっては，おそらく㋐と㋓は説明しやすいと予想される。 

◆ ㋑は児童がつまずきやすい図であると考える。分数について

の理解が十分でない児童は，全体を「２ｍ」として捉えてしま

う可能性がある。自力解決の段階で児童の実態を見取ってお

く。 

 

○ 「１ｍ」という普遍的な基本単位をもとにして，それを何等

分したいくつ分になるのかを，児童の説明からおさえていける

ようにする。 
◆ 自力解決の段階で，説明できなかった児童が，友達の考えを

聞いて分かったことを，書く時間，または友達と話して確認す

る時間を確保し，変容を見取る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐は１ｍを４等分して
いないからちがうよ。 

１ｍをもとにして何等分したいくつ分になっているかを考えるとよい。 

１ｍ ㋐ ２ｍ ㋑ 

１

４
ｍ 

１

４
ｍ 

６０cm 
㋒ 

１

４
ｍ 

１ｍ ㋓ 

１

４
ｍ 

 正しい図はあるのか
な。 

 ㋓は１ｍを４等分した

２つ分の長さで，
２

４
ｍにな

っているよ。 

 ㋒は６０ｃｍを４等分
した１つ分の長さになっ
ているからちがうよ。 

 ㋑は２ｍを４等分した
１つ分の長さになってい
るからちがうよ。 

 友達の発表を聞いて，
㋐～㋓の図がまちがって
いる理由が分かったよ。 

 重光くん，何かまちが
えていそう。 

どれが正しい図かを説明しよう。 
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（３分） 

 

５ 適用題に

取り組む。

（１０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 振り返る。 

（５分） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
①自分の成長 

②友達から学んだこと 

③うまくいったことや失敗したこと 

④新たな疑問 

 

◯ １ｍを３等分した１

つ分という考え方を用

いて，テープ図が
1
3
ｍを表

していない理由を説明

している。  
【思・判・表】（ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １Lを○等分した△つ

分は
△
○
L という捉え方を

用いて，マス図が
２

４
L を

表していることを説明

している。 

【思・判・表】（ワークシ

ート 

                

 この図は２ｍを３等分
した１つ分になっている
よ。 

 
１

３
ｍは１ｍを３等分し

た１つ分のことだよ。 

 １Lで見ると４等分し

ているから１めもりが

１

４
L になり２めもりある

から
２

４
Lになるね。 

【Ａ 】 
 

 

 

 

 

重光くんは
１

３
ｍの図を表そうとして，下の図のよう

にかきました。しかし，下の図はまちがっています。

その理由を説明しましょう。 

 

 

 

 

 

下の図は何 L を表しているでしょうか。番号をえらびましょう。また，

なぜその番号をえらんだのかも答えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ――L            ② ――L 

 

８ 

２ 

４ 

２ 

【B】 
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１ 単元について 
 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第５学年の「Ｃ 変化と関係」の内容に基づき設定した。小学校学習指

導要領には，以下のように示されている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）単元観 
 

 

 

 
 
 
 
 
（２）児童観                   （３）指導観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）単元の目標（めざす児童の姿） 
 
 
 
 
 
 
２ 単元の評価規準 

 学級の実態 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

個へのアプローチ 

 

Ｃ（3） 二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ｱ）ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることを理解するこ
と。 

（ｲ）百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求めること。 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ｱ）日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二つの数量の関係と別の二つの数量の
関係との比べ方を考察し，それを日常生活に生かすこと。 

 本単元は，基準量を１としたとき，比較量がどれだけにあたるかを割合で表し，それを用いて数量の関係の比べ
方を考察することができるようになることをねらいとしている。 
 本単元は，「単位量あたりの大きさ」，「小数のかけ算」，「小数のわり算」，「小数の倍」で学習したことを
もとに，ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係を比べる方法を考察し，割合で表すことができるようにな
ることをねらいとしている。その際，２つの数量の関係を図に表して立式したり，図を基にその理由を考えたりし
ていく。図を基に２つの数量の関係を適切に捉えさせることで，基準量・比較量・割合の関係やそれぞれの求め方
を理解させていく。 

 ８月に行った意識調査のアンケートによると，
「算数が好き・得意」と答えた児童が 67％，「あ
まり好き・得意ではない」と答えた児童が33％で
あった。その理由として，「文章問題が難しくて分
からないから」「わり算などの計算が苦手だから」
などが挙げられた。 
また，「算数の学習で友達と話し合うことは大切

だ」と感じている児童は 90％だが，「友達に自分
の意見を伝えている」という児童は67％であった。
伝えることができない理由としては，「自信がない
から」「うまく説明ができないから」という理由が
挙げられていた。算数への苦手意識から意見を言
うことへの抵抗感が見られる。 

レディネステストから，式の意味を説明したり，図
をかいて何を求めているかをつかんだりすることに
つまずく児童がいると予想される。特に，基準量を求
める場面では，１にあたる部分がどこかが分かりづら
くなるため，問題文に返りながら図に□や矢印を書き
込んで思考させることで，基準量と比較量の関係の理
解につなげたい。 

 本単元では，導入で問題の具体的な場面を見せ，問
題の全体像をイメージしやすくなるよう工夫してい
く。そうすることで算数に苦手意識をもつ児童が，何
を求めているのかを図に表しやすくなると考える。 
 また，自力解決の前に見通しをもたせたり，全体交
流の前後にペアで考えを説明し合ったりさせ，立式や
説明ができるようにしたい。自信がない児童は全体で
説明をすることに抵抗感を示すため，全体交流の前だ
けでなく，全体交流の後にもペアでの説明をすること
で，だんだんと説明の仕方や考え方をつかんでいける
ようにしたい。 

○ ２つの数量の関係について，割合を用いた比べた方や百分率の表し方などを理解し，割合を用いて比べたり，
割合や百分率を求めたりする。                            （知識及び技能） 

○ ２つの数量の関係に着目し，倍の意味を基に，割合を用いた比べ方や表し方を図や式などを用いて考え表現す
る。                                  （思考力，判断力，表現力等） 

○ ２つの数量の関係の比べ方や表し方などを，図や式などを用いて考えた過程や結果を振り返り，多面的にとら
え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後の生活や学習に活
用しようとしたりする。                        （主体的に学習に取り組む態度） 

 

８月に実施したレディネステストにおいて，基準
量を求める問題での課題が見られた。立式はできて
いても，正しく図がかけていない児童が見られたこ
とから，問題の意味を理解しているのではなく，感
覚的に立式している児童もいると考えられる。 

算数 第５学年 尾道市立土堂小学校 指導者 谷川 友弥 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性・積極性  思考力・表現力 

どうやって比べたらいいだろうか 

５年 割合 



- 61 - 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 
評 

価 

規 

準 

２つの数量の関係について，割合を

用いた比べた方や百分率の表し方など

を理解し，割合を用いて比べたり，割

合や百分率を求めたりすることができ

る。 

２つの数量の関係に着目し，倍の意

味を基に，割合を用いた比べ方や表し

方を図や式などを用いて考え表現して

いる。 

２つの数量の関係の比べ方や表し方

などを，図や式などを用いて考えた過

程や結果を振り返り，多面的にとらえ

検討してよりよいものを求めて粘り強

く考えたり，数学のよさに気づき学習

したことを今後の生活や学習に活用し

ようとしたりしている。 

 
３ 指導計画（全１０時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

一 

 

 

割合が用いられている身の回りの事

象やその表し方について考える。（１） 

 

 
 

 
 
 もとにする量の「４割」や「２０％」

ってどういうことだろう。 

 

 

 割合が用いられていることに関心をも

っている。  【態度】（発言・ノート） 

二 

 
 
倍の意味を基にして，割合を用いた２

つの数量の関係の比べ方を図や式を用

いて考え説明する。（２）（本時２/１０） 
 
 
 
 
 
 
百分率や歩合の意味とその表し方を

理解する。（１） 
 
 
 
 
比較量の求め方を考える。（１） 

 
 
基準量の求め方を考える。（１） 

 
 
 
 練習問題に取り組む。（１） 
 
 和や差を含んだ割合の場合について，

比較量の求め方を考える。（１） 
 

 
 
 （比べられる量）÷（もとにする量）

で，もとにする量を１としたとき，比べ

られる量がいくつにあたるかを求めら

れるね。このように表した数を「割合」

というんだね。 
 もとにする量が変わると割合も変わ

るね。このとき，割合が１よりも大きく

なることがあるよ。 
 
 もとにする量を100にして表した割合

を百分率と言い○％と表し，0.1を１割

と表した割合を歩合と言うんだね。 

 割合は，百分率でも歩合でもどちらで

も表せるね。 

 

（もとにする量）×（割合）で，比べ

られる量が求められるね。 

 

（比べられる量）÷（割合）で，もとに

する量が求められるね。 

 

 

 

 

 ３０％引きとは１００％の代金から

３０％を引いた残りの７０％の代金の

ことだね。 

 
 
 ２つの数量の関係を比べるときに，全

体を１とみて部分の大きさを表して比べ

る方法を考え説明している。 
【思・判・表】（発言，ノート） 

もとにする量を考えて立式し，割合を求

めている。   【知・技】（ノート） 

 

 

 

百分率や歩合の表し方を理解し，割合を

百分率で表したり，百分率で表された割合

を小数で表したりしている。 

【知・技】（ノート） 

 

 

倍の第２用法の場面と統合的にとら

え，図や式を用いて説明している。 

【思・判・表】（発言・ノート） 

 基準量を求める式を導くのに，□を用

いた比較量を求める式を基に考え，説明

している。 

【思・判・表】（発言・ノート） 

基本的な問題を解決している。 
【知・技】（ノート） 

 割引の場面で，引かれる金額や割合に着

目して解決の仕方を考え，説明している。  

【思・判・表】（発言・ノート） 

三 

  

 

単元の学習の活用を通して事象を数

理的にとらえ，論理的に考察し，問題を

解決する。（１） 

 

 評価問題に取り組むとともに，学習を

振り返る。（１） 

 

 

 身の回りのいろいろなことは，割合を

使って表したり大きさを求めたりでき

るね。 

 

 割合で表すのはどういうことか分か

ったよ。 

 

 

 学習内容を生活に生かそうとしてい

る。     【態度】（発言・ノート） 

 

 

 自分の学び方や学習・生活とのつなが

りについて，振り返っている。 

 【態度】（発言・ノート） 

 
 
 
 

情報の収集 

ふりかえり 

整理・分析 

実 行 

課題の設定 

【本質的な問い】     割合ってどういうことだろう。 
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４ 本時の展開（２／１０） 
（1）本時の目標 
   基準量に対してどれだけシュートが成功したのかということに着目して，入った回数とシュートした回

数 
の関係を分数に表したり，数直線図で比較したりするなどの考え方を使って，誰がシュートの成功率がよ
い 

かを考えることができる。 
（2）観点別評価規準 
   基準量に対してどれだけシュートが成功したのかということに着目して，入った回数とシュートした回

数 
の関係を分数に表したり，数直線図で比較したりするなどの考え方を使って，誰がシュートの成功率がよ
い 

かを考えている。                                  【思・判・
表】 

（3）適用題の設定理由 
【A】では，本時の理解を図ることをねらいとしており，【B】では，前時の比較量を求める時に出てきた 

「〇％引き」の考え方を活用し，基準量を求めることができるかを見取ることで，今後の指導に生かす。 
（4）学習の展開 

学習活動 
指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 
評価規準（評価方法） 
予想される児童の反応 

１ 問題に出合
い，見通しをも
つ。  （5分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時のめあて
をつかむ。 

（3分） 
 
 
３ 自力解決をす
る。   （7分） 

 
 
 
 
４ 全体で話し合
う。   （10分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ 導入で何回中何回成功しているのかということに着目させる。 

 
 
 
 

 
○ Aさんと Bさんでは，Aさんの方がシュートがよく成功している
ことに気付かせる。 

○ 差では比べることができないことを押さえる。 
◆ A さんは８本中４本成功し，B さんは１０本中４本成功というこ
とから，Aさんは半分成功しているということに気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
◆ どうやったら解決できそうか見通しをもたせる。 
  ・分数で表して通分して比べる 
  ・分数で表して小数にした数を比べる 
  ・数直線図を使って比べる 
  などの考えが予想される。 
 
○ どの比べ方がよいのかに焦点を向け，小数で比べるよさに気付か
せたい。 

○ 児童の理解度に応じて，ペアで話し合う時間を確保する。 
◆ 児童のつまずきを把握するとともに，どうしたらできるようにな

るか，その続きを全体で考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 

シュートした回数と入った回数が違う時は， 
どうやって比べたらよいのだろうか。 

シュートした回数がば
らばらだな。 

Aさんと Bさんならすぐ
比べられそうだよ。 

 AさんとBさんは分かっ
たけれど，CさんやDさん
は比べられるの？ 

 Dさんは
９

１２
だから， 

９÷１２＝０．７５だから，

やっぱりCさんだね。 

シュートがいちばんよく成功したといえるのはだれですか。 

D さんがいちばんシュー
トを決めている。 

Aさんは
４

８
，Bさんは

４

１０

と表せるよ。そしたら A

さんは半分成功したこと

になるね。B さんは半分

より少ないね。 

 Cさんは
８

１０
，Dさんは

９

１２
を

それぞれ通分して大きさを

そろえます。すると，Cさん

は
４８

６０
，D さんは

４５

６０
となるの

で，Cさんの方がよく成功し

ている。 

 Cさんは
８

１０
だから， 

８÷１０＝０．８と小数で表

すことができるよ。 
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５ まとめる。 

（5分） 
 
 
 
 
６ 適用題を解
く。   （10分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 振り返る。 
         （5分） 

 
 
 
 
○ 「シュートした回数」が「もとにする量」であることや，「１」
にあたる数であることを確認する。 

◆ 数直線図で「１」の位置を揃えて提示することで，Cさんの方が
よく成功していることを視覚的に捉えさせる。また，Aさんとも比
較させることで「０．８」の方がよく成功しているということに気
付きやすくできると考える。 

 
○ 求めた「０．８」や「０．７５」はこれまでも「○倍」と表して
きたことを確認し，「○倍」のことを「割合」ということを押さえ
る。 

○ 割合＝比べたい量÷もとにする量で求めたことを確認する。 
 
 
 
 

 
 
○ 本時の学びについて振り返らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 基準量に対してどれだ
け成功したかに着目して，
シュートがよく成功した
方を考えている。 
【思・判・表】（ワークシー
ト） もとにする量がちがうものを比べる時には， 

割合を用いて比べるとよい。 

 割合でみると，C さんが一

番大きいから，よくシュート

が成功したと言えるね。 

入った回数（回） シュートした回数（回）

Eさん 7 10
Fさん 6 8

【A】 EさんとFさんではどちらがシュートがよく成功し

たといえるか説明しましょう。 

【B】 ひろしさんは２０回シュートしたうち１０回成功し 
  たので，シュートの成功した割合は「２０÷１０＝２」

で「２」であると考えました。この考え方は正しいで

しょうか。それとも正しくないでしょうか。理由を説

明しましょう。 
   また，この場面での正しい図は下の２つのうち，ど

ちらでしょうか。 
 ① 

 
 ② 
 

（回）

（割合）

0 10 20

0 1 □
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１ 単元について 
 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第６学年の「C 変化と関係」の内容に基づき設定した。小学校学習指導

要領には，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観                   （３）指導観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

 学級の実態 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

個へのアプローチ 

 

C（2）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ｱ）比の意味や表し方を理解し，数量の関係を比で表したり，等しい比をつくったりすること。 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
 （ｱ）日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて数量の関係の比べ方を考察し，それを日常生

活に生かすこと。 

 本単元では，比の意味や表し方を理解し，図や式などを用いて数量の関係の比べ方を考える力を付けること
をねらいとしている。第５学年の「割合」の学習では，数直線図や式を用いて，二つの数量の関係どうしの比
べ方を考え，日常生活に生かすことを学習してきている。本単元は，既習の割合の学習と関係づけて考えたり，
図や式を用いて数量の関係の比べ方を説明したりすることができる単元である。「割合」についての学習では，
系統的にテープ図や数直線図をかき，数量の関係を理解させたり根拠を説明させたりする学習を行ってきてい
る。本単元においても，数直線図や線分図をかくことで，立式することやその根拠を説明する力を育てること
ができると考えられる。 
 

算数科に関わるアンケートの結果，「算数の学習

では，前に習ったことを使って考えている」児童の

割合が 78％であった。既習を活用したり既習と関

連付けたりすることに課題があると考えられる。 

レディネステストの結果，問題に対して正しく立

式することができた児童は 97％，なぜその式にな

るのか図や言葉で説明できた児童は 80％である。

このことから，正しく立式することはできている

が，立式の根拠となる図がかけなかったり，式と図

を結び付けて説明したりすることに課題がある。 

線分図をかく手立てとして，絵図を用いて例えば
「比が５：７になるところでストップと言って。」
と問い，線分図上の５：７をイメージさせる。また，
ノート１マスにめもりを打って線分図をかくよう
に指導していく。全体で確かめる時間を設定し，全
員が問題に合う線分図がかけるようにさせる。自分
の考えをもつことができるようにするために，「問
題を解くために大切な数字は何？」「今までの学習
が使える？」と発問し，解決の見通しをもたせる。 

既習を活用して考えることができるという児童
の実態から，比の値を求める学習をする際には，割
合の学習で使った数直線図をかいたり，「○を１と
みたとき，△がどれだけにあたるのか」を表してい
ることを説明させたりすることで既習の割合と比
を関連付けて考えさせていく。また，５年で学習し
た割合を比で表す問題を解き，「表し方が違っても
同じ割合」ということに気付かせることで，比と５
年の割合を統合的に捉えられるようにしていく。 
 全体と部分の関係を考える比の問題場面では，立
式の根拠を説明するために既習の数直線図や線分
図を活用して，式と図を結び付けて立式の根拠が説
明できるように指導していく。 

 これまでの学習では２本の数直線図を用いて学

習をしてきているため，線分図をかくことに慣れて

いない児童が多くいると考えられる。 
 また，自力解決では，素早く自分の考えが書ける

児童となかなか自分の考えが書けない児童もいる。 

○ 比の意味や表し方を理解し，２つの数量の関係を比で表したり，等しい比をつくったりする。 
（知識及び技能） 

○ 比を用いた関係の比べ方を既習の割合と関連づけて統合的にとらえたり，図や式で考えたりする。 
（思考力，判断力，表現力等） 

○ 比でとらえたことや数学的に表現・処理したことを日常生活と関連付けたり今後の学習に活用したりし 
ようとする。                           （主体的に学習に取り組む態度） 

算数 第６学年 尾道市立土堂小学校 指導者 菅方 賢司 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
思考力・表現力  主体性・積極性 

比を使った割合の表し方を調べよう 

６年 比  
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２ 単元の評価規準 

観点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

比の意味や表し方を理解し，
２つの数量の関係を比を用いて
表している。 
比の値を求めたり等しい比を

見つけたりしている。 
比の性質を用いて，等しい比

をつくっている。 

既習の割合との関係に着目し
て，比の意味を統合的に考えて
いる。 
比の性質に着目して，線分図

や式を用いて，比例配分する方
法などを考えている。 

比でとらえたことや数学的に表
現・処理したことを振り返り，今後
の生活や学習に活用しようとして
いる。 

 

３ 指導計画（全９時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 評価規準（評価方法） 

 
 
 
 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 既習の割合を振り返り，課

題を設定する。（１） 

 

 

 

 

 

 

 
 比の意味と表し方について

理解する。（１） 
       
 
 比の値や等しい比の意味に

ついて理解する。（１） 
 

 
  

 

等しい比同士の関係を調

べ，等しい比のつくり方を考

える。（１） 

 

 比の性質や比の値を用い

て，比を簡単にする方法を考

える。（１） 

 

 

 

 小数や分数で表された比を

簡単にする方法を考える。        

（１） 

 

 

 「果汁２０％」だとどれだけ増えて

も同じ割合で混ざっている。「小さじ２

杯と３杯の割合」をどれだけ増やして

も同じ割合で混ざるようにするにはど

うすればよいだろうか。 

 

 

 

  
 
１とみる小さじの数量を変えればど

れも２と３の割合になっている。 

  

 

 a:bの比の値は，ｂを１とみたとき，

aがどれだけにあたるかを表している。

数直線図に表して考えるとよくわか

る。比の値を求めることは，５年で学

習した割合と同じことだ。 

 

 比の両方の数に同じ数をかけたり，

両方を同じ数で割ったりすると等しい

比が作れる。 
 
 比を表す２つの数を，公約数でわれ

ば，比を簡単にすることができる。等

しい比を使って考える方法と比の値を

求める方法の両方とも同じ数で割って

いる。 
 
 小数や分数の比は，整数に直してか

ら簡単な比に直すことができる。 
 

 
 
既習の割合を振り返り，既習の割

合の表し方との違いを考えている。 
【態度】（ノート，行動観察） 

     

 

  

 
 
 
１とみる量を変えることに着目し，

どれも同じ比だと考えることができ

る。【知・技】（ノート，行動観察） 

 

既習の割合と比を統合的に捉え，

比の値の意味を考えることができ

る。 

【思・判・表】（ノート，行動観察） 

 
 
等しい比の関係に着目し，等しい比

のつくり方を考えている。 

【思・判・表】（ノート，行動観察） 

 

 公約数に着目して，比の相等を分数

の相等と関連付けて考えている。 

【思・判・表】（ノート，行動観察） 

  

 

 

整数の比に直すことに着目し，比を

簡単にする方法を考えている。 

【知・技】（ノート，行動観察） 

課題の設定 

【本質的な問い】     割合を比で表すとどんなよさがあるのだろう。 
 

整理・分析 情報の収集 
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長さ４８㎝のロールケーキがあります。そのロールケーキ

をさとし君とさおりさんで１：１の割合になるように分け

ます。さとし君のロールケーキは何㎝ですか。 

長さ４８㎝のロールケーキがあります。そのロールケーキ

をさとし君とさおりさんで４７：１の割合になるように分

けます。さとし君のロールケーキは何㎝ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 

 

比の性質に着目し，比の一

方の値を求める方法を考え

る。（１） 
 
 
 

 比の性質に着目し，全体の

量を比例配分する方法を考え

る。（１）（本時８／９） 
 
 
 
 
 単元全体の学習を振り返

る。        （１） 

比の一方を１とみて，かけ算の式を

使って求めたり，等しい比をつくった

りすれば比の一方の量を求めることが

できる。線分図を使うと比や長さの関

係が分かりやすい。 

 

 比の全体を１とみて，かけ算の式を

使って求めたり，部分と全体の等しい

比をつくったりすると求めることがで

きる。 

 

 

 

 比は割合を２つの数で表す方法で，

５年で学習した割合は，割合を１つの

数で表す方法だということが分かっ

た。比で表すと，２つの量の関係が分

かりやすくなる。生活の中でも比を用

いているものを見つけたり比を使って

解く方法を考えたりしていきたい。 

 部分量にあたる比に着目して，比

の一方の量を求める方法を線分図や

比の性質を使って考えている。 
【思・判・表】（ノート，行動観察） 

 
 
 全体量にあたる比に着目して，全

体の量を比例配分する方法を，比の

性質や図を用いて考えている。 
【思・判・表】（ノート，行動観察） 

 
 
 
 比でとらえたことや数学的に表

現・処理したことを振り返り，今後

の生活や学習に活用しようとしてい

る。 
【態度】（ノート，行動観察） 

 
 

 

４ 本時の展開（８／９） 

（1）本時の目標 

   全体量にあたる比に着目して，全体の量を比例配分する方法を，比の性質や図を用いて考えることがで

き 
  る。 
（2）観点別評価規準 

 全体量にあたる比に着目して，全体の量を比例配分する方法を，比の性質や図を用いて考えている。                        

【思・判・表】 

（3）適用題の設定理由 

    適用題Aは，本時の学習で扱った見方・考え方を働かせて問題を解くことができるかを見取るために設定した。

適用題Bは，何を１とみているかの違いが説明できるかを見取るために設定した。 

（4）学習の展開  

学習活動 
指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

評価規準（評価方法） 

予想される児童の反応 

１ 問題に出合

う。  (7分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時の学習を掲示物でふり返る。 
○ 本時の問題に関連する問題を提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 絵図を用いて，それぞれの割合のイメージをもたせる。 
◆ 線分図を提示しながら答えを確認する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １：１だから４８㎝の半

分の２４㎝だ。 

 さとし君のロールケー

キは４７㎝だ。さとし君は

よくばりだな。 

 ふりかえり 
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長さ４８㎝のロールケーキがあります。そのロールケーキ

をさとし君とさおりさんで５：３の割合になるように分け

ます。さとし君のロールケーキは何㎝ですか。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあ

てをつかむ。            

     （5分） 

 

 

 

 

３ 自力解決を

する。 （6分） 

 

 

４ 全体で話し

合う。 （15分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
◆ ２つの問題の線分図を基に本時の問題の線分図をノートにかか 

せる。 
○ 前時との違いや児童のふり返りからめあてを立てるようにす 
る。 

 
 
 
◆ 問題を解く方法の見通しを交流する。 
◆ この問題を解くのに，「大切な数字って何？」と発問し，全体の 

割合や数量に着目させる。 
 
○ 見通し場面で出た意見を基に自力解決に取り組ませる。 

◆ 自力解決ができた児童や自信がない児童は，友達と解決方法を 
交流して自分の考えを広げたり確かなものにさせたりする。 

○ 数名の児童に黒板に解決方法を書かせる。 

 

○ 説明する児童には，「ここまで分かりますか。」など児童の反応 

を確かめながら説明させる。 

◆ 別の児童に説明させたり，ペアで説明し合ったりして考えを確 

かなものにさせる。 

 

① 【等しい比を作る考え方】 

 

 

 

 

 

② 【１あたりを求める考え方】 
 
 
 
 
 
 
③ 【全体を１として5/8にあたる数を求める考え方】 
 
 
 
 
 
 
○ 自分の考えを広げたり友達の考えを聞いて自分の考えを整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５にあたるところを求める方法を考えよう。 
 

 全体の長さが分かって

いるな。 

５：３のときも，さとし

君のロールケーキの方が

長いな。 

比の式を使って考え

ると， 

５：８＝X：４８になり

ます。X＝５×６をして

３０になるので，答え

は３０㎝になります。」 

 全体を１とすると，さと

し君のケーキの長さは全

体の 5/8 にあたりますよ

ね。だから，４８×5/8を

して３０㎝になります。 

 

 全体の割合の８を使っ

て考えることが大切だ。 
 １を使って考えること

が大切だ。 
 これまでに習った等し

い比を使って考えること

が大切だ。 

 さとし君のロールケー

キの長さを求めるから比

の５という数字は大切だ。 

 比の１つ分は４８÷８

＝６ですよね。さとし君の

ケーキの長さはその５つ

分あたるから６×５＝３

０で３０㎝になります。 

 

 ロールケーキ全体の割

合も大事だと思うから８

という数字も大切だ。 

 １あたりの数が分かれ

ば長さは分かりそうだか

ら１という数字も大事だ

と思うよ。 

48㎝
X㎝

さとし君（５） さおりさん（３）

〔８〕

48㎝
X㎝

さとし君（５） さおりさん（３）
5
8
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５ まとめをす

る。 （2分） 

 

６ 適用問題を

解く。 (10分） 

 

したりするために，ノートを整理する時間を作る。 
◆ 「今日のような問題を解くときに大切なことは何だろう。」と発 

問し，考えを整理させていく。 

 

 

○ 比の全体を１とみたり，線分図１あたりを求めて考えたり，比 
の式を使って考えたりできることを確認する。 

 

次のような問題についてA問題とB問題を解きましょう。 

 
 

 

 

 

 

A問題 

 

 

 

 

B問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全体量にあたる比

に着目して，全体の量

を比例配分する方法

を，比の性質や図を用

いて考えている。 
【思・判・表】 

（プリント） 

 

 

 

 

問題 
１２０枚の色紙を，たかしさんとまことさんで枚数の比

が２：３になるように分けます。たかしさんの色紙は何

枚になりますか。 

問題にあう線分図をかきましょう。また，たかしさんの

色紙を求めましょう。 

たかしさんの色紙を求める方法を，ゆうしさんは１２０

×2/3 で解きました。ゆうしさんの方法は間違っていま

す。ゆうしさんの考えは何が間違っているのでしょうか。

説明しましょう。 



- 69 - 

総合 第４学年 尾道市立土堂小学校 指導者 池田翔太  

   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 ○ 本校における総合的な学習の時間の目標及び本単元で育てたい資質・能力は以下の通りである。 

 

 

 

 

（１）単元観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

（２）児童観        （３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題発見・解決学習の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基礎・基本定着状況調査児童質問紙No13～27 

本単元においては，地域貢献を図る探究的な学習を行うことを通して，地域の小路に関する問題を取り上げ，

児童自ら課題を発見し，解決方法を考えて実行することで，児童の思考力，判断力，表現力等（課題発見・解決力）

と，主体的に学習に取り組む態度（主体性・積極性，尾道市民としてのアイデンティティ）を育てることをね

らいとしている。 
 本教材は，日本遺産に登録されている尾道の街並みの中で特徴的な小路を調べる中で，小路はただの路では
なく名前の由来や，歴史を感じる物や役割，小路の中にあるお店などそれぞれに魅力がある路であることに気
付き，尾道のよさを広げることができる教材である。しかし，調べる中で特徴的な小路の詳細を地元の市民や
尾道を訪れる観光客の認知度は低いことにも気付く。このことで児童の問題意識を高め，問題解決の実行に向
けて最善解を創造しようという課題意識を高めるために適した教材である。児童は地域の一員として問題解決
に参画することで，尾道市民としてのアイデンティティを高め，自己の生き方を考える際においても適した教
材である。また，本単元は国語科の「読む」，「書く」学習との関連も考慮し，目的に合わせた表し方の違い
を考えたり，収集した資料を根拠にしながら伝えたいことの中心を考え，まとめる言語活動を行ったりするな
ど，教科学習における探究的な学習を進めることもねらいとしている。 
 

本単元の課題発見・解決学習では，特に以下の点

を重点に取り組む。 
課題設定では，日本遺産のポスターを提示し，児

童が自由に気付きを出し合う中で，尾道の数多くあ

る有名なものの中で小路が使われているという疑

問を取り上げる。そして，その魅力を探るために地

域に出ることで学習に対する児童の興味・関心を高

める。 

整理・分析では，自分たちの気付きだけでなく，

地域の人や観光客の反応から，問題点を見つけ出

し，グループや全体で交流して方向性を決めるな

ど，仲間と協力して探究活動に取り組ませていく。

また，一度完成したリーフレットについて反応を返

してもらうことで，目的意識や相手意識をもって改

善していくことの必要性を感じさせていく。 

まとめ・創造・表現では，単元の終末ではなく，

試しに一度リーフレットを作成し，見た人の反応か

ら新たな視点を得ることでさらに改善していく。そ

の中で，目的達成のために情報を取捨選択し，分か

りやすく表現する力を育てていく。 

振り返りでは，コンピテンシー表を用いて資質・

能力について力が付いたことや今後の目標を自己

決定させ，自己評価する力の向上を図る。 

 質問紙調査※の結果，以下の実態が見られた。 

 課題設定では，解決しようとする課題に意欲的に

取り組んでいると答えた児童は，81％であった。課

題設定が苦手な児童は，「何を調べていけばよいか

わからない。」と答えており，児童自身に問題意識

が高まっておらず，解決したいという思いをもつこ

とができていない。 

 整理・分析では，これまでの学習で表やグラフに

まとめていることもあり，78％の児童が肯定的に答

えている。しかし，まとめ・表現をするに当たって，

整理・分析の段階で，目的意識や相手意識をもって，

調べたことの中から適切な情報は何かを分析でき

る児童は少なく，まとめ・表現の段階で，調べたこ

とをそのまま活用している児童が多い。 

 まとめ・表現では，調べた情報について目的意識

や相手意識をもって取捨選択したり，まとめたりす

ることに課題があるため，できた物を推敲したり，

改善したりすることに課題がある。 

 振り返りでは，学習を通して自分に付いた力を評

価する力が十分とは言えない。 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

課題発見・解決力 主体性・積極性 尾道市民としてのアイデンティティ 

 

尾道の小路の魅力を伝えよう 
 

郷土を素材とした活動や体験を通して，課題を自ら見出し，仲間と協力して探究活動に取り組む態度を育て 
るとともに，郷土への愛着を深め，郷土のよさを守ろうとする態度を育てる。本単元では，思考力，判断力，表

現力等（課題発見・解決力），主体的に学習に取り組む態度（主体性・積極性，尾道市民としてのアイデンティティ）の資質・

能力を育てる。 
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（４）単元の目標（めざす児童の姿） 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の評価規準 

観
点 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 

主体的に学習に取り組む態度 
意欲・態度 

（主体性・積極性） 
価値観・倫理観 

（尾道市民としてのアイデンティティ） 

評
価
規
準 

地域には様々な由来をも
つ小路が多くあり，その小路
には歴史があること，小路に
は役割があることなどを理
解している。 
地域の小路に関する問題

や今後の課題について概要
を知っている。 

 

地域の問題に気付いて学習
課題を設定している。 
様々な資料や聞き取りなど

を活用して適切に情報を収集
し，収集した情報を目的に応
じて整理している。 
伝えたいことの中心を考

えて表現し，自他の発表を
比べながら聞いている。 
コンピテンシーに基づいて

自己評価し，次の目標を書い
ている。 

地域の小路に関する学習課
題に対して関心をもち，進ん
で学習計画を立てている。 
地域の問題解決のために進

んでアイデアを創造し，取り
組もうとしている。 
他の人の意見も取り入れて

リーフレットなどの改善案を
考えている。 
これからの自分の生き方に

ついて考え，生活に生かした
いことを考えている。 

地域の小路や歴史を保存
したいという地域の人々の
願いを大切にしている。 
地域の一員として地域の

歴史の伝承に貢献すること
の意義や素晴らしさを感じ
ている。 

 

３ 本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

本単元においては，地域の小路に関する問題を題材として取り上げ，地域に住む人々とのかかわりを通して
地域の小路に関する問題に気付き，解決方法を創造して実行する活動を中心とした単元を構成することで，児
童の主体的な課題発見・解決学習を支援する。これらのことを通して，地域の小路に関する現状と人々の願い
についての理解（知識）を深め，情報収集や整理・分析，振り返りなどを繰り返しながら探究活動に慣れるこ
とで課題発見・解決力（思考力，判断力，表現力等）を育成する。また，地域のために役に立ちたいという思
いを抱かせることで主体的に学習に取り組む態度（課題解決への主体性・積極性や尾道市民としてのアイデン
ティティ）を育成する。 

 

４ 指導計画（全２９時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 
評価規準 

（評価方法） 

教科の課題 

発見・解決学習 

一 

 
 
 
 日本遺産のポスター
を見て，気付いたことを
話し合い，小路について
知っていることを出し
合う。（１） 
 
 
  
 
尾道の小路の場所や

名称について商店街を
歩いて確かめる。（４） 
 
 
 
調べて分かったこと

を地図上に整理したり，
交流したりする。（１） 

 
 
 
このポスターの場所を知っ

ているよ。日本遺産のポスター
に何で小路が使われているの
かな。小路の魅力って何かな。 
 
 
 
 
 
尾道には，小路がたくさんあ

るな。それぞれに違う名前がつ
いているな。小路にはそれぞれ
特徴があるな。 
 
 

お地蔵さんや井戸がある小

路もあったよ。小路によって幅

や長さが違ったよ。自分はこの

小路が好きだな。 

 
 
 
クラスでの話合いを通し

て，小路の場所について興味
をもっている。【主体性・積
極性】（ワークシート） 

 
 
 

 
 
小路を歩いてみて発見し

たことや疑問に思うことを
積極的に見つけている。【主
体性・積極性】（ワークシー
ト） 
 
調べて分かったことや気

付いたことを交流している。
【主体性・積極性】（ワーク
シート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○ 地域の小路には，それぞれ名前の由来，歴史，役割や特徴があることを知る。    （知識及び技能） 
○ 探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら解決方法を考え，目的意識をもって情報収集，整理・分
析，自己評価するなど，問題を解決する方法を身に付ける。         （思考力，判断力，表現力等） 

○ 地域の小路に関する問題の解決方法を考えることを通して，地域の役に立ちたいという思いをもって，主
体的，協働的に課題を解決したり，自己の生き方を考えて実践したりしようとする。   （意欲・態度） 

○ 地域の小路に関する問題の解決に向けて解決方法を創造し実行することで，地域の一員としての自覚をも
ち，尾道の歴史や地域の人々の生き方を大切にする。               （価値観・倫理観） 

 

課題の設定 

整理・分析 

情報の収集 

       尾道の小路の魅力って何だろう。 
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二 

 
 

 
尾道に小路が多い理

由や名前の由来などに
ついて疑問をもち，学習
課題を設定する。（１） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
  
情報収集するための

方法を話し合う。（１） 
 
 
 
 

 
 
インターネットや本

などの資料を使ったり，
地域の方々にインタビ
ューしたりして情報を
収集する。尾道の歴史や
小路に詳しい方から話
を聞いたり質問したり
する。（５） 

 
 
 
 
情報を収集して分か

ったことを整理する。

（１） 
 

 
グループで試しに１

つ小路を選んで，実際に
リーフレットを作り，地
元の人に配ったりお店
に置かせてもらったり
する。（４） 

 
 
自分達が作ったリー

フレットに対して地元
の人や観光客の反応を
知り,課題を考える。
（１） 

 
 
 

 

 
 
 
 小路の名前や様子がわかっ
た。リーフレットを作って小路
を知らない人たちに伝えよう。 
魅力が伝わるにはどんな情報
を載せたらいいかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 インターネットや本で調べ
るといいと思う。過去の4年生
が調べた資料を使おう。地域の
人にインタビューするとわか
るかな。 
 
 
 

名前が付いている小路はや

はり理由があったんだな。お寺

や神社への参道としてできた

小路もあるんだな。おもしろい

民話もある。 
すごい！豊臣秀吉も小路を

通っているんだ！研師がいた
から研屋小路という名前が付
いているんだ。お寺や神社に行
くために小路ができたんだな。         
でも，地域の人に聞いてみた

けど，小路のことを詳しく知ら
ない人が多いぞ。観光客は小路
自体知らない人もいたぞ。 
 
 
 
尾道の街の特徴である小路

をたくさんの人にもっと知っ
てほしいな。このことを地域の
人や観光客に広めたい。 
 

 
 
 
小路のことはよく分かった

という意見が多い。小路の魅力
が伝わったといえるのだろう
か。やはり実際に行ってもらわ
ないと伝わったとは言えない。 
 

 
 
 

 

 
 
 
 小路に関する疑問を考え，
学習課題を設定している。【思
考力，判断力，表現力等】（ワーク
シート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査をするために，役割分

担や方法などを考えている。
【主体性・積極性】（ワーク
シート） 
課題を解決するために，必

要なことについて適切にメ
モを取っている。【知識及び技
能】（ワークシート） 

 
 
 
 
 
収集した情報を整理して

いる。【思考力，判断力，表現力等】

（ワークシート） 
整理したことから小路に

関する地域の問題を考えて

いる。【思考力，判断力，表現力等】

（ワークシート） 
 
 
調べたことの中から，伝え

たいことを考えて，分かりや

すく表現している。【思考力・

判断力・表現力等】（ワークシー

ト） 
 
調査の結果から，新たな学

習課題を設定している。【思考

力，判断力，表現力等】（ワークシ

ート 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 

「たしかめながら話を

聞こう」（４）で話の内

容を確かめながらメモ

する力を育てる。 

 

国語科 

「お願いやお礼の手紙

を書こう」（４）で目的

に合わせて手紙を書く

力を育てる。 

 

 

 

国語科 

「広告を読みくら

べよう」（８）で文

章を読み比べ，目的

に合わせた表現の

違いを読み取る力

を育てる。 

課題の設定 

・小路の名前にはどんな由来があるのだろう。（由来） 
・小路はいつできたのだろう。（歴史） 
・どうしてたくさんの小路があるのだろう。（役割） 
・小路の幅や長さはどのくらいなのだろう。（道や幅） 
・それぞれの小路にどんな特徴があるだろう。（豆知識） 
・小路にはどんなお店や建物があるのだろう。（お店や建物） 

情報の収集 

整理・分析 

地元の人や観光客に小路の魅力が伝わるには，小路のことを知ってもらうだけではな

く，実際に行ってもらうことが大切だ。小路に行ってみたいと思うようなリーフレッ

トに改善しよう。 

課題の設定 

まとめ・創造・表現 

       尾道の小路の魅力を伝えるリーフレットをつくろう。 
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三 

 

 

 小路に行ってみたいと思

ってもらえなかった原因を

分析し，解決策を考える。   

（１） 本時（２０/２９） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 課題を解決するために，

もう一度小路を調査しよ

う。（２） 

 

 

 

リーフレットを書く

（４） 

 

 

 

 

役割を決め，あいさつの

練習をする。（１） 

  

リーフレットのお願いに

行く。（１） 

  

  

 単元で身に付いた力と学

び方を振り返り，自分の生

き方を考える。（１） 

 

 
 
 
リーフレットにどんな情報

を載せたら小路に行ってみた
いと思うのだろう。 
小路の魅力を伝えるキャッ

チフレーズがあるといいな。 
小路に行くと役に立つ情報

やその小路にあるきれいな景
色やすごい物やおいしいお店
の情報を伝えると行ってみた
いと思ってもらえるな。 
ＱＲコードを活用してリー

フレットに入りきらなかった
情報を載せよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく分かってもらえたとこ

ろはそのままで，行ってみたい

と思ってもらえることを工夫

して書こう。 

 

 

言葉遣いやあいさつには気

を付けよう。 

 

 

 

 

 

小路の学習をして，名前の由

来や小路がある理由など初め

て知ったことばかりだった。小

路は尾道が暮らしやすくなる

ために作られたり，古い歴史が

あったり，あまり小路について

は知られていないことがわか

ったので，これからは僕たちが

小路のことを伝えていきたい。 

 
 
目的意識や相手意識を

もって，リーフレットの

内容の改善策を考えてい

る。【思考力，判断力，表現力

等】（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 課題を解決するため

に，目的意識や相手意識

をもって調査することが

できる。【主体性・積極性】

（ワークシート） 

 

伝えたいことの中心を

考えて，分かりやすく表

現している。【思考力，判断

力，表現力等】（ワークシー

ト） 

 

 友だちの意見を取り入

れリーフレットを作成し

ている。【主体性・積極性】

（ワークシート） 

 

 

 

尾道市民として，学習

を通して，これからの自

分の生き方や生活に生か

したいことを考えてい

る。【尾道市民としてのア

イデンティティ】（ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ・表現  

   実 行 

  ふりかえり 

整理・分析 

情報の収集 
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５ 本時の展開（２０／２９） 

（1）本時の目標 

  目的意識や相手意識をもって，リーフレットの内容についての改善策を考えることができる。 

（2）観点別評価規準 

目的を達成するために，原因を分析して，改善策を考えている。 

                                         【思・判・表】 

（3）学習の展開   

 

学習活動 
指導上の留意点（◯） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

評価規準（評価方法） 

予想される児童の反応 

１ これまで

の学習を想

起する。 

 

 

２ めあてを

設定する。 

 

 

３ 見通しを

もつ。 

 

 

 

４ 個人で考

える。 

 

 

５ グループ

で考える。 

 

６ 全体で考

える。 

 

７ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

８ 振り返る。 

    

◯ 前時までの学習を振り返らせる。（試しにリーフレットを作ってみたが 

リーフレットを見て，小路に行ってみたいと思ってもらえていない。） 

◯ アンケート結果を集計したものを提示し，行ってみたいと思わなかった

数を表にして実感させる。 

 

○ 本時で何を学ぶのか全体で確認する。 

  

 

 

○ 座標軸による分類の仕方を紹介し，軸を何にするか確かめる。 

・小路の魅力を伝えるために必要 

・行ってみたいと思わせるために必要 

◆ 本時でどんな力を付けたいかコンピテンシー表を見て確認させる。 

 

○ 「小路の由来」，「小路の役割」，「道の幅や長さ」，「お店や建物」，「歴史」，

「豆知識」などの情報が，座標軸のどの位置にあたるか，また，そう思う

理由を考える。 

 

◯ 個人の意見を各グループで話し合い，考えをまとめる。 

 

 

◯ 全体でリーフレットの改善が必要な情報について話し合う。 

 

 

 
 
 
○ 課題を解決するために，これからどんな学習をしなければならないか個 

人やグループでめあてをもたせる。 

○ これからの学習について発表させる。 

 

○ 話し合ったことを基に，自分たちのグループが行う表現方法を決める。 

○ 今日の授業でどんな力が付いたか，考えの変容などをコンピテンシー表 
に書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的を達成するため
に，原因を分析して，
改善策を考えている。           
【思・判・表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より魅力が伝わるリーフレットにするために、どの情報を改善すればよいか

考えよう。  ２つの条件に当
てはまる情報を改
善すればいいな。 

 道の幅や長さは
実際に行ってもら
えば分かることだ
から改善の必要は
ないな。 

 小路に行ってもらう
ためには，地元の人や観
光客の反応を見て，もっ
と相手のことを知って相
手が行ってみたいと思う
小路の情報をリーフレッ
トに書く必要があること
が分かりました。 

 このままでは，地元
の人や観光客に小路
に行ってみようと思
ってもらえない。どう
すればいいのかを話
し合えばいい。 

 

 地元の人は小路に
何か役に立つ物，観光
客には，その小路にあ
るすごい物やおいし
いお店の情報がある
と行ってもらえると
思うな。 

 小路に行ってもらうために必要な情報を書き直したり付け加えたりし

て，もう一度リーフレットを作り直す。もう一度小路に調査に行く。 
今すぐには解決で

きない問題もあるな。
もう一度，小路に行っ
て調査が必要だ。 
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１ 児童観 

  本学級は，６年男子１名，１年女子１名の計２名の自閉症・情緒障害特別支援学級である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 題材について 

○ 特別支援学校学習指導要領解説自立活動編の次の項目を受け，児童の実態をふまえて設定している。 

 

 

２. 心理的な安定 

（１）情緒の安定に関すること。（Ａ児） 

３．人間関係の形成 

  （１）他者とのかかわりの基礎に関すること。（Ａ児） 

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。（Ｂ児） 

６．コミュニケーション 

  （２）言語の受容と表出に関すること（Ｂ児）   

資質・能力に関する実態 

本学級の児童は，自立活動や交流学級での活動を通して，友達との関わり方について学習を積み重ねてきている。
また，すみれ学級と合同で自立活動を行う機会も計画的に設定している。 
４月当初の二人の様子は，ぎこちなく，お互いどのように接すれば良いか分からないようであった。特に６年生は，

１年生に何を教えてあげれば良いか分からず，自分から話しかけることは，ほとんどなく，担任から指示されたこと
を伝えるだけであった。しかし，二人で行う自立活動やモジュール，授業中の関わりを通して，６年生から声をかけ
る機会が増えてきた。そのため，お互い，さくら学級では，落ち着いて学習活動に取り組むことができている。その
一方で本学級の児童は，友達と上手く言葉のキャッチボールをすることが苦手で，自己肯定感が低い児童や興味や関
心の幅が狭く，他者への関心が低いことから，相手とのコミュニケーションの取り方について課題がある。 
「ジェスチャーゲーム」を行った時の１年生は，絵カードの生き物の動きを体でどのように表現したらよいか分か

らない不安と人前で表現することへの恥ずかしさから，しゃがみこみ，１問目は，出題することができなかった。そ
して，「絵描きクイズ」を行った時の６年生は，１年生に「さ」や「い」の付くものとして「山陽」を表す地図をかい
たり，「インゲン豆」をかいたりしたため，１年生には，問われた内容が難しく答えることができなかった。 
個々の児童の様子は次の通りである。 

Ａ児 
（１年） 

一緒に楽しく遊びたい気持ちはあるものの，ルールが理解できず一緒に遊ぶことができなかった

り，上手くできなかったりした過去の経験による成功体験の少なさから，自分にはできない，でき

ないかもしれないという否定的な見通しが先行しやすい。そのため，自己肯定感が低い傾向にあり，

友達と関わることに不安を感じやすい。しかし，活動に慣れ，見通しがもてると，安心して活動に

参加できるようになってきている。 
Ｂ児 

（６年） 
自分が興味・関心をもっている事柄については，喜んで話したり，尋ねたりすることができ，話

を聞くこともできる。また，好きな活動に対して意欲的に取り組むこともできる。その反面，夢中

になると，一方的な話や単独行動になりやすい傾向にある。自分と相手それぞれが得ている知識や

情報量，興味・関心に差があること等，相手の立場に立って考えることが苦手である。また，相手

に伝えたい思いや関わりたい思いがある一方で，自分の思いを相手に分かりやすく，順序立てて話

すことが苦手なため，同学年児童とのコミュニケーションが取りにくい。 
 

自立活動 さくら学級 尾道市立土堂小学校 指導者 黒飛 美稲 

 
 
 
 

題
材
名 

本題材で育成する資質・能力  

 

 

 

  コミュニケーション   

           「これな～んだ！」  

         ～楽しくやりとりしよう～ 
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（１）題材観 

 

 

（２）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）題材でめざす児童の姿 

 

３ 題材の評価規準 

Ａ児 
（１年） 

・ゲームの進め方やルールを理解し，安心してゲームに参加することができる。 
・問題のヒントを３つ考えたり，間違いを恐れずに答えたりすることができる。 

Ｂ児 
（６年） 

・出題の順番や言葉の難易度を考え，相手が楽しめるヒントを考えることができる。 

・ヒントを出すタイミングを相手の様子を見ながら行うことができる。 

 

４ 本題材において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

本題材では，相手に当ててほしい物の名前を３つのヒントを出すことで答えてもらったり，自分が答えたり
するゲーム活動を行う。このゲームを行うには，ルールを理解し，相手と楽しもうとする気持ちや相手を意識
した出題の仕方が必要である。これは，学校生活においてコミュニケーションの力を身に付けることに繋がる
と考える。 
 

 

 

 

 

本題材では，簡単なゲームを通して，コミュニケーションの基礎となる「自分の考えを話す」「相手の話を聞く」

の力を身に付けることをねらいとする。連想ゲームは，人とかかわる楽しさを味わうことができるだけでなく，自

分の考えが人に伝わる喜びを経験することができる。また，相手に分かりやく伝えるためには，物の特徴を表す言

葉を選ぶことが大切だと気付き，成功体験をすることで，自分の考えを相手に伝える喜びや楽しさを味わうことが

できると考える。 

Ａ児 
（１年） 

ゲームの進め方やルールの説明を落ち着いて聞き，安心して人と関わる。 

Ｂ児 
（６年） 

聞き手側がイメージしやすい出題の仕方や言葉の選び方を考え，一緒に楽しくゲームをする。 

 
本題材では，まず，児童がお互いに馴染みのある生き物や食べ物を題材とした絵カードを活用することで

意欲を喚起するとともに視覚的に分かりやすくし，自信をもって物を表現する言葉が使えるようにする。 
そして，担任がデモンストレーションを行い，ルールの確認を十分行うことで児童が見通しをもち，安心

して活動に取り組むことができるようにする。 
また，自分の考えを伝える際には，ワークシートを用意し，思考を整理したり，伝える内容をあらかじめ

書き留めたりして安心して出題できるように，解答方法を個に応じて工夫する。 
このような学習を通して，相手に伝えるために言葉を選んだり，順序立てて説明したりすると，自分の考

えが相手に伝わり，理解してもらうことができたという成功体験を積み重ね，自己評価を高めることにつな

げていきたい。さらに，自分の言葉で伝えることへの自信をコミュニケーションの資質・能力の向上を図る

ことにもつなげていく。 
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５ 指導計画（全３時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 
評価規準 

（評価方法） 

一 

表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
よ
う 

（１） 

 
表現の仕方を考える。     （１） 

 

 

自分が持っている物を相手に見せない

で，何であるかを当ててもらうには，ど

んな表現方法があるか考える。 

 

 

 

   

  

スリーヒントゲームの仕方を知る。  

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

相手に物の名前を言わないで，自分が持って

いる物を当ててもらうには，どんなことを伝え

たらいいかな。 

・色や形 

・何をするための物 

 ・大きさなど 

 

 

 

ゲームをおもしろくするためには，３つのヒ

ントで当ててもらう。 

どの順番でヒントを出せばいいかな。 

・まず，何の仲間か話そう。 

・次に，形や色，大きさなどを話そう。 

・最後に１番分かりやすい特徴を話そう。 

聞き取れなかったときは，どうすればいいか

な。 

・「もう一度言って下さい。」とお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ児 

ゲームの進め方やルールを理

解し，安心してゲームに参加す

ることができる。 

【心理的な安定２－（１）】 

（行動観察・ワークシート） 

Ｂ児 

 出題の順番や言葉の難易度を

考え，相手が楽しめるヒントを

考えることができる。 

【人間関係の形成３－（２）】 

（行動観察・ワークシート） 

 

二 

ス
リ
ー
ヒ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
。 

 
 

 スリーヒントゲームを行う。 

（１）（本時３／３） 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

ゲームが楽しくできた理由を考える。 

 

 

 

 

 

自分の目標が達成できたかふりかえ

る。 

 

 
  
 ゲームを面白くするためには，どんなことか

らヒントを出したらよいだろう。 

 ①何の仲間か（食べ物・虫・動物） 

②大きさや色や形 

③１番分かりやすい特徴 

 ヒントを出す人の話し方はどんな話し方を

するとよいだろう。 

・はっきり，ゆっくりと話そう。          

答える人は，最後までヒントを聞いてから答

えよう。 

 

楽しくゲームをするために大切なこととは

何だろう。 

ルールは守る。 

ヒントを出す順番や話し方に気を付ける。 

間違えても大丈夫。 

 

３つのヒントを考えたり，答えたりすること

が楽しくできた。 

ヒントの出し方を工夫したり，分からないと

きには，質問したりすることができた。 

 

Ａ児 

クイズのヒントを３つ考えた

り，失敗を恐れずに答えたりす

ることができる。 

【人間関係の形成３－（１）】 

（行動観察・ワークシート） 

Ｂ児 

 相手の様子を見ながらヒント

を出したり，３つのヒントで分

かりにくいときには，質問をし

たりすることができる。 

【コミュニケーション６－（２）】 

    （行動観察・ワークシート） 

 

 

６ 本時の展開（３／３時間） 

（１）本時の目標 

Ａ児…スリーヒントゲームのルールが分かり，ゲームを通して，友達とやり取りをすることができる。 

【人間関係の形成３－（１）】 

Ｂ児…聞き手の様子を把握し，相手に分かりやすく伝えたり，質問したりすることができる。 

   【コミュニケーション６－（２）】 

 

課題の設定 

【本質的な問い】どんなヒントを出せば相手に分かってもらえるかな。 

ふりかえり 

整理・分析 

まとめ・創造・表現 

情報の収集 
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（２）観点別評価規準 

Ａ児…クイズのヒントを３つ考えたり，失敗を恐れずに答えたりすることができる。 

【人間関係の形成３－（１）】 

Ｂ児…相手の様子を見ながらヒントを出したり，３つのヒントで分かりにくいときには，質問したりす

ることができる。 

   【コミュニケーション６－（２）】 

（３）学習の展開 

学習活動 

指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

予想される児童の反応 

評価規準（評価方法） 

 

１ ウォーミングアッ

プゲームを行う。 

 ・「さわってさわって

何でしょう」 

２ 本時の学習課題を

つかむ。 

 

 

３ 自分のめあてを確

認する。 

４ スリーヒントゲー

ムの仕方を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スリーヒントゲー

ムをする。           

 

 

 

 

６ まとめとふりかえ

りをする。 

  

 

 

 

○ 物の特徴を考えることがポイントであることを伝える。 

 

 

 

○ 学習活動を提示し，めあてと本時の活動を明確にする。 

◆ タイムスケジュールを示し，見通しをもたせる。 

 

     Ａ児              Ｂ児           

○め                 ○め           

○ 例を示した後，ルールの確認をする。 

 

 

◆ ワークシートを拡大した物を掲示し，記入しながらヒントの出し方を示す。 

◆ 答えるときには，最後までヒントを聞いてから答えるルールを確認する。 

◆ 話すときのポイントについて押さえておく。 

〇 ３つのヒントで答えられなかったときのことを想定し，対処法を考えさせ

る。 

◆ Ｂ児からＡ児へのヒントの追加希望が考えられるが，Ａ児にヒントが考えら

れない場合は，Ｂ児に質問することもできると助言する。 

〇 相手に出題するヒントをワークシートに書き，出題は，交代で行う。 

◆ ワークシートは個に応じたものにする。 

◆ Ａ児の様子を確認し，ヒントが考えにくいようであればサポートする。 

◆ 聞き取れなかったことや答えが分からないときは，勇気を出して相手にお願

いすることが大切であることを助言する。 

 

〇 ゲームを一緒に楽しく行うために大切なことは何か考える。 

◆ ルールを守ることやヒントの出し方を工夫することは，お互いが楽しむため

に大切なことだと伝える。 

○ 自分のめあてが達成できたかふりかえる。 

◆ ３つのヒントで答えられなかったり，誤答があったりしても楽しくゲームを

することができたことを肯定的に評価する。 

◆ 児童の自己評価に加え相互評価を発表させることで，満足感をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ児 

クイズのヒントを３つ

考えたり，失敗を恐れずに

答えたりすることができ

る。 

【人間関係の形成３－（１）】 

（行動観察・ワークシート） 

Ｂ児 

 相手の様子を見ながら

ヒントを出したり，３つの

ヒントで分かりにくいと

きには，質問をしたりする

ことができる。 

【コミュニケーション６－

（２）】 

 （行動観察・ワークシート） 

スリーヒントゲームをしよう。 

相手の様子を見ながらヒントを

出したり，質問したりする。 
クイズのヒントを３つ考えたり，ク

イズに答えたりする。 

「もう一度言って下さい。」とお願いすればいいんだ。 

すぐに答えが分かるヒントは３つ

目に出した方がよかったよね。 
 

どんなヒントを出そうかな。 

１つ目は，何の仲間なのか伝えるん

だったよね。 

・３つのヒントを考えるのは，少し難しかったけれど，答えを考えるのは，楽しくできた。 

・ヒントの出し方を工夫したり，分からないときには，質問したりすることができた。 

・当ててくれて，うれしかった。 

どんなカードかな。 

「分からないので，もう１つヒントをく

ださい。」とお願いしよう。 

はっきり，ゆっくり 
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１ 児童観 

  本学級は，４年女子２名，６年女子１名の計３名の聴覚障害特別支援学級である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 題材について 

○ 特別支援学校学習指導要領解説自立活動編の次の項目を受け，児童の実態をふまえて設定している。 

 

 

６．コミュニケーション 

  （３）言語の形成と活用に関すること  （Ａ児） 

６．コミュニケーション 

  （２）言語の形成と活用に関すること  （Ｂ児） 

３．人間関係の形成 

  （２）他者の意図や感情の理解に関すること  （Ｃ児） 

資質・能力に関する実態 

本学級の児童はこれまで，聴覚障害の特性ゆえ，読む人の立場に立って文章を書くことに課題があった。その

ために，まず，作文や授業のふりかえりなどで自分の考えを言葉や文章で伝えることに重点を置いて授業をして

きた。少しずつ読む人に伝わるように書こうとする様子が見られるようになってきたが，自分の考えていること

や気持ちを相手の立場に立って考えられず，自分目線で話したり書いたりすることがある。また，書き手の意図

を十分考えないまま，思い込みで内容を理解することがある。 
個々の児童の様子及び聴力レベルは次の通りである。 

平均聴力レベル 

着用閾値 

Ａ児 
（４年） 

他者の感情や様子について具体的に書き表すこと

でより魅力的な文章が書けるようになることを目指

している。そのために，たくさん本を読み，主体的

に様々な文にふれていくことが必要である。 

右  ７０．０ｄｂ 

   １８．８ｄｂ  （補聴器） 

左  ６０．５ｄｂ 

  ２０．０ｄｂ   (補聴器) 
Ｂ児 

（４年） 
言葉の意味に関心が高く，意欲的に辞書で調べて

いるため語彙が豊富である。しかし，文章を書くと，

自分の思いや感じたことを書き連ねるだけの文章に

なりがちである。また，独特な言い回しを使う傾向

がある。 

右  ６２．５ｄｂ 

   ３７．５ｄｂ  （補聴器） 

左  ５２．５ｄｂ 

   ３０．０ｄｂ   (補聴器) 

Ｃ児 
（６年） 

あったことやその時の感情を文章にすることはで

きるが,相手の立場に立って様子や感情を表す言葉

を選んだり，文章に書き表したりすることが苦手で

ある。 

右  １０１ｄｂ 

   ４６．５ｄｂ  （補聴器） 

左  １００ｄｂ 

   ２３．８ｄｂ  （人工内耳） 

 

自立活動 すみれ学級 尾道市立土堂小学校 指導者 田邊 日向子 

 
 
 
 

題
材
名 

本題材で育成する資質・能力  

 

表現力・コミュニケーション 

どうすれば伝わるかな 

～読む人にとって分かりやすい文章を書こう～ 
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（１）題材観 

 

（２）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）題材でめざす児童の姿 

 

３ 題材の評価規準 

Ａ児 
（４年） 

・分かりやすい文章にするためにどうすればよいか説明できる。 

・比喩表現などを用いた文章に改善することができる。 

Ｂ児 
（４年） 

・分かりやすい文章にするための改善点を見付けることができる。 

・簡潔で分かりやすい文章に書き直すことができる。 

Ｃ児 
（６年） 

・分かりやすい文章にするための改善点を見付けることができる。 

・５Ｗ１Ｈを使った文章に書き直すことができる。 

 

４ 本題材において育成しようとする資質・能力とのかかわり 
本題材は，自分が書いた作文を推敲する活動を通して，言語を受容し表出する力を育成することに繋がる。

また，推敲した作文を交流し合い，お互いの改善点を伝え合うことを通して，多様な相手の考えを理解しよう
とするコミュニケーション力を育成できると考える。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

本題材では，自分が書いた作文を推敲することで，読む人にとってより分かりやすい文章を書くことができるよ

うになることを目指す。そこで，意図が分かりづらい作文を読ませ，読み手の立場に立って不十分な部分に気付か

せ，添削させる。さらに，自分が書いた作文を読み直し，自分が伝えたいことを相手に分かりやすく伝えるために

は，どのような言葉を用いてどのような文章にすればよいかを考えて推敲させることで，表現力の向上を目指す。

また，推敲した文章を発表し合うことで，お互いの改善した部分に気付かせ，肯定的評価をし合うことで達成感を

味わうことができると考える。 

Ａ児 
（４年） 

文章表現の技法を知り，文章を書く活動に生かす。 

Ｂ児 
（４年） 

伝えたいことを読む人の立場に立って，文章を書く。 

Ｃ児 
（６年） 

自分の思いや考えを書き表すことに関心をもち，文章表現することに意欲をもつ。 

 
本題材では，まず，意図が分かりづらい文章を読むことで，文章の分かりづらさを実感させる。なぜ分かりに

くいのか，どうすれば分かりやすい文章になるのか，伝わる文章を書くためのポイントに気付けるようにする。 
そして，今まで書いた自分の作文を読み返し，改善の余地がある作品を選び，見つけたポイントを意識してそ

の作文を推敲する。推敲する前の文章と推敲した後の文章を発表し合い，お互いのよくなったところを伝え合う

活動を行う。また，作文を推敲する際には，５W１Hなど（ナンバリング，比喩表現，まとめる言葉）の分かり

やすい文章にするためのポイントを提示し，確認しながら文章を書き直せるようにする。 
このような学習を通して，自分が伝えたいことが文章で伝わる喜びを感じることで，書くことに意欲的に取り

組めるようにしていきたい。 
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５ 指導計画（全３時間） 

次 学習活動 児童の思考の深まり 
評価規準 

（評価方法） 

一 

な
ぜ
分
か
り
に
く
い
の
か
考
え
よ
う 

 
 
 
例文を読んでより分かりやすい

文章にするにはどうすればよいか

を考える。（１） 

 

 

 

どうすれば分かりやすい文章に

なるかな。 

 

 

Ａ児 

文章が伝えたいことを推測し，分かりやすい文章にするた

めにどうすればよいか説明できる。 

【コミュニケーション６－（３）】（行動観察・ワークシート）           

Ｂ児 

文章を分かりやすくするためにどうすればよいか改善点を

見付けることができる。 

【コミュニケーション６－（２）】（行動観察・ワークシート） 

Ｃ児 

 どうすれば分かりやすい文章が書けるのか理解することが

できる。 

【人間形成３－（２）】     （行動観察・ワークシート） 

二 

文
章
を
推
敲
し
よ
う 

 
 
 
自分が書いた作文を推敲する。

（１） 

 
  
 
 この書き方だと読む人には分か

りにくいんじゃないかな。 
 
 

Ａ児 

     さらに魅力ある文章にするためにどうすればよいか考える

ことができる。 

【コミュニケーション６－（５）】（行動観察・ワークシート）           

Ｂ児 

分かりやすい文章になるように，推敲をすることができる。 

【コミュニケーション６－（２）】（行動観察・ワークシート） 

Ｃ児 

５Ｗ１Ｈを意識して，推敲することができる。 

【人間形成３－（２）】     （行動観察・ワークシート） 

 

三 

分
か
り
や
す
い
文
章
に
し
よ
う 

   
 
  
 自分の作品を推敲し，交流する。

（１） 

（本時３／３） 
 

 

 

 自分の目標が達成できたかふり

かえる。 

 

 
 
 
５Ｗ１Ｈを意識することと，相

手の立場になって文章を書くこと

が大切なんだね。 
  

Ａ児 

     比喩などを使い，気持ちや様子を詳しく表した文章に改善

することができる。 

【コミュニケーション６－（５）】（行動観察・ワークシート）           

Ｂ児 

簡潔で分かりやすい文章に改善することができる。 

【コミュニケーション６－（２）】（行動観察・ワークシート） 

Ｃ児 

５Ｗ１Ｈを適切に使った文章に改善することができる。 

【人間形成３－（２）】     （行動観察・ワークシート） 

 
６ 本時の展開（３／３時間） 
（１） 本時の目標 

Ａ児・・・比喩表現などを用いて様子や気持ちを書くことができる。  

【コミュニケーション６－（３）】 

    
Ｂ児・・・簡潔で分かりやすい文章を書くことができる。    【コミュニケーション６－（２）】 

 
Ｃ児・・・５Ｗ１Ｈを意識して文章を書くことができる。      【人間関係の形成３－（２）】 
 

（２） 観点別評価規準 

Ａ児・・・比喩などを使い，気持ちや様子を詳しく表した文章に改善することができる。 

                              【コミュニケーション６－（３）】 

Ｂ児・・・簡潔で分かりやすい文章に改善することができる。 

                              【コミュニケーション６－（２）】 

Ｃ児・・・５Ｗ１Ｈを適切に使った文章に改善することができる。 

【人間関係の形成３－（２）】 

 

【本質的な問い】どうすれば読んだ人に思いが伝わるかな。 

課題の設定 

整理・分析       情報の収集 

 

ふりかえり 
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（３） 学習の展開 

学習活動 

指導上の留意点（○） 

配慮を要する児童への支援（◆） 

予想される児童の反応 

 

評価規準（評価方法） 

 

１ 本時の学習課題

をつかむ。 

 

 

２ 各自のめあてと

今日のめあてを確

認する。 

  

 

３ 文章を書き直す。 

 

 

 

４ 書き直した文章

を発表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ふりかえりをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 推敲しがいのある改善できるところが多い作文を児童が選んでいることを

確認する。 

○ 学習活動を提示し，めあてと本時の活動を明確にする。 

◆ タイムスケジュールを示し，見通しをもたせる。 

 

Ａ児            Ｂ児         Ｃ児  

○め                

 

〇 自分の作文を読み直させ推敲させる。 

◆ 分かりやすい文章にするためのポイント（５Ｗ１Ｈ，ナンバリング，比喩表

現，まとめる言葉）を提示し，確認しながら文章を書き直させる。 

 

 

  

 

○ お互いの文章ついて，書き直す前よりよくなったと思うところを伝え合うよ

うにする。 

◆ Ｃ児には発表することへの抵抗感を軽減するため，発表の順番を最後にす

る。  

◆ 推敲した文章とする前の文章を比べやすいように，実物投影機などで作文を

見せながら発表できるようにする。 

◆ お互いの書き直した文章について，真似したいと思ったところやよくわかる

ようになったところを短い言葉でメモをとるよう助言する。 

 

 

   

 

○ 自分のめあてが達成できたかをふりかえる。 

◆ ふりかえりシートを用意し，自己評価させる。 

◆ 友達のよかったところを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 担任から肯定的評価を行い，書く活動への意欲をもたせたい。 

 

Ａ児 

○ 比喩などを使い，気持ち

や様子を詳しく表した文章

に改善することができる。 

【コミュニケーション６－

（３）】 

（行動観察・ワークシート） 

 

Ｂ児 

○ 簡潔で分かりやすい文章

に改善することができる。 

【人間関係の形成３－（４）】 

（行動観察・ワークシート） 

 

Ｃ児 

○ ５Ｗ１Ｈを適切に使った

文章に改善することができ

る。 

【人間関係の形成３－（２）】 

（行動観察・ワークシート） 

 

自分の作文をレベルアップさせよう。 

５W１H が分かりやすい文章のポイ

ントだったね。 
 

□□が詳しくなっ

ていた。 
・・があることで，分

かりやすい。 

読む人の気持ちになって，文章を書き直す

ことができました。 

どうしてこの文章

は分かりにくいの

だろう。 

△△を真似してみ

たい。 

○○さんの書き直した文章は，

５Ｗ１Ｈを意識して書けてい

るところがよいと思います。 

読む人の気持ちになって，文章を書き

直すことができました。 

読む人の気持ちになって，書き直してみよう。 
 

 
①誰が②いつ③どこで 

④何を⑤なぜ⑥どのように 

 

様子や気持ちをく

わしく書こう。 
 伝えたいことの

要点をしぼった文

章を書こう。 

分かりやすい文章

のポイントを意識し

て書こう。 
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